アーナ ! ササ ザ サト さん 」 


放送 50 周 年 記念 ブ 


EZ トリ -7 串 


アラ ナリ サザ エ 上 さん 」 


放送 S0 周 年 記念 ブ 


Ya 
③) 
ッ ク き 寺 ツ 


History 
Of 
SAZAESAN. 


| サザ エ さ ん 
ヒ 上 4 トリ ー リ リリ | 


も 


アー ラメ ナリ サザ エエ さん 』 (③) 
放送 50 周 年 記念 ブッ ク $ 寺 


History 
0f 
SAZAESAN 


サザ エ さ ん 
ヒト リー リリ | 


4* 導 、 


扶桑 社 


002 


は じ め に 


1969 (昭和 44 ) 年 10 月 5 日 に 放送 が スタ ー ト し た 


アニ メ [サザ エ さ ん | 。 

日 曜 夕方 6 時 半 に 、 変 わら な い 笑顔 を お 届け し て いま す 。 
昭和 か ら 平 成 、 そ し て 信和 れ と 3 つの 時 代 を 走り 坂 け 
アニ メ 『 サ ザ エ さん | は 2019 年 に 放送 50 周年 を 迎え ます | 

これ も 、 い つも ご 覧 いた だ いて いる | 
た くさ ん の みな さま の ご 声援 の お か げ で す 。 
本 当 に あり が と う ご ざ いま す 。 


この 650 年 間 を 、 明 る く 元 気 に 
走り 続け て いる サザ エミ ん 一 家 。 
そん な 一 家 の 50 年 の 歴史 を 振り 返る 
[サザ エ さ ん ヒス トリ ー ブ ッ ク 1969-2019】 は 、 
_ 応援 し て くだ さる すべ て の 方 々 へ の 感謝 を 込め て 、 
改め て サザ エ さ ん の 魅力 を お 届け する 一 穫 と な っ て いま す 。 


それ で は 、 み な さま 、 最 後 ま で どう ぞ お 楽し みく だ さい | 


004 


も くじ 


002 
006 
007 


008 


010 


は じ め に 
サザ エ さ ん 一 家 
磯野 家 家系 較 


あさ ひ が 丘 を 彩る キャ ラク ター 名 鑑 


paRT1 | アニ メ | サザ エ さ ん 」 50 年 の 歩み 


011 1969 年 -1978 年 (昭和 44 年 53 年 ) 


012 Topic01 
014 Topic02 
016 Topic03 
017 Topic04 
018 Topic05 
019 Topic06 
019 Topic07 


020 こん な お 話 も あり まし た ! ~ 放 送 初期 名 作 選 ー 


【(ー】 
ト う 


026 Topic01 
028 Topic02 
029 Topic03 
030 Topic04 


035 1989 年 -1998 年 平成 元 年 こ 10 年 ) 


036 Topic01 
038 Topic02 
038 Topic03 
039 Topic04 
040 Topic05 


5 1979 年 -1988 年 (昭和 54 年 63 年 ) 


今 と は まっ た く 違 う 放 送 初期 の サザ エ さ ん ! 
日 本 全国 、 一 家 で 大 移動 ! 

「 カ ラー で お 送り し て いま す ! 」 
お な じみ の 登場 人 物 が 今 と 違う !? 
海外 旅行 へ 行っ て いた サザ エ さ ん 
放送 9 年 目 の 年 に 意外 な ゲス ト !? 
祝 ! 放送 10 周 年 ! 


春 は 別れ の 季節 で す 

別れ が あれ ば 新た な 出会い や 再会 も ! 
歴代 最高 視聴 率 39.4% を 記録 ! 
行っ て きま し た 科学 万 博 ! 


「 サ ザ エ さん 」 初 め て の 1 時 間 ス ペ シ ャ ル 
初 の 芸能 人 ゲス ト は あの 人 ! 

磯野 家 が 3 階 建て に リフ ォ ー ム !? 

非 日 常 感 あ ふれ る 25 周 年 SP ! 

放送 30 周 年 記念 の お 祝い は 豪華 ハワイ 旅行 ! 


045 1999 年 -2008 年 (平成 1 年 こ 20 年 


046 Topic01 
047 Topic02 
048 Topic03 


053 2009 年 -2019 年 (平成 21 年 ご 令 和 元 年 ) 


054 Topic01 
056 Topic02 
057 Topic03 


あの 金 メ ダ リ スト も 本 人 役 で 出演 ! 
波平 と フネ の 瑠 期 婚 式 旅行 ! 
サザ エ さ ん 一 家 の ル ー ツ を た どる 旅 へ 


バラ エ テ ィ 豊 か な ゲス ト が 大 集合 ! 
スペ シャ ル な 旅 を 満喫 ! 
50 周 年 まで あと ひと 息 ! 


059 サザ エ さ ん 一 家 声優 変遷 一 覧 表 


|pAmr2 | アニメ | サザ エ さ ん 」 制作 の 婁 側 


063 アニ メ | サザ エ さ ん 」 の 制作 現場 に 密着 ! 


9074 アニ メ | サザ エ さ ん |] の 設定 資料 大 公開 ! 
075 キャ ラク ター 設定 資料 

091 キャ ラク ター 別 呼 称 一 覧 

o%%。 か も め 第 三 小学 校 5 年 3 組 座席 表 
101 美術 設定 資料 

it1 サザ エ さ ん 一 家 の 持 ち 物 を 大 調査 ! 


INTERVIEW 
022 脚本 家 雪 室 俊一 さん 

032 脚本 家 城山 昇 さん 

042 「 サ ザ エ さん 」 フジ テレ ビ 初 代 プ ロ デ ュ ー サ ー (扶桑 社 代表 取締 役 社長 ) 久保 田 栄 一 さん 
050 音響 効果 担当 柏原 満 さ ん 
058 フジ テレ ビ 「 サ ザ エ さん 」 担当 プロ デュ ー サ ー 渡辺 恒 也 さん 
060 フグ 田 サ ザ エ 役 声優 加藤 みどり さん 

071 エイ ケン 「 サ ザ エ さん 」 担当 プロ デュ ー サ ー 田中 洋一 さん 
072 エイ ケン 相談 役 毛 内 節夫 さん 


| 長谷 川町 子 先生 と サザ エ さ ん 
024 アニ メ に 登場 し た 長谷 川町 子 先生 
034 アニ メ [サザ エ さ ん | 誕生 秘話 
044 原作 と アニ メ の サザ エ さ ん 

052 サザ エ さ ん の 街 桜 新町 


126 お わり に 


スペ シャ ル 特 典 
50 周 年 記念 ビジ ュ ア ル 特 大 ポス ター 


QQ5 


明る く ほ が ら か 、 性 を 割っ た よう 
な 性 格 で 、 町 内 の 人 気 者 。 料理 、 
球 縫 、 洗 濯 と 、 主 婦 業 は た いて い 
, こなし ます が 、 お し ゃ べり と お っ ちょ 
" こち ょ いな の が た ま に キ ズ で す 。 


や さ し く て 試 実 な サザ エ の ダン ナ 
さま 。 海山 商事 営業 課 に 動 務 し 
て いま す 、 お 入 し で 気 が 寺 い 
の で 損 な 役 回 り に な っ て し まう こ 
と も あり ます が 、 家族 に 囲ま れ 
て 日 々 幸せ に 暮らし て いま す 。 


サザ エ と マス オ の 子ども で す 。 ど ん 
な こと に も 興味 を 持つ 年 頃 で 好奇 
姓 哉 。 叔 父 と 叔 評 に あたる カツ オ と 
ワカ メ が 大 好き で 、 は と この イク ラ 


ちゃ ん の お 兄ちゃん 的 
真っ 白 な オス 獲 。 ト レー 條 住 で す < 
ド マ ー ク は 大 き な 鈴 、 
お 隣 の 伊佐 坂 家 の 愛 大 
ハチ と は と っ て も 仲良 し 。 * 
ガー ルフ レン ド は ピン ク 
の ベル シャ 猫 で す 。 
タマ (? 歳 ) フグ 田 サ ザ エ (24 歳 ) フグ 田 タ ラオ (3 歳 ) フグ 田 マ ス オ (28 地 ) 


民 功 と 買 宜 た っ ぷり の お 父さん 。 
割烹 着 の よく 似合う 、 や さ し い お 曲がっ た こと が 大 虹 い で 拒 難 し い 


L 
母さん 。 家族 の こと を いつ も 見 守っ と ころ も あり ます が 、 情 に 厚く お 
三 紀 問 て いて 、 み ん な に 一 目 置か れる 存 人 好 し の 面 も 。 越 味 は た くさ ん あ 
在 で す 。 家事 は な ん で も こなし 、 り ま す が 、 す べ て が 得意 と は 言い 


良妻 賢母 の 鑑 で す が 、 少 女 時 代 難く 、 下 の 横好き も 多い で す 。 
は お て ん ば だ っ た と いう 噂 も !? 


か も め 第 三 小 学校 3 年 生 。 優 等 7 も ゆ 第 三 小学 校 5 年 3 組 。 
生 タイ プ で し っ か り 者 の や さ し い CZ 導 提 な 
女の子 。 勉強 は 好き だ けど 、 体 ず お 調子 者 。 ク ラス で いち ば ん 目 
衣 は ちょ っ と 苦手 で す 。 趣味 は 読 4 が 3 お (4 っ 
塞 と お し ゃ れ 。 理 起 の 女性 像 は ラ = サッ カー、 そ し て いた ずら! 

ネ と お 隣 の 浮 江 さん で す 。 


磯野 ワカ メ (9 導 ) 。 磁 野 カツ オ (1 茂 ) 。 磯野 フネ (5? 歳 ) 


006 年 齢 は 内 緒 で す 。 


磯野 家 の 親 せ ミ 関係 は 
じ つ の ( は きだ な ひい.( に ひら NN も る ん.Ch お お 


| ひさ まし CS は ま IC て GSIA ス Se ラミ カム 


填 誕 ・ 呈 9 蛋 峰 


“ 


3II 


CX 


ji ご こび 放 8 常人 日 王寺 潤 と は を 


* つ 


[>rkH ま | 


008 


CN タイ コ イク ラ 表 の お じい ちゃ ん 夏 の お ば あら る ん 
サザ エ と は いと こ 、 出 版 社 に 美人 で お し と や か 。 サ サエ と わん ば く で や ん ちゃ な 1 族 の 。 確 野 家 の 盛 搬 に 住ん で い 示 フォ 6 間 ずる 孝和 ち 4 
AA は と て も 仲良 し で す , 功 の 子 。 、 波平 と は よく 面 基 や 多 祝 し くみ ん だ を 見 プラ て 2 れ 
OSDIROSY EE を うっ て いま す 。 いま すず 。 


1 


は 


NN 


KN 


EE デコ る os の 2 さく で ao で mee その さく ゃ Ge ポ ュ ネイ トペ 


仲 有名 な 小説 家 で 、 綿 め 切 り が 。 雅 物 の 毒 、 フ ネ と は 女 学 校 時 伊佐 坂 家 の 長 男 。 現 在 は 大 学 高校生 美人 で し っ か り 者 で 、 。, お っ と り し た 性 格 で 、 タ マ と は 
問 近く な る と よく 逃げ だ し ます 。 代 の 同級 生 で す 。 浪人 中 で す 。 カツ オ の 憶 れ の 人 で す 。 大 の 伸長 し 。 


た た な さ ) 


Ni させ の ひ 


wt+ ュ s ッ 4< ュ ィ 5 っ KOATHNYYSXKEXSIKWXTSPYIYN) 


三河 屋 さ ん の ご 用 聞き 。 青 森 三郎 さん を 「 サ ブ 」 と 呼び 息子 た ま に ご 主人 と ケン カ し て 、 ピンク 色 の ペル シャ 獲 で す 。 
失明 で 、 田 名 の お ば あちゃ の よう に か わい が っ て いま す 。 三郎 さん を 心配 させ る こと が 


ん 思い の や さ し い 青年 で す 。 あり ます 。 


ん 誠司 の 人 三河 屋 の 東 さ ん タマ の ガー ルフ レン ド 、 


/ 


MYreohwekeeaemw で y ま ささ = キャ 


KCX テ ルミ 2XWYEYLYKILSXKWEREKKASX た さだ KK アデ メド 


od か すい す ゃ で ョ で る Smwew を し 


RWHN 


4 
に 


rshsaemswawea wasssva 


Mpatwetewese 4 エネ トド ャ ー 


も kt させ や で エミ タコ Nr で kamsa・ 


7 こと ャ enwwssssc マ ュ ゃ で sw rwa エ * さ ささ 


沢 さ か 3 り ち ゃ ん 東川 きこ 
ーー タン すじ 2 マス で 大阪. 本 名 け 克子. 花 沢 重義 、. ク ラス の マドン ナ 的 存 。。 、 と て も や さい く て お さぶ いい 、、 
カツオ と は 芝 箇 な こと で よく の 外 板 人 で 、 将 来 の 区 は カツ 大き な リポ ン が トレ ー ト マー EAN 
ケン カ し ます が 、 す ぐに 仲直り オ の お 多 さん | ジ こ の 3 MSA 
3 で 4140322022d ーー 、 


クラ ス い ちば ん の 秀才 オ 。 運 動 
は いま いち 苦手 で す 。 


や さ し く て 生徒 思い の 若い 。 か も め 第 三 小学 校 の 生徒 全 


員 の 名 前 を 覚え て いま す 。 


5 年 3 組 の 電信 先生. 講 し い 
ey 


ワカ メ と は 親友 で 同じ クラ ス 
で す 。 ちょ っ と 気 が 強 いと ころ 
も ある けれ ど 、 や さ し く て 友 だ 
思い の 女の子 で す 。 


TYBN 中 島 の お 兄さん 


。 いつ も は や さ し い けれ ど 、 孫 大 学 温 人 中 で 、 其 六 さ ん と は 。 。 花沢 不動 産 の 社長 で 、 将 来 。。。 。。 花沢 さん に そっ くり の 、 パ 2 。 
の し つけ に は と て も 熱心 で 励 浪人 仲間 で す 。 カツ ナオ を 花子 の 生 袋 子 に し フル で 元気 な お 母さん で す 。 
し い お じ いち ゃ ん で す 。 た いと 考え て いま す 。 


.. 信子 さん の 奥さん 岡島 きん. . 
タラ ちゃ ん の 友だち 。 ガ キ 大 マスオ の 同僚 で 飲み 仲間 . 厚 前 が する どく 、 穴 子 さ ん の 嘘 。 波平 同 像 で 家族 思い の や 
幼稚 園 に 通っ て いま す 。 。 。 。。。 。、 0 5 て エンド トバ 。。 、 聞 的 存在 で す が 、 症 外 と 泣き . い 捕 が トレ ー ド マー ク で す 。 。 。 。 を すぐ に 見 破り ます 。。 。。。。。 。。。 さき し い お 父 さん で す 。 。 。。 。。。 
虫 な 一 面 も 。 


あさひ が 丘 で いち ば ん の お 金 。 。 
持ち 。 ち ょ っ と 浮世 藤 れ し た と 。。 サザエ を 気にいっ で いま す 。 。 木屋 さん に 関 違え られ る こと チ ヒ ッ ター を 衝 お こと が あり て いま す 。 わな いと ざ は ん を 食べ ませ ん 。 
ON 2 の 2 メッ 20 キ も ミウ 2 SPYSY7YV い 3 よい YIOGCX ン マメ の で に つい さら 


し い 人 柄 で す 。 


seven ニニ クラ フト ラス ラッツ ュー 
ロー ヤル ウェ イ ・ 
PSIN2 き 3 さと くん HRC 
運転 手 さ ん モン タナ 


た ま に 家 政 の バー ト に 座る 。 。 庭 の 草 お し り を し て いて 、 枯 . 、 腹 が 必 い の で 、 サ ザ エ に ビン 。。 高 時 す ぎ て 父 造 を よく 困ら せ 。 。。 湯水 家 の 轄 犬 正 武 名 称 を 言 。 。 


LPART1 | 


で の ゃ 
「 サ ザ エ さん 」 


SO 年 の 歩み 


1969 (昭和 44) 年 10 月 5 日 に 放送 が スタ ー ト し た アニ メ 「 サ ザ エ さん 」。 
この 50 年 間 の な か で 、 さ ま ざ ま な で き ご と が あり まし た 。 

昭和 、 平成 、 令 和 と いう 3 つの 時 代 を 駆け 抜け 、 変 わら な い 笑 顔 を 

お 茶の間 に お 届け し て きた サザ エ さ ん 一 家 。 

これ まで の 家族 の 歴史 を 、 年 代 ご と に 振り 返っ て み ま し よう 。 


1969 年 1978 年 1979 年 1988 年 1989 年 -1998 征 
(昭和 44 年 53 年) (昭和 54 年 一 63 年 ) 。 (平成 元 年 10 年 ) 


p.45… 
1999 年 2008 年 2009 年 -2019 年 
(平成 11 年 20 年 ) (平成 21 年 - 


令 和 元 年 ) 


LPART1 | 


| 本 ザ エ さん ,」 “ 
50 年 の 歩み _ 


1969 (昭和 44) 年 10 月 5 日 に 放送 が スタ ー ト し た アニ メ 「 サ ザ エ さん 」。 
この 50 年 間 の な か で 、 さ ま ざ ま な で き ご と が あり まし た 。 

昭和 、 平成 、 令 和 と いう 3 つの 時 代 を 駆け 抜け 、 変 わら な い 笑 顔 を 

お 茶の間 に お 届け し て きた サザ エ さ ん 一 家 。 

これ まで の 家族 の 歴史 を 、 年 代 ご と に 振り 返っ て み ま し よう 。 
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p.11… D.25… 


。 PD 
1969 年 1978 年 1979 年 -1988 年 1989 年 1998 征 
(昭和 44 年 53 年 ) (昭和 54 年 一 63 年 ) 。 (平成 元 年 -10 年 ) 


D.45… D.53… 
1999 年 2008 年 2009 年 -2019 年 


( 成 11 年 一 20 年 ) 。 ( 呈 成 21 年 - 
、 倒 和 元 年 ) 


ュ > 
0 
w 
き 
*# 
3 
ロコ 


"この 時 代 の お も な で き ご と - 
、 1969s 7n11 紀 本 人 科 、. 
920 | 日 本人 農大 孤 で 
JI972* | 凡 P ッ 2 琴 
ーー | 本 信 ーー 
1973 ぎ | 邊 = て ル ショ ッ プ 
- 19755 | 軸 間 中 人 人 、 
1978* を | 旨 際 3 ( 成 H き ) が 
ーー | 人員 、。 


ト e ミ om で 


③ 


⑦ 今 と は まっ た く 違 う 放送 初期 の サザ エ さ ん ! 


放送 開始 当初 の [ササ エ さ ん | は 、 絵 の タッ チ も さる こと な が ら 、 そ の 作風 も 現在 と は 回っ た 
ドタバタ コメ ディ スタ イル で し た 。 


| 19691 電 5 日 xs リ 


記念 すべ き 放 送 第 f 細 
の 第 1 話 は 、 カ ツチ の 胡 
話 で す 。 テス ト で 75 者 - 
を 取り 鼻 高 々 の カシ オ 。 
する と 、。 磯野 家 に や つる 
きた お 客 さ ん が その テス * 
を 見 た いと 言い だ し まず 。 
し か し カツ オ は 、 区 前 机 
っ た ひどい 点数 の テス ま と 
一 緒 に 間 看 えて 75 貞 の 
テス ト を 天井 裏 に 隠し て し 
まっ て いま し た 。 75 点 が 
嘘 で は な いと お 客 さ ん に 
証明 する た め 、 サ ザ エ と 
フネ は や っ き に な っ で テス 
ト を 探し ます が 、 サ ザ エ は 
本 の 中 か ら マ ス オ の へ そく 
り を 、 フ ネ は 波平 が 茸 も ら 
っ た ラブ レタ ー を 見 つけ 、 
大 げん か に な っ て し まう の 
EGG し だ 8 


第 1 話 『 2 の 5 点 の 天 ず 』 脚本 : 壮 真 先 演出 > 村山 徹 


で コ 


MAS 


『 押 売り よこ と こんにちわ! 『 お 父さん は ノイ ロー ゼ 』 


脚本 : 辻 真 先 演出 岡田 宇 啓 脚本 : 城 山 昇 演出 に 出 本 刺 


か PE ye 0 ィ り MM ae の で TSM で 


磯野 家 vs 押し 売り の プロ 集団 波平 が 不 : 治 の 病 CE p 


野 家 に 押し 売り 集団 の 一 員 が 現れ ます が 、 サ ザ エ の 前 で は 通 最近 、 乏 革 ULIKDUURSR 人 
用 し ませ ん 。 プロ 根性 を 刺激 され た 彼ら は 次 々 と 夷 野 家 を 訪れ ま で 信号 機 に ぶつ か っ て ケガ を し で し まっ た り 
す が 、 そ ろ っ て 届 退 され る 。 つい に は 社長 が 乗り 込み ます が 、 寄 。 。 た ボー ル が 当たっ た り と 災 苑 が ます 
人 だ と 勘 作 いさ れ 、 や も て な され て し まい ます 。 50 人 WSNWAA 


767.- 1778, 


| 1970 年 2 月 1 日 xx リ 


2 キン 3 放送 初 期 の 資料 
脚本 : 舞 室 人 一 演 田 : 村 山 徹 30 
脚本 


AE 002fa タン ー 1 


じつは こち ら が 、 放送 第 1 回 の 第 1 話 に な る 予定 だ 、。 計 計 =。 
っ た お 話 で す 。 し か し 、 両 親 の 仕事 が 終わ る の を 家 壮 還 り 

で ひと り 待つ カツ オ の 友達 の 話 だ っ た こと か ら 、 放 交 の 放送 1 
送 開始 当初 の コメ ディ タッ チ と は 違い 少し きびしい 印 。。 第 | 回 いま 
象 が ある た め 、 放 送 回 が 変更 に な り ま し た 。 nb / に る 


| COLUVN | 


SINCE1969 間 SEARIG 還 ソノ ] 


ああ aac5 羽 k 前 5 


アニ メ の 絵柄 は 、 放 送 初期 に 大 きく 変化 し まし た 。 放送 開始 か ら 
ちょ うど 1 年 た っ た 頃 の サザ エ は 、 現 在 の テイ スト に だ いぶ 近 づ 
いて いる の が わか り ま す 。 


ーー [ 
10 月 5 日 放送 ES 


遇 ・1969 年 12 月 28 日 0 
| カツ オ 役 の 声優 が 初代 ・ 大 山 の ぶ 代 きん か ら 。 
人柱 AOOG 


則 1974 年 1 月 6 日 議 1974 年 2 月 21 日 】 


| 。。 | テン CA 介 2 タート 原 き , 


1970 年 0 
10 月 4 日 誠 ※」 。 


1978 年 6 月 11 日 』 


べく のり / た 


め 日 本 全国 、 


大 阪 万 博 、 札 幌 オリ ン ピ ッ ク 、 沖 旨 海 洋 坦 な ど 、 当 時 日 本 じみ う を に ぎわ せ た イ ベン ト に 。 
サリ サエ る ん 一 衣 も 須加 し て いい まし た 。 


19 70 年 6 月 14 日 


mieviGMooGEocoe 


neet 


SocococooS 


kt 


See 


014 


『 サ ザ エ 万 博 へ 行く 』 


TSS に ト 


放 


じつは 万 裁 に 行 
く 話 の 放送 が 決 
に 放ち おく 
だ 原作 の 4 コマ 
漫画 で 万 博 は 描か れ て な か っ た 
ん で す 『! 原作 の 4 コマ 漫画 は 
1970 年 3 月 20 日 の 朝日 新聞 朝 
刊 に 掲載 。 あ まり の 行列 に く た 
びれ た 波平 お じ さ ん が 、 書 き 割 
り の 背景 写真 の 前 で 記念 撮影 す 
る と いう お 話 だ っ た ん で す よ 。 
ニ メ は 原作 の 4 コマ 漫画 を も 
と に 脚本 を 作り ます が 、 結 局 、 
アニ メ で と の エピ ソー ド が 使用 
され る と と は あり ませ ん で し た 。 


一 家 で 大 移動 ! 


掃 を : 敵 理 先 江 宅 > 預 湊 震 可 


[人 上 束 の 道 歩 と 語 和 ] を テー マ に 、1970 年 3 月 15 日 か 
ら 9 月 13 日 を まで の 賠 、 大 阪 府 吹田 市 の 王 時 丘陵 で 義 符 
され た 日 本 万 国 坪 覧 会 (大 阪 万 振 ) は 、 日 本 で 初め て 行 
われ た 万 冬 。 入場 考 炒 は 6421 万 人 以上 、1 日 の 平均 W * 
来場 者 ほ 35 万 人 に も 及び まし た 。 ee こ 


原作 に 描か れ た 万 博 は アニ 


1969 -1978 
| 1972 年 1 月 30 日 ww 


『 そ れ 行 けさ っ ぽ ろ 」 


部 余 : 玉 出 用 演出 村山 


北 沸 道 ・ 札 幌 市 で 同年 2 月 3 日 …13 日 まで 行わ れ 
た 札幌 オリ ン ビ ピッ ク の お 話 で す 。 商店 街 の 福引 で 、 
札幌 雪 ま つり 行き の ペア 旅行 を 当て た マス オ 。 それ を 
聞い た カツ オ と ワカ メ が 自分 た ちる 連れ て いけ と 火 鹿 
ぎ に な り 、 還 記 束 放 人員 で 札幌 に 行く こと に 。 填 ま つ 
天 和 ZN 是 是 り と 札幌 オリ ン ピ ッ ク を 
境 能 し ます 。 


1972 年 2 月 6 日 xs 」 

G 
『 カ ツ オ の オリ ン ピ ッ ク 報 告 』 
脚本 : 城山 昇 演出 村山 修 
カツ オ が クラ ス の みん な の 前 で 、 札 幌 オ リン ピッ クウ の 
観戦 報告 を し ます 。 一 躍 人 気 者 と な っ て 調子 づい た 
カツ オ は 、 誰 彼 か まわ ず 話 し た く て 仕方 な を く な り 、 近 


所 を 回 り 始め ます 。 し か し それ と 同じ 頃 、 サ ザ エ た ち 
も みな 、 近所 じゅ うに 話し 回 っ て いた の で し た 。 


2o ッ フー ベル グ ミ を 
札幌 オリ ン ピ ビック 
仕様 に ! 


HHIIIHHIIUUHOUOUHIUIUOHIIIUUIUHUUOHUUUIIUIUIUUUUUUIUUUUOUTHIIIEUUIUIUUUUHOUUOUIUUUIUUUUUUIUUUUIUIUIIUUHUUUUUIUIIUUUUII 


1975 年 12 月 14 日 放送 
『 め ん そ で て れ 沖 縄 』 

脚本 : 城 山 昇 演出 山本 功 
この 年 7 月 20 日 一 翌年 1 月 18 日 まで 、 沖 縄 返還 、 沖 
縄 県 の 日 本 本 土 復 帰 記念 事業 と し て で 行わ れ た 沖縄 国 
際 海 洋 博 覧 会 へ 。 飛 行 機 に 乗っ て 沖縄 に 初 上 陸 し た 
サザ エ さ ん 一 家 は 、 エ メラ ルド グ OO 
大 感激 し まし た 。 


ーー> 


上 - ーー > 


53 [カラ ー で お 送り し て いま す ! 」 


当時 の 日 本 は 高度 経済 成長 期 の 真っ 只 中 。 時 代 に 乗っ て 、 
の 2 の も の も 7 ニュ ー ア ル さ ざれ て いき まし た 。 


| 1970 年 時 8 日 x / | 1973 年 12 月 23 日 


『 台 所 波平 記 』 『 新 し い お 風 呂 』 


脚 李 : 城山 昇 病 良 : た 


受 本 : 城山 昇 演出 : 村 山 徹 


新しい も の 好き の 波平 は 、 家 族 に 相談 せ ず に 最新 型 の 炊飯 器 を 買 じつは 放送 初期 の 磯野 家 の お 
っ つて きま す 。 台所 仕事 は 全部 自分 が や る と 張り きる 波平 。 フ ネ の 害 風呂 は 木製 で し た 。 し か し 、 
束 着 を 着 て 夕食 を 作り 始め ます が 、 な か な か で き 上 が ら ず 、 家 族 は 桶 の 底 が 抜け て し まっ た こと か 
お な か を すか せ て 待つ の で し た 。 ら 改装 する こと に 。 そし て 現在 

の 磯野 家 の お 風呂 が 完成 し た 


の で し た 。 


6 し 7960 年 に テレ ビ の カラ ー 放 送 が スタ ー ト し まし た が 、 当時 の カラ ー 
) テレ ビ は 大 変 高価 て 、 カ ラー 放送 の 番組 も まだ 少数 て し た 。 4 の 後 、 
| 東京 オリ ン ピ ッ ク を 経て 普及 率 が 高まっ て いき ます が サザ エ さ ん 
の 放送 が スタ 9?ー ト し た 17969 年 の 普及 率 ほ 、 わずか 749%%。 を の た め | 


ei 放送 初期 の オー プ ニ ン グ で は 、 サ ザ エ さん ヵ が * 『 カ ラー で お 多 り し て いま す 」 


\N と 言っ て いた ん で す ょ ) 
、 1 4 


「 磯野 家 の 家 電 の 歴史 」 じつは 、 今 で は お な じみ の 磁 野 家 の テ レビ や 冷蔵 庫 も 長い 歴史 


ーーー ン ニー ニー ニー ニュ ン こ ニー ニー ニー ニン ニ ニ ーーー ここ っ ニニ ーー ペー 1 の 中 で モデ ル チ ェ ンジ し て いま す 。 テ レビ は 現在 の も の が 4 代目 、 
冷蔵 庫 は 5 代目 に な る ん で す よ 。 


) お な じみ の 登場 人 物 が 今 と 直 う 19 


放送 初 
登場 5 に 人 ありま 


| 1970 年 8 月 30 日 wm 』 


『「 巨 匠 イサ サカ 氏 あ ら わ る 』 


構 を : 層 人 表 沈 講 軸 廊 夫 筐 向 


寺野 宗 の お 条 に 作 豪 の 刻 廿 坂 難 物 一 穴 が 引っ 越し て きま 
す 。 大 作家 が 引っ 越し て くる と 知っ て いろ めき 立つ 志野 宇 。 
この と き に 登場 し た 伊佐 坂 先生 は # 失 代 』 合 仁 天 先 生 で 、 
Aa 家 と は 羽 の 人 惣 、 寺 定 は 一 緒 で す ぜ 、 
記 まっ た く 違 う キ ャ テク ター と し 


| て 援 か ね て いま し た 。 


| 1974 年 12 月 1 日 ws 』 
『 イ クラ の 靴 は ?』 


恩 : 営 室 人 一 理世 に 上 思 遇 補 等 
放送 初 天 は まだ 歩く こと か で きず 、 タイ コ さ ん に 抱っこ され て 
いた イク ラ ち ゃ ん 。 タラ ちゃ ん が お さがり の 震 を あげ ます 癌 、 
な か な か 出番 は こない まま で し た 。 し か し ある 日 、 下 野 応 の 
AN で イク ラ ち ゃ ん が 地 け る 
よう に な っ た ご と を 知る ぐ の で 


1978 年 5 月 ア 日 衣 ] 
『 突 然 の お 隣 さ ん 』 


対 : 志 実 代 一 濾 中 山下 志 
初代 ・ 伊 佐 坂 先生 の 次 に 選 野 家 の お 隊 に 引っ 越し て きた の 
は 、 画 宗 の 浜 さ ん 一 守 で し た 。 ご 主人 と 高校 生 の 朝 の ミツ 
コ さ ん は 、 自 分 の 宗 と 磯野 款 を 間違え て 入っ て き て し まい 、 
サザ エ さ ん 一 家 を 使用 人 だ と 其 違 いし て し まう の で し た 、 


1267- 1778 


⑮ 海 外 旅 行 へ 行っ て いた サザ エ さ ん 


旅 好き で 知ら れ た 、 原 作者 の 長谷 川町 子 さん 。 
な ん と 1 ドル が 約 300 円 だ っ た この 時 代 、 サ ザ エ さん が 海外 旅行 に 出かけ た 話 が 作ら れ ま し た 。 


| 1972 年 8 月 20 日 xs | 1972 年 8 月 27 日 gg / 
『 サ ザ エ ミュ ン ヘ ン へ 行く 』 『 サ ザ エ ヨー ロッ パ 日 記 』 


脚本: 辻 真 先 演出 : 島 居 介 生 脚本 : 辻 真 先 演出 鳥居 伸和 


この 年 の 8 月 26 日 一 9 月 11 日 まで 、 旧 西 ドイ ツ の ミュ ン ヘ ン ヨー ロッ パ 旅 行か ら 帰っ て きた サザ エ と マス オ 。 みん な に 旅行 先 


で 開催 され た オリ ン ピ ッ ク 。 こ の 開催 を 記念 し た 旅行 の 懸賞 に 当 で の こと を 話し た く て 仕方 が な く 、 お客 さ ん を 呼ん で は 8 ミリ 上 映 
選 し た サザ エ は 、 マス オ と 夫婦 ふた り で 初め て の 海外 旅行 に 出 会 を 開催 し ます 。 イタ リア で は サザ エ が お 土産 品 を 値切り ます が 、 
か け ま す 。 その 準備 に 周囲 を 巻き 込ん で 大 わら わす る 様子 が 描 言葉 が 通じ ず 断 念 し ます 。 モナ コ で は カジ ノ に 行っ た り 、 フ ァ ッ シ 
か れ ま し た 。 ョ ン シ ョ ー を 見 に 行っ た り と 、 ヨ ー ロ ッ パ 旅行 を 満喫 し た の で し た 。 


今 で は すっ か りお な じみ 、 現 在 の 日 本 各地 を 巡る オー プ ニ ン グ の 旅 。1974 年 1 月 に スタ ー ト し 、 最 初 に 訪れ た の - 
は 石川 県 。 そ の 後 し ば らく は 東北 や 関東 と いう よう に 、 地 方 ご と に 旅 を し て いま し た が 、 AOISOSRA の AG 8 
1 県 を 旅 する よう に な り ま し た 。 次 は ど と を 訪れ る か 、 楽 し み に し て いて くだ さい ! 


hr 脚本 家 の 先 生 方 が アニ メ の 中 に 登場 する と いう 、 


識 わ り 種 の お 話 も あり まし た 。 


| 1977 年 10 月 2 日 gw リ 


『 放 送 九 年 目 の へ ん な 手紙 』 


脚本 : 雪 室 像 一 演出 : 山 本 功 


磯野 家 に 「 最 近 タ ラ ち ゃ ん が お と な し く な っ た 」 と いう 苦情 の 手 
紙 が 届き ます 。 その 手紙 に 慎 民 す る サザ エ た ち 。 差出 人 は 雪 室 
俊一 と いう 人 物 で す が 、 心 当たり の な い 一 同 。 し か し タラ ちゃ ん 
だ けが 誰か 知っ て いて 、 サ ブタ イト ル 表 の 写真 を 出し 「 こ の 人 で 
す ! | と 言い ます 。 そこ で 、 手 紙 の 差出 和 人 が 脚本 家 の 雪 室 俊一 
先生 だ と いう こと が わか る の で し た 。 


| 1977 年 10 月 30 日 ww / 


『 放 送 九 年 目 波平 さん の 休日 』 


脚本 : 辻 真 先 演出 : 村 山 修 


出張 か ら 一 日 早く 帰っ て きた 波平 に 、 思 い が け な い 休日 が で きま 
す 。 暇 を 持て 余 し て し まう 波平 で す が 、 雑誌 の 占い で 「 思 い 功 
っ て 変化 の ある 一 日 を ] と 書い て ある の を 見 て 、 パ チン コ に 行っ 
て みた り 、 子 ども た ちの 小学 校 を の ぞい た り 、 フ ネ と 買い 物 に 行 
っ て 過ごし ます 。 そし て 、 買い 物 帰 り に あっ た 男性 に 話し か けら れ 
て 名 刺 を も ら うと 、 そ の 人 物 は 脚本 家 の 辻 真 先 先生 で し た 。 


| 1977 年 10 月 16 日 / 
「 放 送 九 年 目 の ド ロボ ー』 


脚本 : 城 山 算 演出 村山 評 


ある 日 の 夜 、 野 家 に 泥棒 が 入り ます が 、 家族 が 起き て きた た め 、 
あわ て て 押し 入れ に 隠れ ます 。 泥棒 が 逃げ た と 思っ た 一 家 は 、 こ 
れ ま で 入っ た 泥棒 た ちの エピ ソー ド を 振り 返り ます 。「 今 日 の 泥棒 
が あっ と いう 間 に 逃 げた の は 、 脚本 家 が アイ デア に 詰まっ た ぜ せい 
ね ! | と 脚本 の 文句 を 言い だ す サ ザ エ た ち 。 泥棒 も それ に 便 径 し 
て 「 放 送 9 年 目 に オレ を 押し 入れ に 隠し や が っ で! おい ! 脚 
本 家 の 城 山 !] と 文句 を 言う ユニ ー ク な スト ー リ ー で し た 。 


べ OP/ 

⑯ 祝 ! 放送 10 周 年 ! 

2 
『 き ょ う は 放送 10 年 目 の 日 』 


脚本 : 辻 真 先 演出 村 由 徹 


に {サザ エ さ ん 」 が 放送 10 周 年 下 野 家 で は フォ だ けが 
その こと を 知っ て いて お 祝い の 準備 を し て いま す が 、 

ほか の 家族 は 誰 も 気がつか ず 、 不思議 そう に し て 
いま す 。 や が て 10 周年 の お 祝い だ と 気づく と 、 N) は 
みん な で ケー キ を 囲み な が ら [放送 か が 510 全 も た 4 
つた の ね ] と 8 人 Co0C20 STG 


020 


1 1 に ら る ユニ ー ク な お 話 が いつ ば い 。 
その 中 か ら 玉 に な る も の を いく つか 選 紹 介し ま ン す ! 
o ( 前 
ご 軸 
『 サ ザ エ の 高砂 や 


脚本 : 辻 真 先 演出 村山 修 


に ( 

プ ザ サエ ジマ スプ の 

お 見 合い 結婚 し た こと で 知ら れる サザ エ と マス オ 。 こ の 回 で は ふた り 
が アル バム の 写真 を 見 な が ら 、 結 婚 式 や 新婚 旅行 の 思い 出 話 に 花 
を 咲か みせ ます 。 サザ エ の 花嫁 衣裳 が 見 られ る 足 重 な 回 で し た 。 


ニース バディ 』 


脚本 : 辻 真 先 演出 : 村 山 徹 


サザ エ さ ん が 出 て こ な な い ! 

ワ フカ メ は 、 友だち の ミコ ちゃ ん の 誕生 日 を カツ オ と 一 緒 に お 祝い し て あ 
げ よ うと し ます 。 な ん と この 回 は 、 主 役 で ある サザ エ を は じ め 、 ワ カメ 
と カツ オ 以 外 の 家族 は 誰 も 登場 し ませ ん で し た 。 


。 wie # Be この ラリ 回 
1 匠 電 は : 遇 、 彩 」 に 『 wa ア / - 


『 兄 さん か や っ て き た 』 


弧 本 : 城 出鼻 深 ' 問 芝 池 先 


海平 お じ さ ん が 初 登場 

九州 か ら 波平 の 双子 の 兄 ・ 海 平 が や っ て きま す 。 頭 の 上 の 毛 の 本 数 
以外 は うり ふた つの ふた りな の で 、 サ ザ エ さん 一 家 は 間違い を 運 発し 
て 大 混乱 に 。 こ れ が 海平 お じ さん 初 登場 時 の エピ ソー ド で す 。 


970 


0 年 5 月 10 日 放送 
『 お か し な 隣人 』 


脚本 : 辻 真 先 演出 に 村山 欠 


磯野 家 に 別 の お 隣 さ ん が いた ! 

磁 野 家 の 隣 に 山川 家 が 引っ 越し て きま す 。 と て も 口 の 悪い お 松 と 合 
男 の 親 子 で す が 、 じ つ は 互い に 思い や っ て いる の で し た 。 こ の 回 尽 
降 は お 隣 さん か ら ご 近所 さん に 変わ り 、 し ば らく 登場 し て いま し た 、 


ーー ニーーー 


ーーーー へ で ーーーー バ ーーー ペーー ペ ーー ペー ンー ーー ペーーーー ャ ーーー 


『 カ ツ オ 競馬 へ ゆく 』 


カツ オ が 波平 と 競馬 に !? 
サザ エ た ち が テ レビ を 観 て いる と 、 競馬 中 継 に 波平 と カツ オ が 映っ で 
いる の を 目撃 ! 帰っ て きた ふた り を 問い 詰め る と 、 じ つ は ヒカル ホー 
プ と いう 較 小 馬 の 引 退 レ ー ス を 応援 に 行っ て いた の で し た 。 


人 間 の 言葉 を し ゃ べ っ た タ マ ! 

な ん と これ まで の 放送 の 中 で 唯一 、 タ マ が 人 間 の 言葉 を し ゃ べ る シー 
ン が 出 て きま す ! お 話 の 最後 に タマ が 「 ヤ ッ タ ヤッ ター ! ヤッ タ ゼ 
イ 「 ] と は し ゃ で ぐ イ メー ジ シ ー ン と し て 描か れ ま し た 。 


1970 年 9 月 22 日 に 


| 1970 年 10 月 4 日 ws リ 


『 ば く は も ら わ れる 』 


銘 ま : 偽 憲 健 一 遠 朱 
Pe 0 


カツ オ は 修学 旅行 先 の 旅館 で 主人 に 気に入ら れ 、 装 子 に も ら っ て 下 
取り に し た いと 言わ れ ます 。 波平 は [自分 の 将来 は 自分 で 決め な さい ] 
と 言い ます が 、 カ ツ オ は 引き と め て ほし いと 願っ て いた の で し た 。 


| 1971 年 3 月 14 日 gw リ 


『 送 辞 を よむ お ぞ ! 』 


劇場 公開 も や され た 隠れ た 名 作 
じつは 「 サ ザ エ さん ! は 一 度 だ け 劇 場 公開 され た こと が ! 
カツ オ が 上 級 生 の 卒業 式 で 送 辞 を 読む 役 に 抜 握 さ れ た 
この 話 は 、「 東 宝 チ ャ ン ピ オ ン ま つり ] に て 1975 年 3 
月 15 日 に 公開 され まし た 。 


TR5†+O Pr デ つ PPT ずつ アイ アイ CT で"F 


INTERVIEW 


脚本 家 


放送 開始 当初 か ら 、 人 々 の 心 に 訴え る 魅力 的 な スト ー 
リー を 生み 出し て きた 脚本 家 ・ 雪 室 俊一 さん 。 

サザ エ さ ん と 共に 歩ん で きた 50 年間 と 、 そ の シナ リオ 
テク ニッ ク に つい て 聞き まし た 。 
ーー 「 サ ザ エ さん 」 参加 の きっ か け は ? 

エイ ケン の 前 身 で ある 日 本 テレ ビジ ョ ン (TCJ) は 『 鉄 
人 28 号 』 や 「 エ イト マン 』 な ど SF ア ニ メ を 作っ て いた 会 
社 で 、 そ れ ま で あま り 緑 が あり ませ ん で し た が 、 な ぜ か フジ 
テレ ビ か ら 呼 ん を で いた だ いて ( 笑 )。『 サ ザ エ さん ] の 初代 
プロ デュ ー サ ー の 松本 美樹 さん と は 、 そ こ で 初め て お 会 い 
し まし た 。 

た だ 、 ス ター ト 当 時 の 『 サ ザ エ さん 』 は 動き が 派手 で 、 
ギャ グマ ン ガ の 要素 が 強い 作品 で し た 。 僕 は も と も と 映画 
の ライ ター を 目指 し て いた こと も あり 、 ど の アニ メ も ドラ マ だ 
と 思っ て 書い て いま す 。 ド ラマ は 人 の 心 に 訴え か ける も の 
が ある か ら 派 手 な 動き は いら な いと 、『 サ ザ エ さん 」』 も ホー 
ム ド ラ マ の つも り で 書い て いま し た 。 

で す の で 、 僕 が 最初 に 書い た シナ リオ は ギャ グ 要 素 が な 
く 、 誰 も 演出 し た が り ま せん で し た 。 最初 か ら 最後 まで ピ シ 
ッ と 芝居 が ある 内 容 だ っ た の で 、 演出 で ギャ グ の 入れ よう 
が な か っ た か ら だ と 思い ます 。 な の で し ば らく は その まま に さ 
れ て いま し た が 、 松本 さん も 僕 と 同じ よう に 「 サ ザ エ さん 』 
を ホー ム ド ラ マ 風 に シフ ト す る べき だ と 考え て いた よう だ っ た 
の で 、「 オ レ は こう いう ライ ン で や り た いん だ 」 と 、 強 引 に 
演出 家 に 本 を 押し つけ まし た ( 笑 )。 そ れ が 「 カ ギ ッ 子 」 
(p.13) と いう タイ トル の 話 で す 。 
そう いう 経緯 も あっ て 今 の よう な 作風 に シフ ト し て いっ た 
の で は な いか と 思い ます が 、 や は り 『 サ ザ エ さん 』 と いう ア 
ニ メ が 画 期 的 だ っ た の は 、 ホ ー ム ドラ マ を きち ん と 書い た と 

いう こと で は な いで し ょ うか 。 
ー 一 今 の 暮らし と サザ エ さ ん 一 家 の 暮 らし を 比較 し て どう 
思わ れ ま すか ? 

自分 た ちの 子ども の 頃 は 、 サ ザ エ さん 一 家 の よ うな 家族 
が 普通 で し た 。 お 父さん は 定時 で 帰り 、 子 ども は 放課後 、 
近所 で 遊ん で いる 。 自分 が その 時 代 を 体験 し て いる か ら こ 
そ 、『「 サ ザ エ さん 」 の 世界 を 描け り る わけ で す 。 

それ が ある と きか ら み ん な あく せく 働き 始め 、 子ども た ち 
は 吾 や 習い 事 に 忙し く な り 、 毎日 みん な で 食卓 を 囲ん で い 


寺 至 俊一 きん 


た 時 代 と は 、 家族 の あり 方 が どん どん 変わ っ て いき まし た 。 

今 の 父親 は 子ども に 嫌 わ れ た く な く て 機嫌 を と っ た り し ま 
す が 、 そ ん な 必要 は な いと 思い ます 。 何 か あ れ ば 父親 は 子 
ども を し っ か り 叱 る 。 波平 の 「 バ カモ ン 」 は 誰 に で も 言う も 
の で は な く 、 自分 の 子ども た ち に だ け で す 。 僕 の 木 で は カ 
ツ オ が 波平 に 門 られ る こと が 多く 、「 雪 室 は カツ オ を いじ め 
すぎ だ 」 と 言わ れ ま す が ( 笑 )、 僕 が いち ば ん 愛し て いる 
の が カツ オ な の で 、 い じ め て いる わけ で は あり ませ ん 。 いた 
ずら を し た ら 罰 が ある と いう の は 当 茜 の こと 。 愛情 が ある が 
らち ゃ ん と 叱る ん で す 。 そう いう 磯野 家 の 家族 像 か ら 外 れ で 
し まっ た ら 、 視聴 者 も 感情 移 和 できない で し ょ う ね 。 


イク ラ ち ゃ ん を 歩か せ た の は 
禁じ 手 " だ っ た 


ー 一 雪 室 さん の 印象 的 な シナ リオ の ひと つ に 、 イク ラ ち ゃ 
ん が 歩け る よう に な っ た と き の 話 が あり ます 。 

『 イ クラ の 靴 は ?」 (p.17) と いう 話 で す が 、 知 人 の 子ども 
の エピ ソー ド を 思い 出し て 書き まし た 。 その 子 の 家 に 赤 ち ゃ 
ん が 遊び に きた と き 、 不思議 そう に 玄関 を 何 度 も 行き 来 し 
て 、「 赤 ちゃ ん の 靴 は どう し て 玄関 に 置い て な い の 2| と 言 
っ た そう で す 。 歩け な いか ら 靴 が な か っ た だ け の 話 で す が 、 
大 人 に と っ て は 当たり 前 で も 、 子ども は 不思議 に 思う こと 
が た くさ ん ある ん で すね 。 その 後 も 、 僕 は イク ラ ち ゃ ん の 話 
を た くさ ん 書い て いま す 。 小さ い 子 は 下 か ら 世 の 中 を 見 て い 
て 、 そ の 視線 を 描く の は 面白 いで す 。 

イク ラ ち ゃ ん は 最初 の 頃 、 原 作 と 同様 に 赤ちゃん で し た 
が 、 あ る と き 松 本 さん に 「 イ クラ ちゃ ん を 歩か せま せん か | 
と 言わ れ ま し た 。 ベビ ー ベ ッ ド に 寝 た 赤 ちゃ ん の まま で は 、 
いつ まで た っ て も 話 が で き な い と 。 ほか の キャ ラク ター は 年 
を 取ら な い の で 本 来 は 禁じ 手 で す が 、 そ れ を や ろう と 言っ た 
と き に この 人 は すご いな と 思い まし た 。 

松本 さん は 頑固 で 気難しい 方 で は あり まし た が 、 ご 自身 
も 物書き だ っ た と いう こと も あり 、 非常 に フレ キシ ブル で し た 。 
放送 当初 の 脚本 は 僕 と 城山 昇 さん (p.32) 、 辻 真 先 さん 
の 3 人 で 回 し て いま し た が 、 彼 は 3 人 の 個性 を うま く 生 か 
し て くれ まし た 。 僕 と 辻 さ ん だ と まっ た く タ イプ の 違う 作家 で 
す が 、 それ を いい 形 で 使っ て くれ まし た ね 。 


い らち ば 法 し OAM2I の MM 
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愛情 が ある か ら 


ら や ん と 2M/OMGei 


アニ メ 「 サ ザ エ さん 』 で は 長谷 川町 子 先生 の 原作 4 コ 
マ を 1 話 に か な ら ず 1 つ は 盛り 込む と いう ルー ル が あり ます 
が 、 最 初 の 頃 は 原作 の 使い 方 に つい て ちゃ ん と し た ルー 
ル が な く 、 僕 は 原作 を まっ た く 使わ ず オ リ ジ ナ ル で 本 を 書い 
た こと も あり まし た 。 ある と き 、 1 回 使っ た 原作 は も う 使わ 
な い ほ うがい いん じゃ な いか と 僕 が 言っ た と き 、 松本 さん が 
[古典 落語 を どら ん な さい 。 語り 手 が 変 われ ば 同じ 話 で も 
また 違っ た も の に な り ま す よ ね 」 と お っ し ゃ っ た ん で す 。 今 
思え ば 、 番 組 を これ だ け 長 く 続け る た め に は 、 彼 の 言う と 
お り で し た ね 。 


堀川 くん は 、 シ ナリ オ を 書く 
きっ か け を 作っ た 旧友 の 名 前 


ーー イク ラ ち ゃ ん を は じ め 、 サフ キャ ラク ター の 何人 か は 
雪 室 さん が 名 つけ 親 だ そう で すね 。 

イク ラ ち ゃ ん は 原作 で は 名 前 が な か っ た の で す が 、 ま だ 
幼い 僕 の 娘 が イク ラ が 大 好物 で 、 カ タコ ト で 「 イ クラ 、 イ 
クラ 」 と 言う の で 、 そ こ か ら 思 いつ きま し た 。 

中 島 く ん 、 花 沢 さ ん 、 堀 川 くん な ん か も 僕 が 名 前 を 考え 
まし た 。「 中 島 ] は 、 僕 が 昔 「11PM (イレ ブン ビーエム) 』 
と いう 深夜 番組 で 脚本 を 書い て いた と き 大 橋 巨 泉 パ ンド に 
いた ピア ニス ト の 名 前 で す 。 巨泉 さん が いつ も 「 中 島 一 ! 
中 島 一 ! | っ て 呼ん を で いた の が と て も 印象 的 だ っ た ん で す 。 

花沢 さん は 、 家 内 の 友人 に 往年 の 名 脇役 、 花 沢 徳 衛 
の お 嬢 さん が いて 、 そ こ か ら 取り まし た 。 その 娘 さ ん は 花子 
と いう 名 前 で は あり ませ ん で し た が 、 花 沢 だ か ら 花 子 が わか 
りや すい と 思っ て 。 

堀川 くん は 、 僕 が シナ リオ ライ ター に な る きっ か け を 作っ 
た 高校 時 代 の 友人 の 名 前 な ん で す 。 僕 は その 頃 小説 を 
書い て いて 、 雑誌 の コン クー ル で 和信 選 な ども し て いた ん で 
す が 、 堀 川 も いつ も 授業 中 に 何 か を 書い て いま し た 。 気 
に な っ て 聞い て みた ら 「 シ ナリ オ を 書い て いる | っ て 言う ん 
で す 。 僕 も 映画 が 好き だ っ た の で 、 試し に シナ リオ を 書い 
て 彼 に 見 せ た ら 「 僕 より うま いよ 」 と 言わ れ 、 そ れ が シナ リ 
オ を 書き 始め た きっ か け な ん で す 。 た だ 、 彼 は 自分 が 堀川 
くん の モデ ル で ある こと は 知ら な いで す が ( 笑 )。 

テレ ビア ニ メ で は 耳 で 名 前 を 聞き 取る の で 、 は っ きり と し 


た 響き の 名 前 を つけ る よう に し て いま す 。 
ー 一 最近 、 ネッ ト 上 な ど て 早川 さん や 堀川 くん の キャ ラク 
ター が 話題 に な っ て いま す 。 

早川 さん を ば は いつ も か お り ち ゃ ん の 陰 に いる 、 割 と 目立た 
な い キ ャ ラク ター で し た 。 で も ある と き 、 早川 さん を 交 で た 
話 を 書い た らち 、 フジ テレ ビ の ホー ムペ ー ジ に 「 早 川 さん を 出 
し て くれ て で て ありがとう] と いう 書き 込み が あっ た そう で 、[ と 
の 子 に も ファ ン が いる ん だ な 」 と 思っ た ん で す 。 それ か ら 、 
ちょ っ と ずつ 出す よう に な り ま し た ね 。 か お り ち ゃ ん た が 女の子 
っ ぽく て か わい い 子 な ら 、 早 川 さ ん は 知 的 で かわ いい 子 と い 
うふ うに 差別 化し て 書く よう に し て いま す 。 

堀川 くん は 波平 を 尊敬 し て いる こと か ら も わが る よう に 
( 笑 )、 と っ て も 純粋 な は 子 な ん で す 。 彼 の 一 見 不思議 な 行動 
は いろ いろ 言わ れ た り も し て いる みた いで す が な ん に で も 思 
味 を 持っ て 、 いろ いろ な 目線 で 物事 を 見 る こと の で きる 子 な ん 
で す よ ね 。 モデ ル に し た 僕 の 友人 の 堀川 も そん な や つ で す 。 
ーー 「 サ ザ エ さん 」 は 放送 50 周 年 を 迎え ます が 、 こ れ た だ 
け 長 く 続く と 思っ て いま し た か ? 

放送 開始 当初 は 「 サ ザ エ さん 』】 の よう な ホー ム ド ラ マ の 
アニ メ は ほか に あり ませ ん で し た 。 主人 公 が 魔法 使い だ っ 
た り 、 な に か すご い 特 技 が ある わけ で も な く 、 ど こ に で も あ 
る 普通 の 家族 の 話 が 当たる と は 思っ で いま せん で し た ね 。 
あの 頃 は 視聴 率 が 悪い と すぐ 打ち 切り に な っ て いま し た か ら 、 
続い て も せい ぜ い 半 年 か ら 1 年 くら い だ ろ うな と 。 

と ころ で 、 た ま に 50 年 の 中 で 思い 入れ の 深い 作品 を 聞 
か れる こと が ある の で す が 、 あ っ て も 5 本 ぐら いで 、 それ も 
で き の 良 し 悪し で は な く 、 あく まで 個人 的 に 印象 に 残っ て い 
る も の で す 。 

今 は シナ リオ が 完成 し て か ら オ ン エ ア ま で 半年 近く ある の 
で 、 放 送 さ れる まで に 自分 で 書い た も の を 忘れ る ん で す ( 笑 )。 
で も その お か げ で 放送 を 新鮮 な 気持 ち で 観 ら れ ま すし 、 だ 
か ら こ そ 新 し い 作 品 を 書き 続け て いけ る の か も し れ ま せん 。 


Profile 

ゆき むろ し ゅ ん いち 1941 年 生ま れ 。 映 画 、 
コメ ディ の 他 、 日 本 の アニ メ の 梨 明 期 か ら 
多数 の シナ リオ を 執 第 。 そ の 他 の 代表 作 に 
[キテ レツ 大 百科 』『 キ ャ ン デ ィ w キ ャ ン デ ィ ] 
「 ム ー ミ ン 』 な ど 多 数 


ぷ 條 同 ひみ し し ーー フー 


アニ メ に 登場 し 長谷川 


、 原作 者 の 長谷 川町 子 先生 が 、 ア ニ メ 「 サ ザ エ さん ! に 何 度 か 登場 し で し る の 
放送 の 周年 記念 の お 祝い や 、 サ ザ エ が 故 導 の 福岡 に 遊び に 行く 回 で じ た 


1970 年 10 月 4 日 放 
= ニ Njr い 』 ーー 
『 謎 の パー ティ 』 
周 木 : 辻 真 先 演出 日 山 良 雄 
フネ が 楽し そう に ご ち そ う を 作っ て いま す が 、 サ ザ エ や 波平 が 何 ワカ メ と タラ ちゃ ん が 留守 番 を し じ で いる 
の お 祝い か を た ず ね て も 答え て くれ ませ ん 。 心当たり の な いふ た きた 謎 の 女性 。 野 家 の 中 を 見 で 回 
り は いろ いろ る と 考え 
を めぐ ら せ 、 フ ネ が 
波平 か ら 指輪 を 買 
つて も ら っ た 1 周年 
| 記念 の お 祝い だ と 
思い 込み ます 。 し 
か し 、 そこ に 長谷 
川町 子 先生 か ら 電 
報 が 届き 、 は じ め 
て 放送 1 周年 の お 
| 祝い だ っ た と わか る 
の で し た 。 この 回 
で は 先生 ご 本 人 の 
器 凌 交 は な く 、 お 名 前 
較 の み の 登 場 で し た 。 


72 年 10 月 1 日 ms 2 
『 サ ザ エ さん 作品 471』 「 サ ザ エ さん の ふる の 


周 本 : 辻 真 先 。 演出 : 村 山 修 


後 野 家 は 朝 か ら 大 掃除 や ご ち そ う を 作っ た り と 大 わら わ 。 放送 4 
年 目 に 突入 する パー ティ の 準備 を し て いた の で し た 。 ノ フリ スケ ー 
= 家 を は じ め 、 伊 佐 
坂 先生 一 家 や 衰 の 
お じい ちゃ ん 一 家 、 
湯水 一 家 や 穴子 さ 
ん な ど 、 克 野 家 ゆ 
か り の 人 々 が 次 々 と 
や っ て き て 、 み ん な 
で お 祝い を し て くれ 
ます 。 そこ へ 長谷 
川町 子 先生 か ら 「 こ 
れ を 機会 に 、 も う 
一 度 ス ター ト か ら が 
ん ば ぱり まし ょ う 。 放 
| 送 は 、 マ ラ ソ ン と 同 
| じ で す 」 と いう 励ま 
し の メッ セー ジ が 届 
| < の で し た 。 


aw SA SA 


ee い * い き se 作 胃 


電 較 較 寺 換 基 を 地 え まし た 。 


1 
も 

いす は 
| * 


FN 

チェ ル ノ ブ イリ 原子 発電 胃 加 
国 A で 初め て サ ャ イア ソト ルツ ダ 
MCU (トッ ト ツ ) 


DMR ・ 
旧 京 ドー ム 上 T 
滞 大 


⑥) 春 は 別れ の 季節 で す 


三河 屋 さ ん の 三平 さん が 故 手 へ 帰り 、 浜 さん は 引っ 越し 、 ノ リス ケ さ ん は 転 動 。 
ー 一 それ ぞ れ の 道 へ 旅立ち まし た 。 


| 1985 年 3 月 31 日 xs / 
『 早 春 に 伊豆 長岡 の 別れ 』 脚本 : 雪 室 人 一 演出: 村山 人 


お 隣 に 住ん 々 で いた 浜 き ん 一 
家 が 、 奥 さん の 病気 療 壮 の 
た め に 伊豆 長岡 へ 引っ 越す 
こと に 。 引っ 越し の 日 、 サ 
ザ エ や ノリ スケ た ちる も 一 炒 
に 伊豆 を 訪れ て 、 最 後 の 
思い 出 に みん な で 旅行 を ず 
る こと に な り ま し た 。 浜 さ ん 
一 家 と の 別れ を 惜しむ サザ 
エ た ち で し た が 、 その 旅 の 
途中 で 、 ノ リス ケー 家 も 転 
勤 の た め 名 古屋 へ 行っ て し 
まう と いう 思わ ぬ 事 実 を 聞か 
され る の で し た 。 


『 山 は まだ 男 


8 演出 : 鳥居 二 肥 

じつは その 前 の 週 に … 
1985 年 3 月 24 日 」 

『 も し も 誰 も いな く な っ た ら 』 


脚本 : 城山 昇 演出 : 岡 田 字 管 


プ ブレー カー が 落ち て 真っ 暗 な 残 野 家 に 帰っ て きた カツ 
オ が 、 自分 を 置い て 家族 が 出かけ て し まっ た と 勘 違 
いし た り 、 波平 が 起き た ら 家 族 や 街 の 人 が いな く な っ 
て いる 夢 を 見 て うな され る シー ン が 描か れ た お 話 。 ま 
る で 、 翌 週 に いろ いろ な 人 と の 別れ が ある こと を 予言 
し て いる か の よう に も 見 えま すね 。 


「 旦 春 ・ 伊 豆 長岡 の 別れ 」 と 同日 に 放送 され た 作品 。 三河 屋 で 
ご 用 聞き を し て いた 三平 さん が 、 お 嫁さん を も ら う た め に 実家 の 
山形 へ 帰る こと に な り ま し た 。 誰か ら も 好 か れる 明る く て 優し い 三 
平 さ ん は 、 子 ども た ちの 人 気 者 で し た 。 


| COLUMN 
「 サ ザ エ さん の 夏休み シリ ー ズ 」 が スタ ー ト 


オー プ ニ ン グ で は 全国 各地 を 旅 し て いる サザ エ さ ん 。 本 編 で は た ま に 旅 行 
に 行っ て いま し た が 、 こ の 年 か ら 「 サ ザ エ さん の 夏休み 〇 〇 旅行 」 と いう 
よう に シリ ー ズ 化 。 長期 休み に な る と 、 定 期 的 に 家族 旅行 の お 話 が 描か れ 
る よう に な り ま し た 。 


1979 年 8 月 5 日 放送 


m サ ザ エ さん の 。 昌美 
夏休み 九州 旅行 』 


脚本 : 城山 昇 
| 演出 村山 修 ・ 村 山 徹 


ーーーーーー マ ーーーーーーーー デ ーー パー デー ボー シー ニー デー ーー バー ジー バー ドーー デ ーー 


の 別れ が あれ ば 新た な 出会い や 再会 


みん な が いな く な り 、 急 に さび し く な っ て し まっ た あさ ひ が 丘 で し た が 、 
新た な 出会い や 再会 が あり まし た ! 


| 1985 年 6 月 16 日 gg / 
まき (ビビ ーー に ーー 、 
「 お 帰り な さい イク ラ ち ゃ ん 』 
拶 村 多才 式 拍 叶 : 有 お 5 
名 古 必 に 寺 数 に を っ を アラ ワラ 
ケー 家 で し た が 、 ま た 彰 き が 
が 丘 へ 戻っ て くる こと に 全 株 委 
し た 。 イク ラ ち ゃ ん に 久 じ あめ 。 衝 
会 えて タラ ちゃ ん る 大 杜 び 2 
今 ま で は アパ ー ト に 住ん 5 
た ノリ スケ ー 家 で し た が 
を に 現在 の マン ジ : 
引っ 越し た の で し た 。 


E り 出し ます わ ヨ 紳 計 症 

ドド - 計 に 行っ 人 20 

三河 屋 で 倫 く た め に 、 青 森 か ら 上 京 し で きた 三 さ ん た 。 

サザ エ は 町 内 の 人 た ち に 三郎 さん の 靖 を 覚え て も ら う た め 

の お 投 露 目 と し て 、 三河 屋 の 大 売り 出し を 考え つき ます 。 

売り 出し は 大 成功 で 、 三 郎 さん は 町 じゅ う の 人 か ら 愛 され 
る 三河 屋 の 顔 と な っ て いく の で し た 。 


『 お 関 り の 大 先生 』 


、 凌 ま : 還 科 あ 当 和 江 人 
浜 さん 一 家 が 引っ 越し た あと 、 お 隊 に は 作家 の 人 
物 一 家 が 引っ 越し て きま す 、 合体 折 先 生 の 大 ファ ン だ っ 
た サザ エ は 大 軸 共 1 し か る 全 伯 人 の お さき A は 、 


で ーーー いと 0 


屋代 最高 視聴 率 39.49% を 記録 ! 271988 


ea 


NN 視聴 率 が 相次い で 30% を 寄 破 。9 月 に は つい に 歴代 最高 視聴 累 を 記名 し まし た ! Cos 


ュー 4 と 


『 今 夜 の お か ず は 』|『 し つけ も 大 変 』| 『 ゆ く 夏 くる 秋 』 


脚本 : 直 室 優 一 工 出 : 岡 田 宇 政 財 本 : 城 山腹 演出 : 村 山 楓 脚 ま は 真 競 鹿 泊 に 将 山 眉 


ゃ 大 | 8 SI 
1 付 1979 年 9 月 16 旦 放 只 、394%4 | 
2 伝 1978 年 10 月 29 旧 設 可 a.992% 
3 令 J979 年 11 月 4 目 設 居 386% 
ッ HIQBO 年 3 凡 8 正 設 病 
5 伎 1979 革 2 月 11 丘 族 送 ・38 先 
ヶ 1989 年 1 月 3 還 疫 選 
、 7 公 。 1979 午 10 月 28 晴 放 藤 380% 
8 位 1978 年 12 月 3 日 放送 78 
| 9 位 1979 年 11 月 25 日 放送 37.7% 
に 10 位 1979 年 3 月 4 国 放 送 - 3%.696 
、 7? 1979 年 3 月 11 昌 放送 308 


記念 すべ き 歴 代 最 高 視聴 率 39.49% (関東 地区 、 ビ デオ 
リサ ー チ 調べ ) を 記録 し た 放送 回 ! この 日 も 、 去 る 夏 を 
惜しん で みん な で 線香 花火 を し た り 、 ス スキ 野原 へ お 月 
見 を し に 行っ た り と 、 い つも どおり の 温か い ス トー リー で し た 。 


みな さん 、 と の 男性 を 覚え て いま すか ? 名 前 『 
は 大 八 さ ん と いっ て 、 じ つ は 伊佐 坂 家 の お 軽 さ ま 
ん の 弟 な ん で す ! 大 八 さ ん は 大 学 八 年 生 。 礎 1 
野 家 の お 隣 に 引っ 越し て きた と き に 一 緒 に や っ 
て き て 、 し ば らく 居候 し て いた ん で す よ ! と 「 前 


っ て も 明る く て や さ し い けれ ど 、 ち ょ っ ぴり お 
調子 者 で 憎め な い 人 性格 の 青年 で し た 。 ぼ くも 伊 
佐 坂 先生 の 原稿 を 待つ て いる 間 、 た くさ ん 話し 
た 思い 出 が ある な あ 。 い やこ 、 懐 かしい ! 


1 
と EYETSOCee の 3732RECswsicsGkSssoest NCSAWaNeot seo532NCaaPANErsacZheeEeY oroeWruSRNS72 が Kamaka ea 


し め 行 っ て き ま し た 科学 万 博 ! 


大 阪 万 情 に 続き 、 こ の 年 の 3 月 17 日 9 月 16 日 まで 茨城 県 ミ つ く は 市 で 行わ れ た 国際 科学 技術 博覧 会 (つく ば 万 二 ) に 6 


磯 野 家 が 訪れ て いま す 。 


0 日 き ] 


oe 


『 カ ツ オ の 科 呈 幸人 


世界 48 カ と 2 も の 牌 
無援 関 が 参 豆 し た 大 天天 
な 科学 博覧 会 に 家 開 で 及 
れ た カン オ が 、 ツ ラス の み 
ん な の 前 で その 欄 子 を 公 
表し ます 。 入 工 融 星 の 翌 
型 や コマ の 歯 芸 を する 吾 
ボッ ト 、 世界 鼓 大 み 屋 苦 
に よる 光 の ショ ーー など 、 捧 
め て 見 る も の ば か サ の 放 
示 に 大 興奮 する 届 確 杯 の 
様子 が 描か ね まし も た 。 


1970 年 の 大 阪 万 博 以 降 、 サ ザ エ さん 一 家 は 日 本 で 行わ れ た 国際 万 博 に は か な ら ず 訪れ で いま す 。 


So 
「 日 本 万 国 博覧 会 」 1990 年 4 月 29 日 ma 
(大 阪 万 博 ) : p.14 り 行 つぐ @ 米 また 、 
花 の 万 博 』 
脚本 : 西 村 則 夫 演出 山岸 博 


大 阪 で 行わ れ た 「[ 国 陣 花 と 直 の 博 
覧 会 」 に は 、 現 地 に 住 お や マス オ の 
お 有 母さん も 登場 、 み ん な で に ぎ や 
か に 楽し み ま し た 。 


「 沖 縄 国際 海洋 博覧 会 」 
(沖縄 海洋 博 ) : p.15 同年 3 月 25 日 か ら 9 月 25 日 まで 行 
われ た 、 通 称 「 朋 ・ 地 球 博 」 へ は 、 
オー プ ニ ン グ の 旅 で サザ エ が 一 人 
で 訪れ まし た 。 


( 1985 年 ) 「 国 際 科学 技術 博覧 会 」( つ くば 万 博 ) 


「 日 本 国際 博覧 


国際 と 精算 」(E 南 


会 」( 愛 ・ 地 球 博 ) 


ーーーーーー ト ーー ニー ニー ジニ ーー ニー ニー ニー トー ニニ ーー トニ ニー ニュ ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ここ ニュ ここ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニュ ーー ニャ ドー ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ュ ニ ニニ ーー ペニー ペ さん マー マス ュ ニュ ニョ 


WM 


お し ゃ れ に 興味 津々 の ワカ メ が 、 大 人 に な っ た ら フ ァ ッ ショ ン モ 
デル に な り た いと 言い だ し ます 。 ウォ ー キ ング の 練習 を し た り 、 
大 り た く な いか ら と ご は ん を 残 そう と し た り 。 で も ある 日 、 目 の 前 
で 駐車 違反 の 車 を 取り 締まっ て いた 婦人 警視 に すっ か り 影 響 さ 
れ 、 翌 朝 に は 婦人 夏 官 の マネ を し て いる の で し た 。 


| ドラ マ 「 古 畑 任三郎 ]】 シ リー ズ や 、 映 画 「THE 有 頂 天 ホ テル 」 な どの ヒッ ト 作 を 手がけ 、 劇 作家 ・ 脚 本 
| 家 ・ 映 画 監督 な ど で 活 躍 する 三谷 幸喜 さん 。 な ん と [サザ エ さ ん 」 の 脚本 も 書い て いた ん で す ! 


1985 年 8 月 4 日 放 % 


『 波 平 つり 指南 』 


演出 : 村山 徹 


ワカ メ の クラ ス メ イ ト の 松島 くん を 釣り に 連れ で いく こと に な っ た 
波平 。 か っ こい いと ころ を 見 せよ うと 張り きり ます が 、 じ つ は 松 
島 く ん は 子ども 釣り 大 会 の 優勝 経験 者 で し た 。 当日 、 魚 が 釣れ 
る の は や は り 松 島 く ん だ け 。 も う 帰 ろう うと あき ら め か けた その と き 、 
波平 が 偶然 大 物 を 釣り 上 げ 、 胸 を な で お ろ し まし た 。 


NN 


eS 


カツ オ の ハイ キン グ の 日 に フネ と サザ エ が 風邪 を ひい て し まい 、 
ワカ メ が 早起き し て お 弁当 を 作っ て くれ まし た 。 し か し 、 カ ツ オ 
は クラ ス の 女の子 た ち が 持 っ て き て くれ た お 弁当 を 食べ て 満腹 
に 。 ワ カメ が せっ か く 作 っ て くれ た お 弁当 を 手つかず で 持っ て 帰 
る わけ に は いか な いと 、 夜 の 公園 で ひと り 食 べ る カツ オ で し た 。 


マス オ と サザ エ で し た 。 


『 タ ラ ち ゃ ん 成長 記 』 


演出 : 鳥居 伸行 


タラ ちゃ ん の 夏 の 目標 は 、 泳 げ ける よう に な る こと 。 毎日 の よう に 


サザ エ た ちと プー ル に 通っ て 泳ぐ 練習 を し ます 。 [男の子 だ か ら ] 


と 男性 更衣 室 に 入っ て ひと り で 着替え る な ど 、 す っ か り た くま し | 


く な っ た タラ ちゃ ん 。 つい この 間 ま で オム ツ も 取れ な 
い 赤 ちゃ ん だ っ た の に 、 と その 寝 願 を や さ し く 見 守る 


ON か REGNORSCRDMTYS ロ SNROSNCPaSreE2choypccoYNtAmfoAcraeKerxssan3M 


いこい さく OS 


INTERVIEW 


脚本 宗 


城山 衝 き ん 


雪 室 僕 一 さん と 同じ く 、 放送 開始 当初 か ら サ ザ エ さん 書い て いた こと も あり 、 長 ゼリフ や 説明 ゼリフ を 書い て し まう 


の 世界 を 書き 続け て いる 脚本 家 ・ 城 山 界 さん 。 こと が よく あり まし た 。 する と 松本 さん が 、 子ども は 日 芝生 

長谷 川町 子 先生 の 描い た 原作 の 世界 観 を 、1 話 7 分 活 の 中 で そん な に くど くど 説明 し な いよ と 言っ て 、 自 分 の ぉ 
の アニ メー ショ ン で 表現 する うえ で の 思い を うか が いま し た 。 子 さ ん の 一 日 の 会 話 を テー プレ コー ダー に 人 録 っ て 聞か せ Y< 
ーー「 サ ザ エ さん ] を 切 筆 され る よう に な っ た きっ か け を 教 れ た ん で す 。 する と た し か に 、 あ まり 長く は し ゃ べ っ て いな い 
えて くだ さい 。 の に ちゃ ん と 通じ 合え て いる 。 それ が 子ども た ちの 普段 の 

も と も と は TCJ (日 本 テレ ビジ ョ ン 株 式 会 社 の 略 ・ エ イ 会 話 な ん だ と 気づか され まし た 。 
ケン の 前 身 ) の 社員 で 、 文 芸 担当 を し て いま し た 。 そ の と それ か らし ば らく し て 、 サ ザ エ さん 一 家 が 旅行 に 行 話 を 。 
き に 一 度 「 サ ザ エ さん | を アニ メ で や ろう と いう 企画 は あっ 書い た と き 、 お 宏 銭 を 投げ よう と し た ら 転 が っ て 池 に 落ち で | 
た ん で す が 、 実 現に は 至ら な いま ま フ リー の 脚本 家 と し て し まう と いう エピ ソー ド が あり まし た 。 ワカ メ が 油 を の ぞい で | 
執筆 活動 に 入っ た ん で す 。 それ か ら 3 年 ほど た っ た と き 、 お 金 を 見 つけ る と いう 描写 を し た と ころ 、 松本 さん に [それ | 
「「 サ ザ エ さん 』 の アニ メ 化 が 決ま っ た の で 協力 し て ほし い ] で す よ ] と 言わ れ た ん で す 。 池 の 底 に 落ち た お 金 が 見 える | 
と いう 連絡 を エイ ケン か ら も ら っ て 、 作品 に 参加 する こと に と いう の は 、 そ れ だ け 水 が きれ い だ と いう 証拠 で す よ ね 。 そ | 
な り ま し た 。 れ を 表現 する の に 「 き れい な 池 ね 」 な ど と 言葉 で 説明 を し | 
ー 一 初期 の 印象 深い エピ ソー ド は ? て な く て も 動き で わか る と いう こと で す 。 

最初 は と りあ え ず 、30 分 で 1 話 ぶ ん の スト ー リ ー を 書い それ 以来 、 な る べく セリ フ で 説明 を し な いで も 見 て わか る | 
て みた ん で す 。 する と 長 すぎ て パン チ が な いな と 感じ た の よう な スト ー リ ー 作 りや 画 を 意識 し て 書い て いま す 。 こ れ は 。 | 
で 、 次 は 半分 に し て み ま し た 。 それ で も や っ ぱり ダメ で 今 松本 さん か ら 教 わっ た 大 きなこ と で すね 。 
度 は 3 本 立て に し て みた と ころ 、 原 作 の 4 コマ を いち ば ん 一 先生 の 作品 の テン ボ の 良さ は 、 そ うい うと ころ か ら 生 | 
生か す た め に は これ が いい ん じゃ な いか と 思い 、 今 の よう まれ た ん で すね 。 3 
な 形 で 放送 する こと に な り まし た 。 それ も あり ます が 、 や は り 1 話 の 分 数 が 短い こと も あり ま | 

放送 15 年 目 く ら いま で は 、 ほ と ん どの 作品 を 私 と 雪 室 さ す 。 長 ゼリフ を 話し て いる と 約 7 分 は あっ と いう 間 に 終 わっ | 
ん (p.22) 、 辻 さん の 3 人 で 書い て いま し た が 、 雪 室 さん は て し まう の で 、 朝 に ニワ トリ が 鳴く と か 、 そ うい う 無 駄 な ケタ ー | 
カツ オ や ワカ メ 、 タ ラ ち ゃ ん な どの 子ども 、 僕 は サザ エ と マ ン は 全部 取っ て いき まし た 。 外 が 明る けれ ば 朝 に な っ た こと 」 
ス オ の 若 夫 婦 、 辻 さん は 波平 と フネ 夫婦 と いう よう に 得意 は わか る わけ で すし 。 あと は 家族 の 間 で 何 か を 伝え る と きも 、 | 
と する キャ ラク ター の 達 い も あり まし た し 、 そ れ ぞ れ の 個性 話す 過程 を 描か な く て も すでに 聞い た と いう 芝居 に すれ ば 、 | 
を 生か せ た 3 本 だ っ た と 思い ます 。 見 て いる ほう に は 伝わる ん で す よね 。 

放送 当初 は 原作 も 選び 放題 だ っ た の で 、 自 分 の 使い た 原作 の 「 サ ザ エ さん 』 は 、 俳 句 の 世界 と 一 緒 だ と 思う | 
いと 思う 4 コマ を それ ぞ れ 自由 に 選ん で いま し た 。 し か し そ ん で す 。 俳句 は 五 ・ 七 ・ 五 の 中 に すべ て の 要素 が 入っ で | 
の うち 、 い つ 誰 が 使っ た 原作 か わか ら な く な っ た り 、 脚 本 いま す よ ね 。 サザ エ さ ん も 4 コマ の 中 に 季節 や で きこ と 、 
家 同 士 で 使い た いも の が か ぶっ て し まっ た り し た の で 、 原 人 間 性 まで も が 集約 され て いる の で 、 僕 は アニ メ の 中 で も 、 1 
作 を テー マ ご と に 仕分 けし て 、 担 当 者 か ら 発注 が くる と いう いつ も それ を 意識 し て 描い て いま す 。 
形 に 変わ り まし た 。 一 軌 筆 の ヒン ト に し て いる こと は ? | [ 

初代 プロ デュ ー サ ー の 松本 美樹 さん か ら は 、 さ ま ざ 僕 は 日 常 生活 の 「 活 写 」 と 言っ て いる ん で す が 、 そ れ 

まな こと を 教わっ た そう で すね 。 を 信条 と し て 書い て いま す 。 な る べく 自分 で 見 た り 還 い た り | 

放送 開始 当初 は まだ 20 代 後半 で 結婚 も し て いな か っ た 体験 し た こと を 作品 の 中 に 取り 入れ で いる の で 、 周 り に ま 。 
の で 、「 夫 婦 の 会 話 で こう いう こと は 言わ な いよ 」 と 言わ れ ども が いた りす る と 、 す ご く ア イデ ア の 助け に な り ます &、 


た り し まし た ね 。 また 、 僕 は 演劇 を 学ん だ り ラ ジオ ドラ マ を 自分 の 子ども が 生ま れ た の は 遅かっ た の で す が 、 半 きも お 


サリ リー で さ 2 0 


俳句 と 同じ 。 


7 分 前 の 四 上 OM べ 二 ( 昨 の 
世界 が 集約 きれ て いる 


成長 に 沿っ て 、 原 作 に 出 て くる カツ オ や タラ ちゃ ん の エピ 
ソー ド を 実体 験 し た り と 、 新 し い 発見 も あり まし た 。 

サザ エ さ ん た ち 主 婦 の 気持 ち を 理解 する た め に 、 ス ー パ 
ー へ は よく 行き まし た 。 電車 に 乗っ で いて も 乗客 が どう いう 
こと を し て いる か よく 見 て いま し た し 、 人間 観 察 は 当時 か ら 
と て も 大 切 に し て いま す 。 
ーー 「 サ ザ エ さん 」 と ほか の アニ メー ショ ン の 脚本 で 、 書 
き 方 の 違い は あり ます か ? 

[サザ エ さ ん 」 は 日 常 の 生活 を 描く アニ メ で すか ら 、SF や 
ファ ンタ ジー の よう に 飛躍 し た こと は 描け ませ ん 。『 虚 実 皮 
腹 議 】 と いう 演劇 論 で 、 近 松 門 左衛門 は 虚構 と 事実 の 
間 に 芸 の 真実 が ある と 言っ て いま す が 、 僕 も 嘘 と 本 当 の 
間 を 描く こと で 訴え る 力 が 最も 強く な る と 思っ て いま す 。 だ 
か ら こ そ 見 て いる 人 が 共感 し て くれ て 、 距離 が 縮まる の で 
は な いか と 。 本 当 の こと だ け を 書い て しま うと 、 それ は ドキ 
ュ メ ンタ リー に な っ て し まい ます か ら 。 
ーー 時 山 先生 の 作品 は 、1 話 の 中 に 原作 の 4 コマ を た く 
さん 使用 され て いる 印象 が あり ます 。 

原作 の 品格 を 落と さ な い よう に 、 長谷 川町 子 先 生 の 意 
図 や 世界 堆 を いか に うま く 表 現 で きる か と いう こと は 、 常に 
意識 し て いま す 。 スト ー リ ー の 中 で 原作 を 自然 に 展開 させ 
る た め に 、 ど の 場面 で どの よう に 使う か と いう こと を 考え る 
の は 、 非 常に 時 間 が か か り ま すね 。 


いち ば ん 気 に な っ て いる 
キャ ラク ター は マス オ 


ーー 一 長谷 川町 子 先生 の お 姉 さ ま ・ 竹 子 さん と も 交友 が あ 
っ た と お 聞き し まし た 。 

僕 の 最初 の 要 が 亡くな っ た と き 、 富子 さん か ら お 悔やみ 
の 手紙 を いた だ いた ん で す 。「 自 分 も 主人 が 戦地 で 亡くな 
っ た の で 、 お 気持 ち は わ か り ま す 」 と 励ま し て くだ さり 、 そ 
れ 以 来 何 度 か 手紙 の や り 取 り を させ て いた だ きま し た 。。 ず 
っ と 年 下 の 私 へ の 手紙 に も 、 か な ら ず 最後 に [町 子 を よろ 
し く お 願 いし ます 」 と 書い て あっ で 、 亡くな られ た 今 で も 町 
子 先生 を よろ し く 、 と 頼ま れ て いる よう な 気持 ち で 脚本 を 書 
いて いま す 。 


つく は 万博 の 話 (p.30) が 放送 され た あと 、 お 究め の お 8 


手紙 を いた だ いた の も 、 う れ し か っ た で す お ね 。 
ーー [サザ エ さ ん | で 、 い ちば ん 好き な キャ ラク ター は ? 

も ちろ ん みん な 奥 味 深い で すけ ど 、 昔 か らい ちば ん 気 に 
な っ て いる の は マス オ で す 。 彼 は 磯野 宗 の 中 に 同居 じ て い 
な が ら も 、 既 養子 で は な く フ グ 田 と し て 名 乗り 、 遠 慮 し な が 
ら も ちゃ ん と 自分 の 聖域 を き 守 っ て いる 。 そう いう 健気 な と ご 
ろ を 見 て は 、 頑 張っ で いる な と 。 か と いっ て 疎 ま れ る こと も 
な く 、 み ん な か ら 慕 われ て いま すし ね 。 アニ メ の 中 で は すっ 
か り 一 家 に 溶け 込ん で いる よう に 描か れ で いま す が 、 本 来 
は サザ エ と マス オ は 結婚 し て 数 年 の 設定 。 磯野 宗 の 宗 族 
と は お 互い に まだ 遠慮 が ある 頃 だ と 思う ん で す 。 その 時 期 
を 彼 が どう 生き て いく か と いう こと に 興味 が あっ て 、 昔 は よく 
マス オ の 話 を 書き まし た ね 。 
ーー 先生 が 作ら れ た キャ ラク ター も ある そう で す が ? 

作っ た と いう わけ で は あり ませ ん が 、 三 河 屋 の 三郎 の 出 
身 地 な どの 設定 は 僕 が 考え まし た 。 当時 エイ ケン の プロ デ 
ュー サー だ っ た 毛 内 節夫 さん (p.72) の 出身 地 と いう こと で 
青森 に し た の で す が 、 偶 然 うち の 家内 も 青森 出身 だ っ た の 
で 、 岩 木山 が 見 えて 芋 畑 が 広がっ て いる 三郎 の 故郷 の 早 
色 は 、 家 内 の 実家 の あたり を イメ ー ジ を し て 購 きま し た 。 
一 一 これ か ら の 目標 や 豊富 を 教え て くだ さい 。 

時 代 が どん どん 移り 変わ っ て いく な か 、 作品 の 中 で は な 
る べく ズレ を 感じ させ な いよ うに 書い て いる つも り で す が 、 そ 
こと の 戦い で は ある か と 。 

『 サ ザ エ さん 』 で 重要 な の は お 互い の 会 話 で す よ ね 。 た と 
えば 携帯 電話 を 持っ て 電波 を 通し て 話す と いう こと ば か り に 
な っ て し まう と 、 そ れ は 『 サ ザ エ さん 』 の 世界 で は な く な っ て 
し まい ます し 、 ち ゃ ぶ 台 は 円 東 だ か ら こ そお 互い の 顔 を ど と ご 
か ら で も 見 わた せる 良さ が あり ます 。 顔 を 見 合わ せな が ら 会 
話 を する こと は 、 何 か 問題 が あれ ば みん な で 解決 に あたる 
と いう の が 根本 に ある 。 な の で これ か ら も 変わ ら ず 、 人 間 
関係 の 温か み を 大 切 に し て 描い て いき た いと 思っ て いま す 。 


Profile ) 

し ろ や ま ・ の ぼる (春山 下 由 ) 1940 年 生ま 
れ 。 早 各 田 大 学 析 業 後 、 日 本 テレ ビジ ョ ン 株 
式 会 社 (TCJ) へ 入社 。 そ の 後 フ リー に な り 、 
伊 有 多く の アニ メー ショ ン シ ナ リオ を 執筆 。 そ の 
他 の 代表 作 に {アン パン マン 』 ドラ えも ん 』 
「 キ ャ ン デ ィ * キ ャ ン デ ィ ] な ど 多 数 2 
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EatSHOGnHfiEiaI 三 人 O 


信長 谷川 町 子 は 、1920( 大 正 9 ) 年 1 月 30 日 に 佐賀 県 で 生ま 
れ ま し た 。 生後 ほど な くし て 福岡 県 に 移り 住み 、 幼 少 期 を 過 
ご し まし た 。 子ども の 頃 は 、 絵 を 描く の が 大 好き な お て ん ば 
少女 で し た 。 @ 13 歳 の と き に 父 が 亡くな り 、 町 子 は 家族 と 夫 
に 東京 へ 引っ 越し て きま す 。 漫画 が 大 好き だ っ た た め 、 母 の 
すす めで 「 の らく ろ 】 な ど で 有 名 な 漫画 家 ・ 田 河水 泡 氏 に 第 
子 入り を し まし た 。 そし て 15 歳 で 温 画 家 デ ビュ ー を し 、19 旅 
の と き に は 新聞 運 温 を 持つ ほど の 人 気 作家 と な り ま す 。 し か 
し 戦火 が 激しく な り 、 福岡 へ 丈 開 する こと に 。 そし て 、 西日本 
新聞 の 絵画 部 で 働く こと に な っ た の で し た 。 終戦 後 の 1946 
(昭和 21) 年 、 西 日 本 新聞 を 退職 し た 町 子 の も と へ 、「 夕 刊 


/ っ アニ メ 「 サ ザ エ さん 」 誕生 秘話 


/ 。 アニメ 「 サ ザ エ さん ]」 の 原作 と な る 4 コマ 温 画 の 生み の 門 、 長 谷川 町 子 先生 、 そ の 生い立ち 
アニ メ が と の よう に 誕生 し た か を ご 紹介 し ます 。 (2010 年 12 月 26 日 「 サ ザ エ さん うち あり 庄 』 


「 1974(69 和 m 9) 年 7 朋 、 介 し ま NO0r6 も 『 サ ザ ENCJ Ss 
| 78 年間 に わぁ 地 朝 に 卓 《 下 うし 8 し 。 模 か ha 4 コマ 
| 漫画 の 本 飲 は 、6590 語 以上 上 に 及 で まし た 。 


フク ニチ ] か ら 漫 画 連戦 の 依頼 が 届き ます 。 
公 は お て ん ば 娘 に し よう 1 」 と すぐ に 決め ます が 、 
に 悩み まし た 。 そん な 町 子 が 地元 ・ 下 道 の 海 


⑥ そ の 後 、 町 子 は 再び 福岡 か 5 上 京 する ご 。 
エ さ ん 」 は 「 新 銚 刊 ]「 銚 刊 朝 日 新聞 | を 


1969 (昭和 44) 年 10 月 5 日 、 い よい よ . 
の 放送 が フジ テレ ビ で スタ ー ト し ます 。 放送 当 
戦 ヒ テ レビ 放送 の 両方 で サザ エ さ ん を 楽し 
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く QP た 二 


⑯ 「 サ ザ エ さん 」 初め て の 1 時 間 ス ペ シ ャ ル { 


元 号 が 昭和 か ら 平成 に 変わ っ た この 年 、 放 送 回 数 が めで た く 1000 回 を 容 破 ! 
それ を 記念 し て 、 初 め て アニ メ 「 サ ザ エ さん 」 が 1 時 間 拡 大 スペ シャ ル と し て 放送 され まし た 。 
磯野 家 に まつ わる あり と あら ゆる こと が 紹介 され た 費 沢 な スペ シャ ル と な り ま し た | 


NMOSIENESSSG0 


っ CaveYwr 


8 改め て サザ エ た ち が 視 聴 者 に 向け て 自己 紹介 を し まし た 。 波平 や フネ は 時 
『 サ ザ エ さん 一 家 の 素 顔 』 で うま < 語 せ ず 、 サ ザ エ の 自己 紹 介 中 に は カツ オ が [お だ で れ ば 何で 


や り ま す ! 」 な ん て 茶々 を 入れ た りす る 場面 も 。 家族 それ ぞ れ の こと を 、 


metnr ン ーー ドー の YrQv い er で 
ペー マキン whereorrtn 
了 TK く KR ユ っ ユ ムスコ 5 ス く ユウ ユ コウ コウ つ q つ 51R41q60KwKOKO Wenverwevd ャ 


脚本 丸尾 美保 演出 山岸 博 より 深く 知る こと が で きる お 話 で し た 。 


サザ エ の 
特技 ほ は ゴ リラ 
の モノ マネ 


グ 波平 の 大 事 な 頭 の NN 
上 の 毛 が な い !? ? では ふつ ぶる に 
、\ ネズ ミ パ さま 


Ph 1782-1998 


『 思 い 出 まとめ て 名 ・ 珍 場面 』 理世 に 病 玉 東 送 当 師 時 寺 


サザ エ さ ん 一 家 が 春 夏 称 さ の 思い 出 を 振り 刀 り ます 。 
夫 に は ひな 祭り の お と そ で ワカ メ が 酔っ 払っ て し まっ た 、 
夏 に は 毎年 苦労 する カツ オ の 宿題 の 話 、 秋 に は ダイ エッ 
ト を 思い 立つ も の の 、 結局 は 和 焼き芋 を ふか し て 食べ で し 
まう サザ エ の 話 、 に は 冷蔵 庫 の 中 が 子ども た ちの 作っ 


『 力 アツ / オ 磯野 家 の た 著 だ 6 まで L、 っ KW、 に な っ くし まう サザ エ さ ん 一 、 


家 ら し い 季 飲 に まつ わる エピ ソー ド が 披露 され まし た 。 


レー ツ を 探る 』 
畠 : 技 山 異 青 中 に 村山 短 


友だち と ご 先 筐 靖 の 話 で 王 り 上 が る カツ オ は 、 忌野 家 の ご 先祖 科 に つ 
いて 筐 め ま す 。 し か し 波平 か ら 、 先 揚 で ある 好 叶 若 選 基 素 太 皆 
は 、 ち 長 送 の 前 で ち お はぎ を 38 個 食 べ て 要 美 を も ら っ た 人 物 だ と 聞か さ 
に そん を の 自慢 に を ら な いと 意気 消沈 。 し か も 持ち 前 の 気 前 の よさ か 
ら 、 褒 美 に も ら っ た 小 害 は みん な に ご ち そ うし て すぐ に 使い 果 た じ て し ま 
っ た そう 。 カ ツ オ は 自分 自身 が 自慢 され る よう な ご 先祖 様 に を な ろう と 痺 い 、 
双 心 に 移 半 を 始め る の で し た 。 


ms 
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初 の 芸能 人 2 スト は あの 人 『! 
さん は こ れ まで た くさ ん の 有名 芸能 人 が 登場 し て いま す が 、 最 初 は 、 な ん と 中 居 正 広 きん 。 
ャ ラク ター の タツ ヒコ の 声優 を 預 め て いた だ きま し た | 


の < デブ 円 1 の 
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東京 の 予備 撤 に 通う こと に を っ た た め 、 
磯野 家 に 下宿 する こと に な り ま す 。 カ ッ オ 
は か わい い 女 の 人 が 来る と 思い 込 、 甘 
六 さ ん に 紹介 し て あげ る 約束 まで し で 待っ 
て いま し た が 、 や っ て きた の は タウ ヒコ と 
いう 男性 で し た 。 し か し 受験 生 な の に まま っ 
た く 勉 強 を し な い タ ツ ヒ コ 。 じつは コメ デ デ 
ィ ア ン を 目指 し て いて 、 親 に は 予備 松 に 
行く と 嘘 を つい て 、 オ ー デ ィ シ ョ ン を 傘 は 
に 来 て いた の で し た 。 


⑫ 磯野 家 が 3 階 建 て に リフ ォ ー ム !? 


フジ テレ ビ 本 社 の お 台場 移転 に 伴い 、「FNS ス ー パ ー ス ペ シ ャ ル テレ ビ 夢 列島 ] 内 で の 放送 で 、 
磯野 家 が リフ ォ ー ム し まし た 。 


| 1997 年 7 月 27 日 リ 
『 新 装 開店 磯野 一 家 』 as 諸 計 
. 夫 と の PC 人 0 と 


5 


野 家 を 改装 する こと が 決ま ぶり 、 そ む 幼 
お 台場 の ホテ ル で 暮らす こと に さる せ 凌 
エ さ ん 一 家 。 カツ オ は リフ ォ ー ム 餅 む 表 
が 3 階 建 て に な る と 内 手 に 思い 込 で 給 
待 し て いま し た が 、 い ざさ 州 っ で きる と 、$ 
ん ら 変 わり 喘 え し で いな いこ と に 区 き まで 、 

リフ ォ ー ム と いっ で も 、 志 屋根 き 計 えた り 、 
壁 を 塗り 替え た り 、 早 を 暫し くす る き ざ で 、 
見 た 目 が 大 きく 変わ る よう な も の で は でき 
っ た の で す 。 0 人 


九州 に 住む 海平 の 知り 合い 恋 夏 休 ぶ に 
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1989 - 1998 


4 非 日 常 感 あふ れる 25 周 年 SP ! 


25 団 年 を 記念 し た スペ シャ ル ! 放送 の 歴史 を クイ スズ 形 式 で 紹介 し た 
ほな さる は と ! サ ・ サ サエ さん の お 話 で は 、 


| 3 い 
フジ テレ ビ の アナ ウン サー が 司会 役 と し て 登場 し まし た 。 = 45 てい 
その 他 、 宗 可 の アル バム を 見 て 思い 出 を 振り 返っ た り 、 カ ツ オ が 25 年 後 の nniverSOY ア , 


忌野 宗 を 閑 焦 し て 作文 を 書い た り と 、 
ササ ぜ エ さ み 一 宗 の 過去 と 未来 を 描い た スペ シャ ル で し た 。 


| 1994 年 10 月 16 日 ws し と バウ ヤル 」 


| な る ほど ! 5 の うな る < | 
「 一 枚 の 写真 か ら 』| ぶ 、 SO 。 磯野 家 の 未 来 』 
| 


軸 二 : 清 水 東 演出 居 二 之 装 本 ・ 共 上 知 寺 演出 中 清 


アニ メ 25 年 の 度 史 を クイ ズ 形式 で 出 件 、 お な じみ の 登場 入 物 が 
チー ム に 分 か れ て 半 い まし た 、 最後 は 全 チ ー ム が 同 款 に な っ て し ま 
っ た た め 、 サ ザ エ さん 5 し くじ ぶん けん で 勝 内 し まし た 、 


し の の 尊 ツ ァ 0 人 / この 頃 は YT 
25 年 後 、 花沢 さん は カツ オ と 結婚 し て 磯 野 家 の お 娠 さん に !7 テレ ビ 電 話 も 


谷 2 じつは これ は 、 カ ツ オ の 夢 の 中 の で き ご と で し た 。 未 ボ の 計 に 


ーーーーー ツ ーーーーー ーーーーー 


放送 30 周 年 記念 の お 祝い は 束 華 ハワイ 旅行 


放送 30 周 年 を 好 え 、 一 家 は 初 の 海外 旅行 で ハワイ へ と 旅立ち まし た 。1 時 間 ま る ご と 旅行 楓 と いう 
スペ シャ ル は | サザ エ さ ん | 初 の 試み ! 30 周 年 スペ シャ ル に ふさ わし い 豪 華 な お 話 に な り ま し た 。 上 _30 


| 998 年 1 月 1Bws 」 ! 放送 30 周 年 記 芝 スペ シャ ル 』 
『 ド ン ン と 一 家 で / \ フ イ 旅 行 』 脚 木 押 室 人 一 演出 : な が き ふ き ひ ろ 、 師 居 容 之 、 山 岩 二 


勤続 30 周 年 を 迎え た 波 
平 が 会社 か ら 夫 婦 で の バー 
ワイ 旅行 を プレ ゼン ト さ れ 
ます 。 し か し 、 カ ツ オ が 
家族 みん な で ハワイ に 行 
く と 言い ふら し た お か げ で 、 
結局 家族 ア 人 で 向かう こ 
と に 。 波平 と フネ が フラ ダ 
ンス を 踊っ た り 、 み ん な で 
アロ ハシ ャ ツ を 着 た り と 、 
一 家 は すっ か り ハ ワイ の 
旅 を 満喫 し ます 。 旅 の 途 
中 で は 、 波平 が 財布 を す 
られ た と 勘違い し て 大 騙 
ぎし た り 、 カ ツ オ が アメ リ 
カ 人 の 女の子 に 恋 を し て 
し まう な ど 、 い ろ い ろ な で 
き ご と が 。 さ ら に は 帰国 の 
日 に 寝坊 し て 飛行 に 乗 
り 遅 れ そ うに な る な ど 、 ハ 
ワイ で も ドタバタ 続き の 一 
家 で し た 。 


水着 容 に 照れ る 


ハワイ で 囲 基 
仲間 が で を た ! 


Ysmrm こ ーー ドー で や mio 


信じ ゃ ん けん の 前 は 「 ン ガク ググ 」 だ っ た | 


」 
| リ りお な じみ の じゃ ん けん コー ナー で す が 、 こ ご これ が スタ ー ト する 前 は 違う 映像 だ っ た の を ご ぞ ん ' 
じ で すか ?2 その 映像 は と いう と ……* 8 、 


も し か し た ら 、 覚え て いら っ し ゃ る 方 も 多い の で は ? じゃ ん けん コー ナー 
が 始ま る 前 は 、 サ ザ エ さん が クッ キー を ポー ン と 投げ て 、 食 べ て 、 飲 み 
込む と き に 「 ン ガ グ グ 」 と な る 映像 だ っ た の で す 。 こ の [ ン ガ ググ 」 は 「 あ 、 
つま っ ちゃ っ た 」 と 言っ て いた そう で す よ ! 


陣 紹 
己 < 
ペ ク 


\ ァ 


と ころ が 、 小さ い 子ども た ち 
が 真似 を し た ら 危 な いか ら と 
いう こと で 、1991 年 10 月 
20 日 か ら 、 現 在 の サザ エ さ 
ん と じゃ ん けん を する コー ナ 
ー に な っ た ん で す ! ちな み 
に サザ エ さ ん の 出し た 最初 
の 手 は 吊 ウ の 当 放 で うだ 科 2 
ゃ ん けん に 勝つ と 、 明 日 か ら 』 
ハッ ピー な 1 週間 を 送れ そう 
な 気分 に な り ま す よ ね ! 
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LNTERVIEW 


「 サ ザ エ さん | の フジ テレ ビ 芝 代 プ ロ デ ュ ー サ ー と し て で 、 
アニ メ の 転換 期 を 広 え た 扶 菩 社 社長 ・ 久 保田 票 一 さん 、 

現在 の ササ エ さ ん の 人 を 昧 き 、 未 来 へ と つなぐ 票 け 橋 
を わた すま で の 足跡 を た どり ます 、 


スル ソソ ュ ニハ SO ひさ こり: と 
丁寧 に 心 を 通わ せ て 


ーー 「 サ ザ エ さん 」 の プロ デュ ー サ ー に 就任 され た の は い 
つ で すか ? 
放送 で いう と 1985 (昭和 GO0) 年 4 月 7 日 の 回 か ら に な 
り ま す 。 当時 の 編成 局長 だ っ た 日 枝 久 さん ( 現 * フ ジ サ ン 
ケイ グル ー プ 代表 ) か ら 命 じ ら れ て フジ テレ ビ で の 初代 ブロ 
デュ ー サ ー に 就き 、 そ こ か ら 約 8 年 間 担 当 し まし た 。 
それ 以前 は フジ テレ ビ の 窓口 と いう 形 で サザ エ さ ん に 関 
わっ て は いま し た が 、 ま さか 新 体制 に な っ て 自分 が 担当 プ 
ロ デ ュ ー サ ー に な る と は 思っ て も いま せん で し た ね 、。 
ーー 就任 され て 、 ま ず は 何 か ら 始め られ た の で し ょ う ? 
脚本 家探し で す 。 少し で も 長谷 川町 子 先生 の 世界 を 
書い た こと の ある 方 が いい と 考え た の で 、 当 時 、 私 が 担当 
し て いた 実写 の 「 い じ わ る ば あさ ん 」 [エプロ ン お ば さん ] 「 サ 
ザ エ さん 』 を 書い て いた 脚本 家 に 声 を か け ま し た 。 
また 、 私 自身 も サザ エ さ ん の 世界 を 熟知 し て いる わけ で 
は な か っ た の で 、 ま ず は 原作 を 読み 込み 、 自 分 な り の サザ 
エエ さ ん 像 を 作り 上 げ ま し た 。 その 結果 、 今 まで の 良い と こ 
ろ は 踏襲 し な が ら 作品 の 中 に 取り 入れ よう と 決め て 、 そ の 
た め の 基 本 を 徹底 させ る こと に し た わけ で す 。 
そし て 「 季 節 感 を 出す 」「1 話 に 3 本 以上 原作 の 4 コ 
マ 漫 画 を 使う | 「 流 行 を 追わ な い 」 な ど を 箇条 書き に し て 、 
ご これら の 約束 ご と を 守る べく シナ リオ 作り に 入り まし た 。 し か 
し まぁ 当然 、 す ぐに は うま くい きま せん よね 。 当時 は サザ エ 
さん の 7 分 の シナ リオ を 読む の に 、1 時 間 も の の ドラ マ の 
シナ リオ を 読む の と 同じ くら い の 労力 を 費やし まし た 。 
この 頃 ち ょ うど 長谷 川町 子 美術 館 が 開館 し て 、 翌 
1986 年 に は 「 ア ニ メ サ ザ エ さん 展 | を 開催 する こと に な 
り ま し た (p.52)。 半年 近く その 準備 に 追わ れ ま し た が 、 
エイ ケン さん の スタ ッ フ に は 私 の 自宅 に 泊まっ て 作業 を し て 


[サザ エ さ ん 」 フ ジテ レビ 補 人 民 プ ロ デ ュ ー サ ー 
( 状 英 社 代 天 選 緒 役 社長 ) 


も らい まし た 、 
ーー その よう に し て 、 スタ ッ フ と の 信頼 関係 を 薄い て いっ 
た の で すね 、 

いい 作品 を 作る た め に 最も 必 本 な の は 「 輪 」 で す 。 心 
と 心 が 通じ 含む わな いと 超 対 に ダメ だ と 寺 え て いま し た 。「 こ 
ちら の 考え 方 きま わか っ て も ら え な いと 相手 は 何 も や っ て くれ 
な い だ ろ う 」 と いう の が 、 フ ジテ レビ 時 代 の 私 の 折 挙 だ 
た ん で す 、 

当時 の エイ ケン 壮 長 の 村田 英 副 さん も 、 こ の サザ エ さ ん 
の 転換 期 は 社 運 の か か っ た も の だ と お っ し ゃ っ て いた の で 、 
益 粗 に 関わ る スタ ッ フ に は 徹底 的 に 自分 の 考え を 伝え る 改 
要 が ある と 考え まし た 、 う わ べ だ け の つき 合い は や め ま し お 
よ と 、 と こと ん や る 党 憶 を 決め た わけ で す 。 

スタ ッ フ と は 納涼 会 と いう 形 の パー ティ を 開き 、 一 人 ひと 
り と 写真 を 撮っ た り 対 話 を する 時 間 を 設け る と いう の を 何 年 
も 続け て 、 全員 の こと を 知る よう に 努め まじ た 。 アフ レコ に 
も 頻繁 に 通い 、 録 音 眉 督 の 岡本 知 さ ん や 加 朋 み どり さん 
を は じ め と し た 声 備 さん と も 親睦 を 深め る よう に し まし た 。 

これ は 相当 な 労力 を 割 き まし た ね 。 心労 と いう より も 体 
力 的 な も の で す 。 当時 、 サ ザ エ さん の ほか に フジ テレ ビ の 
番組 を 7 作品 くら い 担 当 し て いま し た の で 、 寝る 間 も な い と 
いう 2 表現 が まさ に ぴっ た り の 状況 で し た 。 働き 方 改革 が 叫 
ば れ て いる 今 の 時 代 で は あり えな か っ た 話 で すね ( 笑 )。 
ーー その よう に 大 変 な 時 期 を どの よう に し て 乗り 越え た の 
で し ょ うか ? 

資料 作り で 毎日 深夜 まで 仕事 を し て いる 時 期 に 、 当 時 
の 上 司 だ っ た 日 枝 さ ん に 2 つ だ け 救 わっ た こと が ある ん で す 。 
ひと つ は 、「 こ れ か ら ど ん な 部 惨 に 行っ て も か な ら ず 壁 が で 
きる 。 た と え そ れ を 選 け て 通っ て も 、 ま た 別 の と こる で 壁 が 
で きる だ け だ 。 で も 、 一 度 壁 を 越え て し まえ ば 、 そ の 後 どこ 
に 行っ て も 乗り 越え られ る よう に な る 。 だ か ら 、 今 そ てこ に 壁 
が ある の な ら 歯 を 食い し ば っ て で も 乗り 越え る こと だ | と 、 

て し て も う ひ と つ は [給料 と いう 名 の 提 業 料 を も ら っ で 、 
巡 耐 と いう 勉強 を させ て も ら っ て いる と 思え | で し た 、 

そう 教わっ た 翌 日 も 私 が また クレ ー ム 電話 で ぐっ た り し て 
いる と 、 日 枝 さ ん が 私 の 机 に 近づい て きま し た 。 代わ ね っ で 
れる の か な と 思っ た ら 、[ 忍耐] と 書い た 紙 を 机 に 司 いて 


| 
| 
! 
| 
」 


1 サザ エ き UI 夫 
に 求 座 
日 本 人 の | 県 二 析 6 症 


いっ た ん で す ( 笑 ) 。 で も 、 と て も 励み に な り ま し た ね 。 


フジ テレ ビ を 退社 する まで 
クレ ジッ ト に は 名 前 が 


ーー 長谷 川町 子 先生 と も お 話 は され た の で すか ? 

先生 は 『 サ ザ エ さん 」』 と いう 作品 を と て も 大 切 に され て 
いた の で 、 新 体制 に な っ た こと で 原作 の 世界 を し っ か り 保 
て る か を 非常 に 心配 され て いた の で は な いで し ょ うか 。 姉 
の 和 子 さん と は 、 毎日 の よう に 電話 で や り 取 り を し まし た 。 
それ が あっ た か ら こ る そ 原 作 の 世界 を 逸脱 し な いよ う 細 心 の 
注意 を 払え まし た し 、 結果 的 に 今 に つ な が っ て いっ た と 思 
いま す 。 

そう し て いる うち に 、 町 子 先生 に 「 サ ザ エ さん は あな た 
に 任せ る わ 」 と 言っ て いた だ く こ と が で き 、 フ ジテ レビ に い 
る 限り は 、 ど の 部 堆 に 変わ っ て も 私 が 「 サ ザ エ さん 』 に つ 
いて は 責任 を 持ち ます と お 約束 を し まし た 。 

な の で 『 サ ザ エ さん 』 の プロ デュ ー サ ー で は な く な っ た 後 
も 、 フ ジテ レビ を 退社 する と きま で 、 番組 クレ ジッ ト に は 名 
前 を 入れ て も ら っ て いま し た 。 
ーー [サザ エ さ ん 」』 に 携 わ れ て よかっ た と 思う の は 、 ど ん 
な と き で すか ? 

自分 の 性 格 に 合っ た 作品 に 、 社 会 人 と し て タッ チ で きた 
こと で すね 。 僕 自身 は お し ゃ べり で すけ ど 、 じ つ は ギャ グ タ 
ッ チ の 作品 は あま り 得 意 で は な いん で す 。 だ か ら 「 サ ザ エ 
さん 』 の よう な アッ ト ホ ー ム な 作品 を 作る の は 性 に 合っ で い 
た と 思い ます 。 

「 サ ザ エ さん 』 は 、 日 本 じゅ う の 人 た ち が こ ん な 生き 方 が で 
きた らい いな と 思う よう な 生活 を アニ メ 化 し た 作品 。 こ れ に 
関わ れ た の は と て も 大 きか っ た で すね 。 

私 は 核 家 族 化 で 日 本 が 変わ っ て し まっ た と 思っ て いる ん 
で す 。 親 か ら 子 へ 伝え る 日 本 古来 の 道徳 や 一 家 団らん の 
風景 な ど 、 日 本 人 が 昔 か ら 持 っ て いる 良さ を 「 サ ザ エ さん 】 
か ら は な くし た く な いと 思っ て 作っ で いま し た 。 

日 本 人 の 原点 で ある 大 家族 主義 を アニ メ で 視聴 者 の み 
な さん に 届け られ た こと は 、 大 変 有 意義 で し た 。 


2O09 年 に 朱 穫 社 の 款 表 で 航 任 し た 本 。『! 生 
エ き ん | の スタ ッ ブ ー 知 が から 大 ちか かな イラ ス * ば 
社長 室 に 央 ちら れ て いま す 。 波平 に お を き お て 
る の が 久保 末 ま ん 


いつ まで 続く か で は な く 
続け な けれ ば な ら な か っ た 


ー 一 流行 を 追わ な いと いう こと が 、 今 に な っ て 生か され て 
いる の で し ょ うか ? 

そう で すね 。 た だ 、 い ちば ん 楽 な の は 「 昭 和 〇 年 が 舞台 」 
な ど と いう 時 代 設 定 を し て し まう こと で し ょ う 。 『 サ ザ エ さん 』 
は あく まで 常に 「 現 代 ] と いう 設定 だ か ら こ そ 、 と この 先 、 
時 代 が 進む に つれ て 表現 が 難し く な っ て いく こと と も ある か も 
し れ ま せん 。 で も 、 時 代 を 問わ ず 心 の 豊か さ を 変わ ら ず 描 
いて いく と いう の が 、 長 寿 番 組 の 秘訣 だ と 思い ます 。 
ー 一 思い 入れ の 強い 作品 や 好き な キャ ラク ター は ? 

思い 入れ の 強い 作品 は 、 全 部 で す ( 笑 )。 特定 の 話 
に 思い 入れ る こと が で き な い ぐら い 、 全 部 が いい 作品 な ん 
で す よ 。 「 サ ザ エ さん ] は 毎回 日 常 生活 の こと を 描い て い 
ます し 、 ス トー リー の 中 で 大 き な ハ プ ニ ン グ が 起こ ら な いかが から 
こそ 、 いつ まで も 愛さ れ 続 け て いる の だ と 思い ます 。 

好き な キャ ラク ター は タマ で すね 。 いつ も 外 か ら 家族 を 見 
て いる タマ が 、 ど ん な こと を 考え て いる の か を 想像 する の が _ 
面白 いん で す 。 
ー 一 50 周 年 を 通え ん 、 こ れ か ら の 「 サ ザ エ さん | に 望む ご 
と は あり ます か ? 

プロ デュ ー サ ー に 就任 し た 当初 は 、 い つま で 続け られ る 
か で は な く 、 続け な きゃ いけ な いと 、 と に か < く 必死 の 想い で 
し た 。 あれ だ け の 視聴 率 を 取っ て いた 作品 で すか ら 、 自 分 
の 代 で つぶ すわ け に は いか な い だ ろ うと 。 それ が 50 年 間 
走っ て こら れ た こと は 、 大 変 感 健 深い で す 。 

この 先 も 「 サ ザ エ さん | が 今 の まま 変わ ら ず 続き 、 家族 
の すばらし さ を 次 の 世代 へ と 伝え て いけ る こと を 願っ で いま 
す 。 時 代 が 流れ て も 人 々 が 心 の 中 に 持っ て いる も の は 変 ' 
わら な いと 思い ます し 、 4202 人 KRAOGoAo052< も 8 
いい の で は な いで し ょ うか が 。 


Profile 8 
くぼた ・ え いい ち 1946 年 生ま れ 。69 年 に フ 

ジテ レビ 入社 後 、 ア ニ メ ヤ ホー ム ド ラ マ の プロ 
デュ ー サ ー な ど を 務め る 。2009 年 に プ ジ テ レビ 
取締 役 を 退任 し て 現在 に 至る 


原作 と アニ メ の サザ エ さ ん 


4 コ で 漫画 らし い 自 由 な 設定 で 描か れ て いる 「 サ ザ エ さん 」 の 原作 は 、 新 聞 運 載 な ら で ほ の .。 時 供 雄 
し た エビ ソー ド も た くさ ん 含ま れ て いま し た 。 し か し アニ メ で は 、 間 取り や 屋 場 人 物 の 年 齢 な どの 詩 症 友 
原作 と は 違う 部 分 も 、 そ の た め 、4 コ マ 温 画 を アニ メ で 使用 する 場合 は 、 ア ニ メ の 設定 に 合わ 生 変 英 
する こと が ある ん で す 。 そ れ で は 原作 と アニ メ の 追い を 見 て み ま し ょ う 。 5 
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アニ メ で は 、 サ ザ エ は 結婚 し 
て いて 、 タ ラ ち ゃ ん も すず で に | 
生ま れ て いる と ころ が か ら ス ター | 
ト し て いま す が 、 原 作 の 最初 
の 頃 は 、 サ ザ エ は まだ 独身 。 提 
で し た 。 その 頃 の サザ エ ば 
今 よ り も っ と お て ん ば に 描 が 
れ て いる の で 、 アニメ で この | 
4 コマ 漫画 を 使用 する 場 
は 、 サ ザ エ を カツ オ に 変更 
て いる ん で す 。 


1956( 昭 和 31) 年 10 月 17 昌 朝日 新 聞 朝 刊 
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SYNC ニー デー ンー の に 
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「 義 め 
ッ ク 金 メダ リス ト の 欧 川 栓 香 き ん が 本 人 役 ゲ スト と し て ご 登場 
だ お 話 も あり まし た 。 


4 
| この 時 代 の お も な で きど と 
2000 ぉ = キ 国 蜂 
BS デジ タル 放送 間 旭 
』 2001 和 』 ア メリ カ 肌 時 多発 テロ 
2002% 了 = ワ - 不 が プー 
| H 間 人 全 間 人 。 還 本 較 
200.5# | 本隊 恩人 (・ 地 但 ) が 、 請 半 
竿 県 で 開催 。 族 
2008 誠 り - マ ッ ・ シ ョ ッ g2 


sg 


較 


me 


ーー ンー デー デー ペー デパ ーーーーーー キ ーーーmwwcepan ニ テーwseeenmneomnw 


マッ で 


9%) あの 金 メ ダ リス ト も 本 人 役 で 出演 ! 


波 送 1900 回 を 記念 し た スペ シャ ル > に 、 ト リノ オォ オリンピック フィ ギュ アス ケー ト の 人 金 メ ダ リ スト 、 荒 川 静 香 き ん が 
本 人 竹 で 登場 し まし た 。 も ちろ ん 、 得 意 技 の 「 イ ナ バ ウ アー」 も 披露 し て くれ まし た ! 


「 2007 年 3 月 18 日 xs 」 | 1900 回 記 芝 ス ペ シ ヤル | 


『 憧 れ の 三 回 転 』 ん 、. 荒川 静香 さん 千林 成鳥 由紀子 演出: な が きま き ひ ろ 


新聞 屋 々 ん に スゲ ミド 2 
の チケ ッ ト を も らい 、 家 導 で 
スケ ー ト に 行く こと に を る サ 
ザ エ た ち 。 し か し サザ エエ 
スケ ー ト が 滑れ な い の に 導 
れる と 嘘 を つい で し まい 。 
陰 で 猛 特訓 を する こと に を り 
ます 。 する と 偶 希 スケ ー ト 7 
ンク に いた 荒川 静香 選手 か 
』 ら 、 直 々 に 指導 を し て る ら え 

る こと に な っ た の で し た | 
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1999 年 7 月 18 日 gg リ 
『 SOS ! ウェ ディ ング ベル 』 


ゲス ト ( 志 優 ) : 中 居 正 広 さん 。 敵 本 : 雪 室 俊一 演出 : な が き ふ さ ひろ 
ノリ スケ の マン ショ ン の 
お 隣 に 、 イ グ ア ナ を 飼っ 
て いる 十文字 と いう 青年 
が 引っ 越し て きま す 。 そ 


「 星 空 の 下 の ナ カイ くん 』 


ゲス ト (声優 ) : 中 居 正 広 さん 脚本 : 雪 室 俊一 演出 : を な がき ふさ びろ 


伊佐 坂 先生 の 原稿 を 取 
り に 来 た 編集 者 の 中 居 く 
ん 。 原稿 を 書く の が と て 
も 遅い こと を 知る と 、 笛 


の 十文字 青年 の 声優 と 野 家 の 庭 に テン ト を 張っ 
し て 中 居 さ ん が 出演 し ま て 伊佐 坂 先生 を 見 張る 
し た 。 と いう お 話 で し た 。 


2004 年 月 25 日 放 


『 わ が 家 の ア イド ル 』 | 2008 年 7 月 27 日 xs リ 
ァ ゲスト: 中 居 正 広 き ん 脚本 : 雪 室 俊一 演出 : な が き ふ さ ひ ろ 『 笑 い の 主 』 


ナイ ン テ ィ ナ イン さん タマ の 元気 が な いこ と を 心配 


し た サザ エ た ち 。 新しく で き ゲス ト : 明石 家 さ ん まさ ん SE 
た 動 物 病 院 に 連れ て いく と 、 NR SS 
院長 の 中 居 先 生 が タマ の 診 最近 魚屋 さん に 手伝い に 来 を さんま という 名 前 の 男 


PA 人 が 、 あ まり の 面白 さ で 近所 中 の 評判 に 。 彼 を 笑わ 
の は は 7 た ら お まけ を し て くれ る と 言わ れ た サザ エ は 、 得 意 の = 
の 岡村 隆史 さん が 、 ペ ッ ト 探 ラ の モノ マネ を 披露 し て さん まさ ん を 大 笑い させ ま ・ 
偵 は 矢部 浩之 さん が それ ぞ し か し そこ で 、 財布 を 忘れ て きた こと に 気づく の で し た 
れ 声 を 担当 し て くれ まし た 。 8 
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と フネ の 正 其 婚 式 旅行 ! 


1999 - 2008 


守 諾 。 
放送 35 周 年 を 通え 、] 時 間 スペ シャ ル が 放送 され まし た 。 豪華 寝台 列車 カシ オペ ア の 厨 場 や 、 北 海 \ 4 35 て れ キ 
道 旅行 、 そ し て 花沢 さん の 末 せ き が 住む 福島 の 牧場 も 登場 し た 、 に き や が な スペ シャ ル で し た 。 %fvnfvgr5ory ゲ 


伊佐 坂 先生 が パソ コン で 執筆 !? 
| 2003 年 4 月 13 日 


『 わ れ ら スト レス の 友 』 


脚本 : 大 浜 烹 演出: 鳥居 夫 之 
原稿 を 手書き で 執筆 し て いた 
伊佐 坂 先 生 は 、 ノ リス ケ に 勧 
め ら れ て パソ コン を 使い 始め る 
こと に 。 し か し 保存 を し な いで 
電源 を 切っ て し まっ た た め 、 せ 
っ が < く 書 いた 原稿 が 消え て さん 
ざん な 目 に あい ます 。 慣れ な 
いこ と は する も の で は な いと パ 
ソコ ン は 早々 に あき ら め 、 元 
の 手書き に 戻る の で し た 。 


「35 周 年 スペ シャ ル 。 
『 磯 野 家 北 へ 飛ぶ 』 


胸 本 : 習 室 優一 演出 : 高 履 末 之 、 全 が き ふ き ひ 池 
千 婚 35 周年 の 瑞 型 多 式 の お 祝い で 、 濾 半 
と フネ が 和 豪 列 車 カシ オペ ア で 共 薄 道 へ と 
旅 す る こと に な り ま す 。 カプ オ は 祖 高 に ある 
花沢 さん の 親 せ き の 牧 増 へ 遊び に 行っ て い 
る た め 、 家 の 中 が さ ぴ し く な っ で し まい 。 か 
ザ エ た ち は 波 平 た ち を 追っ て 北海 道 べ と 両 
か いま す 。 伊佐 坂 先生 の サイ ン 会 も あっ た 
た め 、 み ん な で 合流 し て 北海 道 の 旅 を 満 嘆 
する の で し た 。 北海 道 の 帰り に 、 サ ザ エ た 
ち は カ ツ オ の いる 福島 の 牧場 に も 立ち 寄り 、 
牧場 体験 を する の で し た 。 


6 時 Ne PP 
AZaEg . 


ES 


で き = と | 


『. 2000 征 12 月 3 日 請 計 二 計 
BS フジ 開局 記念 に [が 3 
刈 を 送 


サザ エ さ ん 一 家 の ル ー ツ を た どる 旅 へ 多 稼 記 


放送 40 周 年 を 迎え た スペ シャ ル は 、2 本 立て で 放送 され まし た 。 前 半 は みん な が 気 に な る サザ エ と マス オ の お 晃 合 がら 


結婚 、 ノ リス ケ と タイ コ の な れ そ めか ら イ クラ の 誕生 な ど を 紹介 。 そ し て 後半 は フネ の 思い 出 の ふる さと を 旅 ず る お 旋 大 
放送 され まし た 。 


| 2008 年 1 月 16 昌 xx | 1 すす サナ" 


「 磯 野 家 つう ち あけ 話 』 脚本 : 城山 昇 演出 : な が き ふさ ひろ 、 長 友 地 和 


ョ | と 攻 1 
1 | 9 


@⑳ 5 2 グ 


友 野 家 に テレ ビク ルー が 撮影 に 訪れ 、 カ ツ オ が 家族 全員 を 紹介 し て いき ます 。 家 系図 や サザ エ と マス オ の お 見 合い 秘話 。 そ Pe 拉 野 家 
同居 する こと に な っ た いき さ つ な ど を 披露 。 さ ら に は ノリ スケ と タイ コ の な れ そ め や イ クラ 誕生 の 裏話 まで ! 家族 の 歴史 が わか る お 話 で た 


『 母 さん の ふる さと 』 


脚本 : 雪 室 俊一 演出 : 礎 田 浩光 1 

題 『 フネ の 実家 で ある 般 層 の 
石田 家 へ 、 久 し ざ り に 一 
家 み ん な で 遊び に 行く 《 こ 
と に な り ま す 。 ミカ ン 農 案 
で ある フネ の 史 ・ 鍋 造 の 
仕事 を みん な で 手伝っ た 
り 、 フ ネ の 幼なじみ で ある 
寺 の 住職 と 再会 し た けり と 
思い 出 い つっ ぱ い の 旅 に な 
り ま す 。 フネ が 通っ た 富 
士 山 を 望め る 小学 校 を 訪 
れ た 一 同 ば は 、 同じ と き を 
過ごし た か の よう な 、 な 
つか し い 気持 ち に 浸る の 
で たき 
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KiYwrAemh い ul し, 


『 MAMAVeWe 


じつは 、 平 成 12 年 12 月 3 日 に 、BS フ ジ 開 局 記念 の スペ シャ ル と し て 、 サ ザ エ さん の スペ シャ ル . 同 選 
で 放送 され た こと が あっ た ん で す ! サザ エ さ ん が BS の 仕組 み に つい て 説明 し た り 、 磯 野 家 が 超 ハ イ 
テク マン ショ ン の 在 ら し を 体験 し た り と 、 新 時 代 の 到来 を 連想 させ る ユニ ー ク な スト ー リ ー で し た ! 


『 い つも 茶 の 間 の 片 隅 で 』 脚本 : 大 浜 試 


SE 


- 


6 た ち に 最新 マン ショ ン の モニ ター を し て も ら っ た ん で す 」 
初め て の オー トロ ッ ク の 玄関 に みん な 戸惑っ て まし た ね 一 。 普段 の サザ エ さ ん た ち ほぼ く が 渡し た 携帯 電話 に 、、 
で は な か を か 見 られ な い 変 が た くさ ん 描か れ た 、 に ぎ や か な お 話 に な り まし た 。 お じ さ ん は 大 苦戦 NN 


INTERVIEW 


音 考 効果 担当 


柏原 満 きん 


タラ ちゃ ん の 足音 、 場面 転換 の と き の 効果 音 な ど 、 ア 
ニ メ 「 サ ザ エ さん | に は た くさ ん の 印象 的 な 音 が あふ れ て 
いま す 。 聞い た だ け で すぐ 「 サ ザ エ さん 」 と わか る よう な 、 
作品 内 の 音 に まつ わる すべ て を 担当 し て こら れ た の が 、 
音響 効果 担当 の 柏原 満 さん 。 

放送 開始 か ら 50 年 間 の 、 サザエ さん の 音 の 歴史 を う 
か が いま し た 。 
一 一 音響 効果 と は どの よう な お 仕事 で すか ? 

俊 が や っ て いる 「 効 果 音 ] と いう の は 、 セ リフ と BGM 
以外 の すべ て の 音 に 責任 を 持つ 仕事 で す 。 雨 や 風 な どの 
自然 の 音 も そう で すし 、「 サ ザ エ さん 」 で は と くに 家庭 内 の 
音 が 多い で すか ら 、 足音 や ふすま を 開け る 音 、 湯飲み を 
置く 音 な どの 生活 音 を 完成 し た 絵 に つけ て いき ます 。 
ー 一 仕事 の うえ で 大 切 に し て いる こと は ? 

音響 と いう の は 手 に 取っ て 見 えな いも の で すか ら 、 と て 
も 難し い 世 界 で す 。 僕 の 信念 と し て 、 ア ニメーション の 音 
作り は 「 誇 張 と 省略 ]」 で ある と 思っ て いま す 。 監督 の 意 
図 に 沿っ て 絵 に 合う 音 を つけ て いく こと が 大 事 な 一 方 で 、 
見 る 人 に 少し で も 培 和 感 を 与え な いよ う 、 自 然 に 聞き 流し 
て も ら え る よう な 音 を つけ る こと も 必要 に な り ま す 。 
ーー 「 サ ザ エ さん 」 に 参加 され た きっ か け を 教え て くだ さい 。 

も と も と は アオ イス タ ジ オ と いう 録音 スタ ジオ に 所 属し て 、 
音 級 ミ キサ ー を し て いま し た 。 当時 は 「 鉄 腕 ア トム 』 シリ 
ー ズ の 担当 で し た が 、 今 の よう に 音響 監督 や 音 誓 演出 な 
どの 分 野 が 確立 し て お ら ず 、 手 探り 状態 で し た 。 そ こ に フ 
ジテ レビ の 別所 地 治 プロ デュ ー サ ー が 音 響 監督 と し て や っ 
て き て 、 彼 の 下 で 録音 技師 と し て 4 年 ほど 一 緒 に や っ て い 
まし た 。 その 後 、 音 響 効 果 の 仕事 に 移る うと フリ ー に な っ 
て 少し し た と ころ で 「 サ ザ エ さん 』 が 始ま り 、 別 所 さん に 呼 
ん で いた だ いた と いう わけ で す 。 
音響 効果 以外 に 、BGM の 構成 な ど に も た ず さ わ ら 
れ た と お 聞き し まし た 。 

最初 は 「 サ ザ エ さん 】 初代 音響 臨 督 の 岡本 知 さん と ふ 
た り で BGM を 入れ る 場所 な ど を 決め て いま し た が 、 岡 本 さ 
ん が 体調 を 月 され て か ら は 僕 ひ と り で や っ て いま し た 。 その 
後 、 彼 が 亡くな っ て 、 当時 の プロ デュ ー サ ー 陣 か ら 後 を 引 
き 継ぐ よう 頼ま れ た の で す が 、 人 に 指示 する と いう の は 性 
格 上 ど うし て も 苦手 で ……。 結局 、 音 響 貼 督 は 現在 も 「 サ 


ザ エ さん 』 の 音声 制作 を し て いる グロ ー ビ ジ ョ ンス タ ジ オ の 
方 に お 願い し 、 そ の 代わ り ア フレ コ に 立ち 会 うっ て セリ フ の 
言い 回 し チェ ッ ク 、BGM の 構成 や 選曲 、 編 集 な ど を 幅広 
く 担当 する こと に な り ま し た 。 音 に 関わ る すべ て の 作業 を し 
て いた の で と て も 大 変 で し た が 、 自分 の や リ た いよ うに させ 
て も ら っ た の で 面白 くも あり まし た ね 。 

その 後 、45 周 年 スペ シャ ル の 頃 に 僕 も 体調 を 崩し て 休 
ん で し まい まし た が 、 それ まで の 45 年 間 は 「 サ ザ エ さん ] 
を 1 作 も 見 逃さ すす べ て の 話 数 を 担当 し で いた わけ で す 。 
体 を 壊し て 復帰 し て か ら は 、 音響 効果 を 今野 康之 さん に お 
題 い する こと に な り ま し た 。 た だ 、 急 に 担当 者 が 変わ る と 音 
の 究 囲 気 ち がらり と 変わ っ て し まう の で 、 今 まで の サザ エ さ ん 
らし い 音 に な る よう チェ ッ ク を し た り 、 BGM の 構成 な ど は 今 
まで どおり や ら せ て も ら っ て いま す 。 現在 の 音 略 監 督 は グ ゲロ 
ー ビ ジ ョ ン の 嘉 井 正 さ ん と いう 方 で す が 、 剛 本 監 督 の 流れ を 
し っ か りつ か ん で いる 人 な の で 信頼 し て お 頼 いし て いま す 。 


玄関 や 赤ちゃん の 泣き 声 は 
自宅 で 録音 し た も の を 使用 


ーー「 サ ザ エ さん 】 の 効果 音 は 生活 音 が 多い と いう こと 
で す が 、 ど の よう に 作ら れる の で すか ? 

「 サ ザ エ さん 」 の 場合 は 、 何 か 特別 な 道具 を 使っ て 音 を 
作っ た りす る わけ で は な く 、 ほ と ん ど が 絵 の と お り の 動作 を 
し て 出し た 音 で す 。 で も 、 な る べく 録 っ た 音 を その まま 使わ 
ず 、 ス ピー ド を ゆる め た り 軽い エコ ー を つけ た り と いう よう に 、 
何ら か の 形 で 刻 化 する よう に し て いま し た 。 

破 野 宗 の 玄関 や ふすま の 開閉 の 音 は 侯 の 宗 で 対 っ た も 
の で す が 、 放送 当初 か ら 今 も 変わ ら ず 使い 続け て いま す 、 
紅 野 宗 の ふすま の 音 は 、 あ くま で 距 野 家 だ け の も の 。 は か 
に 同じ よう な 造り の 家 が あっ て も 、 家 に よっ て 音 は 違う の で 
か な ら ず 別 の 音 を つけ て いま す 。 

あと は 赤ちゃん の 泣き 声 で すね 。 最近 は アフ レコ で 請 る 
こと が 多い で すけ ど 、 泣い て いる 赤ちゃん の 声 が 必要 な シ 
ー ン が あっ た 場合 な ん か は 、 自分 の 子ども が 生ま れ た と き 
に 録 っ た 泣き 声 を いま だ に 使う と きも あり ます 。 その と き の 
赤ん坊 も 、 も う 50 歳 に な り ま し た が ( 笑 )。 
ーー タラ ちゃ ん の 足音 は と て も 印 魚 的 で す 。 


| 


ゲ ここ クタ 6 ニー ツル ョ ) シン の ツ ) ET 


大 切な の は 
[誇張 と 省略 」 で 


あれ は や っ ぱり 誇張 」 で す よ ね 。 子ども が 歩く と 実際 
は [ドス ドス 」 と いう 音 が する か も し れ な いで す が 、 そ の ま 
まつ け て も か わい く な いし 面白 く な いで す よ ね 。 それで あの 
音 を つけ た ん で す が 、 最初 は や っ ぱり 生活 音 が 多い 中 で 
浮い た 感じ が し て いま し た 。 で も その うち 慣れ て き て 、 今 で 
は かわ いく 感じ られ ます 。 
ーー「 サ ザ エ さん ] で 苦労 し た 音 や エピ ソー ド は 2 

生活 彰 が 多い の で 特別 苦労 し た と いう も の は な いで す 
が 、 し いて いえ ば 、 ど ん で ん (※ 場 面 転換 ) や ワイ ブ の 
音 で し ょ うか 。 

また 、 野 外 の シー ン が ある と き は 実際 の 音 を 録 り に 行っ 
た こと も あり ます 。 放送 開始 し て 1、2 年 後 ら い に 台 馬 の 
話 が あっ た ん で す が (p.21) 、 そ の と き に は 実際 に 岡本 監 
令 と 唆 馬場 へ 行き まし た 。 あと は 大 阪 万 埋 の 話 で も 
(p.14)、 普段 の 生活 に は な い 音 だ ろう と いう こと で 、 ふ た 
り で 現地 に 行き まし た ね 。 その と き は まだ アニ メ の 絵 が で き 
て いな か っ た の で 、 肝 本 か ら ど の あたり の 音 が 必要 か を イメ 
ー ジ し て 録 ら な けれ ば いけ ませ ん で し た 。 
ーー 「 サ ザ エ さん 】 は 毎週 木曜 日 に アフ レコ が 行わ れる 
そう で す が 、 普段 は どの よう な スケ ジュ ー ル で 作業 され て 
いる の で すか ?. 

だ いた い 月 曜 一 水曜 で 音楽 の 選曲 や 編集 な ど を し た り 、 
効果 音 で こう いう 音 が 使い た いな と 思っ た も の が あっ た ら 作 
っ た り し て いま す 。 木曜 日 に アフ レコ 、 金曜 日 に ダビ ング を 
し た ら 、 土 曜日 に 先 の 放送 の 絵 コ ン テ を チェ ッ ク 。 頭 の 中 
で 音楽 欄 成 の イメ ー ジ を し な が ら コ ン テ を 見 る の は 、 結 本 
財 間 が か か る 作 葉 な ん で す よ 。「 サ ザ エ さん 』 は 4 コマ の 
テン ポ を 大 切 に し て いる 作品 な の で 、 そ れ ぞ れ の シー ン ご 


と で は な く 、 ス トー リー 全体 の 構成 を 見 て 音楽 を つけ な いと 、 


流れ が お か し く な っ て し まう ん で す 。 


磯野 家 の 8 人 目 の 
家族 の よう な 気持 ち で 


ーー「 サ ザ エ さん 」 と ほか の アニ メ で 、 音響 効果 の 作 
華 に 四 い は あり ます か ? 

今 は プロ ・ ツ ー ル ス と いう さま ざま か な 効果 音 が 入っ た ソフ 
トウ ェ ア が あり 、 そ れ を 使っ て デジ タル で 作業 を し て いる 作 


sda 


[9 サエ さん は パイ ロッ ト 版 の 制作 か ら 参加 。 
「 今 は 映像 は 残っ て い す が 


優 の 作 . 果 普 は テー プ に 残っ 
品 が ほとん ど で し ょ う 。 

た し か に 便利 で すし 、 そ の ほう が 作業 も 早く な り ま す 。 た 
だ これ は あく まで 優 個人 の 意見 で す が 、 そ れ だ け で は 考え 
る 時 間 と いう の が 存在 し な く な っ て し まう 。 僕 は 今 で も ずっ と 
アナ ログ の テー ブ プ で 作業 を し て いま す 。 テ ー プ と テー ブ プ を 合 
わせ て 音 を つない で いく と いう 手間 の か か る 作業 で は あり ま 
す が 、 手 を 動か し て いる 間 に 、 次 は 何 を し よう と か 、 今 度 
は こう いう こと を や っ て みよ うと か 、 い ろ い ろ な こと を 考え る 
時 間 が で きる わけ で す 。 こ の 間 が 、 優 は 絶対 に 必要 な も 
の だ と 思っ て いる ん で す 。 

今 で も アナ ログ で の 作業 を し て いる の は 、 きっ と も う 僕 し 
か いな いで すね 。 レコ ー ダ ー も テー プ も 生産 し て いな い の 
、 優 は 古い テー ブ の 中 身 を 上 書き し て 使っ て いま す 。 ア 
SF TCS つて いま すか ら 。 
ーー50 年 間 ご 覧 に な り 続 けた サザ エ さ ん は 、 柏原 さん に 

と っ て と の よう な 存在 で すか ? 
放送 開始 当初 は 、 毎 週 金曜 日 に ダビ ング が 終わ り 、 土 


叫 日 の 朝 に な る と 翌週 放送 の 3 本 が で き 上 が っ て いる の で 、 


エイ ケン さん に 打ち 合わ せ に 行っ て いた ん で す 。 その と き に 
誰か が 「 こ れ だ け 原 作 が いっ ぱい ある ん だ か ら 、20 年 ぐら 
いや っ て みる か | と 冗談 を 言う の で 、「 そ ん な に で きる か よ 中 
と みん な で 笑い 合っ て いま し た 。 それ が 20 年 どこ ろか 、 
50 年 も 続い て し まい まし た ね ( 笑 )。 4 コマ を た くさ ん 使っ 
た コメ ディ 要素 の 強い 作品 を 、 今 の よう な ホー ム ド ラマ に 変 
えて いっ た の が 良かっ た ん じゃ な いか と 思い ます 。 

これ だ け 長 く や っ て いる の で 、 も ちろ ん 作品 へ の 愛情 は 
と て も 列 い で すし 、 自 分 が 8 人 目 の 家 族 の よう な 気持 ち で 
いま す 。 常に 天井 か ら 家 族 の 様子 を 見 て いる 、 座 敷 わら し 
な ら ぬ 座敷 じじ いみ た いな ( 笑 )。 そ うい 2 気持 ち で 番組 を 
観 て いま す 。 

年 齢 を 重ね て 体力 に 自信 は な く な っ て きま し た が 、 や り た 
いこ と は まだ まだ あり ます 。 常に 目 の 前 に ある も の を 目標 に 
掲げ 、 そ れ を クリ ア し な が ら 進 ん で いき た いで すね 。 


Proflle 

か し わ ば ら ・ み つる 1933 年 生ま れ 。 日 本 大 学 映 
画 科 中 退 後 、 ア オイ スタ ジオ 入社 。 そ の 後 フリ ー に 
な り 、 数 多く の アニ メー ショ ン の 音 罰 効 果 を 手がけ 
る 。 そ の 他 の 代表 作 に 「 銀 河 鉄道 の 夜 」「 平 成 理 
合戦 ば ん ぽこ 」「 宇 軍 戦 缶 ヤ マト [ドラ えも ん 』 な ど 
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サザ エ さ ん の 街 桜 新町 


東京 ・ 世 田谷 区 の 桜 新町 は 、 長 谷川 町 子 先生 が 東京 で 居 を 構え た 場所 。 
サザ エ さ ん に 会 い に 、 ぜ ひ 出 か け て みて ! 


※ ネ サザ エ さ ん 通り 
ーー ビビ ーー 環 "| 


ぶた 


EEE に N el 
硝 新 町 駅 前 で は 一 家 7 人 の 銅像 が お 出迎え 。 駅 前 か ら 長 谷 
川町 子 先 術 館 へ 続く 道 は 「 サ ザ エ さん 通り ] と 呼ば れ 、 た く 
さん の サザ エ さ ん が ! 


接 新 町 は 、 青 市 浪 剛 と 交流 が あり ます 。 毎年 9 月 に 
新町 ね ぶた 祭り ] が 開催 され 、 サ ザ エ さん ね 
て 大 い に 盛り 上 が り ます 。 


「 桜 
た で 登場 し 


トー 5 年 に 設立 。 町 子 先生 の 所 蔵 する 絵画 や 原画 な ど を 展示 
* 長谷 川町 子 美 術 館 毎年 夏 に は | アニメ サザ ェ き ん 展 | が Betisr 


Information 


住所 : 東京 都 世田谷 区 桜 新町 1.30-6 
電話 普 号 : 03-3701-8766 


休館 日 : 月 曜日 (祝日 の 場合 、 そ の ブ 日 )、 
展示 人 替 期 間 、 年 末年 始 


開館 時 間 : 10:00 こ 17:30( 入 館 締 め 切 り は 17:00) 


人 館 村 : 一般 …600 円 、 大 高生 500 円 、 中 小生 00) 
団体 、 高 上 者 、 了 が い 者 割引 あぁ り 
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この 時 代 の お も な で き ざ ごと 


| 2009g |0 秋 計 人 
201# | 連 馬 
* 2012 タ | 地上 テツ タリ 放送 用 の 沿 


| 東京 スカ イツ リー」]) 設 エ 


痢 4 2013 ぎ \」2020 年 桂 ッ ピ 2 


開 仙 0 に 東京 が 
2014 ヲ | 瀬 細 5% が 58% へ 


: 2015% < イサ ツ ( に の 琴 3 
『 9016g」 8 部 財投 時 する 


へ opc ゃ KO 

mmm し 相 因 内 で で 集合 | 
⑳ バラ エ テ ィ 豊 か な ゲス ト が 大 集合 ! 
毎年 恒例 フジ テレ ビ [FNS の 日 」 内 の 放送 回 を 中 心 に 、 各 界 か ら 多彩 な 有名 人 ゲス ト が 登場 
中 で も 中 居 正 広 さん は 、 最 多 と な る 通算 6 回 の 出演 を 果たし まし た ! 


| 2010 年 7 月 25 日 * リ 


『 七 人 の ちゃ ぶ 台 』 ゲス ト : つる の 則 士 きん 、 上 地 俊博 き ん 


有 本 成島 由紀子 
演出 : 礎 田 甘 光 

上 地 雄 輔 さん は フリ スケ の 
後輩 編集 者 、 つ る の 過 王 
さん は マス オ の 取引 先 の 相 
手 と し て 登場 1! ノリ スケ が 
磯野 家 に 後 堅 の 上 地 を 、 
マス オ も 取引 先 の つる の と 
その 子ども た ち を 連れ て き 
ます 。 みん な で 一 緒 に 夕飯 
を 食べ る こと に な り 、 サ ザ エ 
と フネ が ご ち そ う を 作り ます 。 
し か し 、 カ ツ オ は 子ども た ち 
の 相手 に 手 い っ ぱい で せっ 


か く の ご ち そ うに あり つけ な 
い の で し た 。 


| 2011 年 7 月 24 日 gs* リ 


『 カ ツ オ 明日 の スタ ー』 


ゲス ト : 中 居 正 広々 、 ナイ ン テ ィ ナ イン 
脚本 成島 由紀 子 演出 : 基 田 浩光 


中 居 く ん の 出演 する テレ ビ ド ラマ の 子役 募集 に 申し 込ん だ カツ オ 
は 、 サ ザ エ に つき 添 わ れ て オー ディ ショ ン を 受け る こと に な り ます 。 
会 場 で は サザ エ が スタ ッ フ と 間違え て 、 ナ イン ティ ナイ ン の 二 人 
に お は ぎ を 差し 入れ し ます 。 カ ツ オ ば 緊張 の た め 不 合格 に な っ て 
し まい ます が 、 翌 日 、 サザ エ の も と に 「 テ レビ に 出 て みな いか 」 と 、 
ナイ ン テ ィ ナ イン か ら 声 が か か る の で し た 。 


| 2015 年 7 月 26 日 xs 


『 本 気 で 挑戦 ! 』 


ゲス ト : 中 居 正 広 き ん 々 、 ナイ ン テ ィ ナ イン 、 江頭 2:50s ん 
脚本 : 浪 芝 裕史 演出 : 層 田 造 光 


92 た SN H 
ちび っ こ ダ ンス 大 会 の 司会 者 と し て 、 中 居 正 広 さん 、 ナ イン テッ 
ナイ ン 、 江頭 2:50 さ ん が 出演 し まし た | ワカ メ が テレ ビ の ol 
つこ ダン ス 大 会 に 出場 し た いと 言い だ し 、 仲良 し の スズ 子 と みゆ き 
の 3 人 の チー ム で 参加 する こと に な り ま す 。 残念 な が 5 信和 は 
し て し まっ た も の の 、 み ん な に 励 まさ れ て 最後 まで 区 張る こと か で 
き 、 友情 を より 一層 深め た ワカ メ た ち で し た 。 の 


| | 2015 年 8 月 23 日 xx リ 
ーー 『 目 指 せ バレ ー の 星 』 


| 2 ト : 木村 沙織 84、 眞 鍋 政 義 き ん 

中 脚本 : 小 林 英 造 演出 : 長 友 孝和 
』 ワー ルド カッ プ バ レー 真っ 最 中 の 全日 本 女子 ・ 眞 鋼 監 督 と 木村 
選手 が 本 人 役 で 登場 ! 町 内 こども バレ ー 大 会 が 催さ れる こと に な 
』 り 、 お ふた り は その ゲス ト と いう 設定 で し た 。 優勝 商品 の スイ カ 1 
ダー ス を 目当て に 参加 を 決め た カツ オ と 中 島 は 、 な ん と か メン バ 
ー を 集め て 練習 を 始め ます が 、 な か な か 上 達し ませ ん 。 コ ー チ を 
探す こと に な り 、 運 動 神経 抜群 の サザ エ に 白羽 の 矢 が 立ち ます 。 


2018 年 9 月 9 日 リ 
『 わ が 家 の み そ 汁 紀行 』 


脚本 : 浪江 裕史 演出 : 閑 田 浩光 


| 2016 年 7 月 24 日 w* 


『 磯 野 家 スカ ッ と 大 作戦 』 


テスト: 内 村 光 良 ぉ >、 木下 ほう が さん 、 生々 緒 き ん 、 山 村 紅 葉 き ん 、 


夏川 加奈 子 s、 実 戸 美和 公 さ を 
調 本 : 浪江 裕史 演出: 森田 浩 光 


ゲス ト : 村上 信 五 きん ( 関 ジ ャ ニ o) 


ーー 


関 ジャ ニ co の 村上 信 五 さん が 、 味 噌 屋 を 手伝う 大 学生 と し て 登 
場 し まし た | 波平 と 飲ん で いる と き に 財布 を 落と し て し まっ た マス 
オ 。 し か し ふた り と も 泥酔 し て いて 、 ど こ で 沙 と し た の か 記憶 が あ 
り ま せん 。 そん な と き 、 村上 と いう 青年 が マス オ の 財布 を 届け に 
来 て くれ ます 。 大 学 で みそ の 研究 を し て いる と いう 村上 くん は 磯 
野 家 の みそ 汁 の 匂い が 気 に な っ て 、 食べ て いく こと に な り ま す 。 


内 村 光 良さ ん 率い る [ 癌 快 TV スカ ッ と ジャ パン 』 の メン バー が 、 
ある ひ が 丘 の 住人 と な っ て 登場 し まし た ! カツ オ た ち は 空 き 地 で 
野球 を し て いる 最 中 に 、 ボー ル を 近 磨 の 家 に 入れ て し まい ます 。 
する と 、 木下 ほう か さん 演じ る 住人 の 馬場 が カツ オ た ち に 嫌み を 
運 先 > カツ オ た ち が 言 葉 に 詰まる と [じゃ 返せ な いな 。 ハイ 論破 ! 」 


と 追い 返す の で し た 。 
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・2013 年 9 月 5 日 


[世界 で 最も 長く 放映 され た テレ ビア ニ メ 


ンー そ の ほか に 有名 人 が 号 場 し た スト ー リ ーー 
2009 年 7 月 26 日 ga 2012 年 7 月 22 日 gg 


『 お ん せん 宿 は 花 ざ か り 』 『 磯 野 家 、 海 へ 行く 』 


内 ゲス ト : クモ リ さ ん 、 指 原 者 乃 さ ん 、 
22 ベッ キー8 ん 。 杉原 可奈 子 さ ん 
ロー ラ ぁ ん 、 渡辺 直美 きん 
肢 : 成島 由紀 子 8 
湊 出 率 田 洗 光 。 島 居 才 之 脚本 浪江 裕史 演出 ? 閑 田 浩光 


2013 年 8 月 4 日 用 


『 姉 さん 、 ヤ ワラ の 道 』 


グスト : 閑 三 中 


羽 本 : 浪江 裕史 
病 出 : 変 田 沙 光 


『 笑 顔 の レシ ピ 』 
ゲス ト : SMAP 


脚本 : 中 園田 也 
演出 敬 田 洗 光 


番組 | と し て ギネス 世界 記録 に 認定 


この 日 の 放送 か ら 完全 デジ タル 化 
波平 役 の 声優 が 、 永井 
KR る 

フネ 役 の 声優 が 、 4 

6 人 Na 族 AMkAA へ 
の が る 2 


キモ 


中 


く oP た 


スペ シャ ル な 旅 を 満 史 ! 


た くさ ん の 旅 を し て いる 磯野 家 。 近 年 は スペ シャ ル で 旅 に 出る と と が 多く 、 通 常 の 本 編 と は また 違っ た 将 力 が 楽し め ま す 。 


サザ エ さ ん 
| 2011 年 1 月 2 日 Ss 生誕 65 周 年 記念 


『 初 旅 ・ 初 夢 ・ 初 笑い 』 


脚本 : 雪 室 俊一 演出 : 森 田 浩光 


こ ーーーーーーーー コ 


波平 の 双子 の お 兄さん の 、 海平 お じ さ ん に 会 い に 行く た め に 、 お 
正月 に フェ リー で 福岡 まで 向かう 残 野 家 。 福岡 に 着く と 、 海 平 お 
さん の 運転 で 福岡 県 内 を 案内 し て も ら う 一 同 で し た が 、 お じ さ ん 
は 運転 免許 を 取り 立て の た め 、 ハ ラ ハ ラ ドキ ドキ の ドラ イブ に 。 
途中 で ノリ スケ ー 家 も 合流 し て 、 長崎 と 熊本 を 巡る 旅 と な り まし た 。 


送 2400 回 
| 2017 年 3 月 26 ge | き 2 ペン 


『 夢 いっ ぱい の 春休み 
へ 熊本 ・ 大 分 旅行 ご 」 


膨 本 : 浪江 裕史 


演出 : 閑 田 浩 光 


2 At 
ww 


春休み の 旅行 で 、 磁 野 家 は 大 分 ・ 別 府 温泉 へ 行き ます 。 翌日 
は 熊本 の 阿蘇 に 移動 し 、 大 観 峰 を 堪能 し た り 、 御 船町 恐竜 博物 
館 へ 行っ た り と 楽し み ま す 。 3 日 目 は 熊本 ・ 天 草 へ 行っ て みん な 
で 大 草 料 理 に 舌 つ づみ を 打ち 、 地 元 の 少年 と バラ モン 凪 を し て 
遊び まし た 。 


| 放送 2200 加 & 
| 2013 年 4 月 7 日 ix 45 周年 前 祝 ス ペ ジ ャ ル 


『 花 と 星 の 福 島 旅 行 』 


波平 が 、 福 島 か ら 出張 で や 世 
っ て きた 仕事 相手 か ら 花 見 山 
の 桜 が 見 頃 だ と 開き 、 週 末 


に 早速 家族 で 行っ て みる こと 上 
に な り ま し た 。 花見 山 で は 花 
壇 で 種まき の お 手伝い を する 
一 同 。 檜 枝 岐 村 で 歌舞 伎 役 
者 を し て いる と いう 、 星 くん と 
いう 少年 に 出会い ます 、 


一 家 は 醒 枝 岐村 へ 行き 、 星 くん の 歌舞 公 
を 鑑 錦 。 出 演 予定 の 役 首 さん が 熱 を 出し 
で し まい 、 急きょ サザ エ が 代役 で 出演 する 
と いう ハプニング も あり まし た 1 


| 2019 年 1 月 6 日 xx 」 2 日 


「 磯 野 家 の 開運 旅行 
て 秩父 を 行く ] 


肌 本 : 浪江 裕 足 演出 : 棒 国 湯 


50 周 年 イヤ ー 突 入 の お 正月 スペ シャ ル は 、 一 窟 で 林 文 へ 、 走 
月 旅行 で 秩父 を 訪れ た 大 野 家 が 、 パワ ー ス ボッ ト と し て 知ら れる 
株 区 神社 で 初 語 を し た り 、 名 物 の わら じ カツ 井 き 満 琶 、 サ \ 
の 高校 時 代 の 友だち が お か みさ ん を や っ て いる 旅 普 に 癒 汽 し 、 トペ 
し ぶり の 再会 を 喜び まし た 、 


に ンタ プラ テン と ッ テ ド に つ で すし スッ は マナ 


で 


く oOP た 『 ーー 
語 年 まで 息 
⑯ 50 周 年 まで あと ひと 息 ! 
50 周 年 と いう 節目 を 迎え る 前 の 最後 の 大 き な 区 切り は 、 放 送 45 周 年 目 に 突入 し た 年 と 。 45 も AN 
で びっ た り 放 送 45 年 を 迎え た 日 、 2 回 の スペ シャ ル で お 祝い し まし た 。 \ Anniversovy 


| 2013 年 12 月 1 日 ws リ ! サ ザ エ さん 45 周 年 スペ シャ ル , 
『 羽 衣 伝 説 ワリ ルオ に 天女 に 会 う 』 脚本 城山 昇 演出 : 礎 田 造 光 


放送 45 周 年 スペ シャ ル は 、 実 写 ドラ マ 
と の コラ ボス ペ シ ャ ル で し た 。 三保 の 松 
原 に 旅行 来 た サ ザ エ さん 一 家 。 サザ エ 
さん が つけ て いた スカ ー フ が 、 松 の 枝 に 
ひっ か か っ て し まい ます 。 カツオ は マス オ 
に 肩車 を し て も ら っ て 取 ろ うと し ます が 、 
誤っ て 地面 に 転落 。 目 を 覚ます と 回 り に 
いた 家族 が いな く な り 、 ど う も 様子 が お か 

Bocd23 。 な ん と カツ オ は 、 タ イム スリ ッ 


| 2014 年 10 月 5 日 ga 
『 サ ザ エ さん 歌っ て 踊っ て 
回 ケツ トド まで! 
放送 開始 か ら 今日 で ぴっ た り 45 年 スペ シャ ル 』 
の く の お 5 比 疹 紹 七夕 に 作品 Nu 7777! 


脚本 : 城山 昇 


『 レ ッ ツ ロ ゴー ロ サザ エ さ ん 』 演出 ? 山口 秀 補 | 2018 年 7 月 1 日 放送 J 


525 を 見 上 上げる 男 だ ら 』 『 あ さ ひ が 丘 の 織姫 さま 』 


『 列 車 は 思い 出 を 乗せ て 』 : 小 和 ) 油 江 袖 史 注 有 人 有人 
『 宇 宙 に 一 番 近い 島 』 人 2 財 本 : 江 栓 史 演出 : 佐 了 


クー 較 ーー 日 


は 、 種子島 の 字 宙 セン ター へ 見 学 に 行っ た り 、 サ ザ エ と カツ オ が 自 作品 Na7777 は 、 0 
らち の テー マソ ング を ミュ ー ジ カル 風 に 歌い 上 げた り と 、 に ぎ や か な 内 イク 19 
容 イ し た } 


INTERVIEW 


2016 年 7 月 に 「 サ ザ エ さん 」 の プロ デュ ー サ ー に 就任 
し た 際 は 、 フ ジテ レビ で 指折り の 長寿 番組 で 看板 番組 と い 
うこ と も あり 、 当然 プレ ッ シ ャ ー は あり まし た 。 た だ 入社 し て 
が ら 12 年 間 、 ド ラマ 制作 の 現場 に いて 脚本 の 重要 性 を 身 
を も つて 感じ て いた た め 、「 サ ザ エ さん 」 で も 物語 を 作る こ 
と を 期待 され て いた の か な と 思い ます 。 50 周 年 に 向け て 
普 組 を 盛り 上 げ て いか な けれ ば いけ な いと いう こと も 、 就 
任 当初 か ら 意識 し て いま し た 。 

ご これ ま で 3 年 に わた り 「 サ ザ エ さん 」 の プロ デュ ー サ ー を 
務め て き て 、 私 な り に 作品 づく り に お いて 大 切 だ と 思っ て 
いる こと が 2 つ あ り ま す 。 

ひと つ は 、 日 常 生活 の 中 の 小さ な 感情 の 動き で す 。「 サ 
ザ エ さん ] は 普通 の 家族 の 日 常 の スト ー リ ー で あり 、 大 き 
な 事件 は 起こ り ま せん 。 た だ 僕 は その 中 に も 、 た と えば あ 
る 世代 の 人 に と っ て は 共感 で きた り 、 今 日 は すご く 笑 っ た な 
と 思っ て も ら え た り と 、 視聴 者 の みな さん の 感情 が 少し で も 
動く よう な スト ー リ ー 作 り を し た いと 考え て いま す 。 特に 毎 
週 3 本 の お 話 の うち 3 本 目 は 、 そう いっ 特徴 の ある 話 を 
置く よう に 意識 し て いま す 。 そ れ が 「 来 週 も また 観 よ うか な ]」 
と いう こと に つなが る と 思う か ら で す 。 

も う ひ と つ は 、 生 活 の 中 に 流れ る 情報 性 で す 。「 サ ザ エ 
さん 』 は 、 い まや 時 計 代 わり 、 カ レン ダー 代わ り の よう に 、 
視聴 者 の 方 々 の 生活 の 一 部 に な っ て いる と 思い ます 。 せ 
っ かく そう いう 形 で 観 て いた だ け て いる の で すか ら 、 日 本 の 
風土 や 昔ながら の 生活 、 季 節 の 移り 変わ りな ど を 自然 と 万 
じ ら れ る よう な 、 情報 性 を 成り 込ん で いく こと を 意識 し て い 
ます 。「 二 十 四 節 気 ] な ど は 今 の 子ども た ち に は な じみ が 
潤い と 思う の で す が 、 そ うい う 要 素 を 説明 的 に な りす ぎす 、 
自然 に 物語 の 中 で 感じ て も らい た いと 思っ て いま す 。 

2018 年 末 か ら 「 サ ザ エ さん 』 の 初期 作品 の 動画 配信 

が スタ ー ト し まし た が 、 思 っ た 以上 に 大 き な 反 響 を いた だ い 

て いま す 。 初期 の 作風 を 知ら な い 若い 視聴 者 に は 、 新鮮 


に 感じ て も ら え た の で は な いか と 思い ます 。 配信 開始 以降 、 


本 放送 の 視聴 率 に も いい 影響 が 出 て \ る と 感じ て ます 。 


42a スン の 23 コル 
すり 残し て いく べき も の が 
元 え で 《 る あ 還 いす 


フジ テレ ビ 「 サ ザ エ さん ] 担当 プロ デュ ー サ ー 


渡辺 恒 也 きん 


50 年 前 の 作品 に は 、 今 で は 地上 派 で は 流し づら い 表 現 
含ま れ て いる の で す が 、 配信 で は カッ ト せ ず に 観 て いた だ 
ける と いう こと も 強み に な っ て いる の で は な いで し ょ うか 。 ( 
の よう な 形 で フィ ルム 時 代 の 作品 を 発信 する と いう こと の 意 
義 も 含め 、 ア ニ メ ア ー カ イブ の 有効 活用 と いう 点 で の 好 事 
例 に な る の で は な いか と いう 意見 も いた だ いて いま す 。 そう 
いっ た 意味 で も 、 日 本 の アニ メー ショ ン の 歴史 の 中 で 大 き 
な チャ レン ジ に な っ た と 思っ て いま す 。 

私 自身 、 放送 が スタ ー ト し た ころ は まだ 生ま れ て いな か っ 
た の で 、 初 め て 初期 作品 を 観 た と き は すご く 新鮮 で し た 。 「 サ 
ザ エ さん 』 に 限ら ず 、 今 の 時 代 の テレ ビ 放 送 は コン プラ イ 
アン ス の 問題 や いろ いろ な 制約 も あり 、 な か な か 当時 の よ 
うに は いか な い 部 分 が あり ます 。 だ か ら こ そ あ れ だ け の 自由 
な 発想 と キャ ラク ター の 生き 生き と し た 動き を アニ メ で 表現 
で き て いた と いう こと に 、 少し うら や まし さ を 覚 えま し た し 、 同 
時 に 今 の 「 サ ザ エ さん 」 に も 、 も う 一 度 取り 込め る と ころ 
が ある の で は な いか と 考え て いま す 。 

も ちろ ん や りす ぎ は よく な いで す が 、 当 時 の よう な 遊び 
を 今 の 放送 で も も っ と 出し て いき た いで すね 。「 サ ザ エ さん 】 
は こう じゃ な さや ゃ いけ な いと いう 考え を 一 回 疑っ て みる 。50 
周年 と いう 節目 を 迎え た 今 だ か ら こそ 、 新た な こと に チャ レ 
ンジ する 。 そう する こと で 、 [サザエ さん ] と し て 守っ て 導 ン 
て いく ぺき も の が 見 えて くる と 思い ます 。 

今後 の 新た な 試み と し て 、[「 サ ザ エ さん | 海外 民 も 
えて いき た いと 、 頭 の 中 で は 思っ て いま す 。 い まや 日 97 
ニ メ は 海外 で も 大 変 親 し まれ 、 研 究 さ れ て いま す 。 SN 
一 筋 縄 で は いか な いと は 思い ます が 、 今後 いろ いろ な 本 で 
「 サ ザ エ さん の 歴史 も 含め 、 自 分 た 5 が どの ょ 26 き で 
品 を 作っ て きた の か と いう こと を し っ か り と 言葉 で 伝え る ご 
で きれ ば 、 き っ と 受け 入れ て いた だ ける の で は な いで し ょ 29: 


Profile 

わた な ペ べ ・ こ う や 1982 年 生ま れ 、2005 年 フジ 
テレ ビ 入 杜 後 、 ド ラマ 制作 セン ター 配属 と な り 
「HER0」 な どの 作品 を 手掛け る 。2016 年 7 月 
に 編成 部 に 異動 と な り 、「 サ ザ エ さん ] プ ロ デ ュ ー 
サー に 就任 。 


に 
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INTERVIEW 


フグ 田 サ ザ エ 役 声優 


放送 開始 か ら 50 年 。 毎週 日 曜日 の 夕方 は 、「 サ ザ エ 
で ご こさ いま 一 す 」 と いう 明る く 元気 な 声 が 、 変わ ら ず 私 た 
ちの お 茶の間 に 届い て いま す 。 

その サザ エ さ ん を 放送 第 1 回 か ら 現 在 まで 演じ て いる 
の が 、 声優 ・ 加 訂 み どり さん 。 サザ エ さ ん と 共に 歩ん だ 
50 年 の お 話 を うか が いま し た 。 
ー 一 ます は 、 加藤 さん が サザ エ さ ん 役 に 決 定 し た 経緯 を 


教え て くだ さい 。 
オー ディ ショ ン で す 。 た くさ ん の 人 が 受け た ん じゃ な いか 
し ら ? 会場 で は 二 言 三 言 話し た ら す ぐに 帰っ て いい と 言 


われ た の で 、 まさ か 本 当 に 決ま る と は 思い ませ ん で し た 。 
当時 は お そ 松 くん な ど 男 の 子 の 声 を や る こと も 多かっ た の 
で 、 最初 に 合格 と 聞い た と き は 、 て っ きり カツ オ 役 か な ぁ 
っ て ( 笑 )。 

当時 の プロ デュ ー サ ー だ っ た 松本 美樹 さん は 、 以前 か 
ら 私 を 知っ て くだ さっ て いた よう で 、 後日 お 会 いし た と き に 、 
[覚え て いな い だ ろ うけ ど 、 私 は あな た を いろ いろ な と ころ で 
見 て ます よ 」 と 言わ れ ま し た 。 サザ エ 役 に 決ま っ た 理由 は 
[天性 の 明る さ ] で すっ て 。 ボーン と は じ け る よう な 明る さ で 、 
いじ いじ し た と ころ が な か っ た と 。 
ーー きっ と 4 コマ 漫画 か ら そ の まま 抜け 出し て きた よう な 、 
サザ エ さ ん の イメ ー ジ その も の の 声 だ た っ た ん で すね 。 

そう みた いで すね 。 松本 さん は 当時 の 音響 監督 に 「 彼 
女 の 才 能 は 絶対 に つぶ し ちゃ いけ な い 」 「 や り た い 放 題 に 
や ら せ ろ 」| と 言っ て くだ さっ て いた そう で す 。 サザ エ さ ん は そ 
の は じ け る よう な 明る さ 、 と に か くそ れ だ け だ か ら っ て 。 

あと は 清潔 さと 、 細 か いこ と を ク ヨ ク ヨ と 考え な いよ うな カ 
ラッ と し た 紛 囲 気 。 そう いう の を 出し て ほぼ ほしい 、 と 言わ れ て 
いま し た ね 。 
ーー ご 自身 で は 、 サザ エ さ ん と いう キャ ラク ター を どう 分 
析 さ れ て いま すか ? 
取材 な ど で よ く 聞 か れる の で す が 、 そ の た びに 困っ ちゃ う の 
よね ( 笑 )。 音響 監督 に は 、「 キ ャ ラク ター を どう する 、 設 
定 を どう する な ん て 、 ス タッ フ が し っ か り と 考え れ ば いい こと 。 
わか ら な いな ら わ か り ま せん っ て 言え ば いい 」 っ て 言わ れ て 
いた の 。 だ か ら 考 えな いよ うに し て いた ん で す 。 
で も 、「 そ の 代わ り オ レ の 言う こと と に は きち ん と 答え ろ 」 


加藤 みどり さん 


と 言わ れ て いま し た 。 演技 を し て いて 、 そ こ は こ うじ ゃ な いか 
ら こ うい うふ うに し ろ と 言わ れ た ら 、 ば っ と 出せ 。 お まえ の や 
る こと は それ だ っ て 。 

だ か ら こ そ 、 こ こま で や っ て こら れ た ん で し ょ う ね 。 ヘタ 
に 我 が 強 く て 、 あ あ で も な い 、 こ う で も な いと 言っ て いた ら 
続か な か っ た と 思う の 。 何 に 対し て も あく せく する こと な く 、 
「 は い 」 「 い いよ 一 | っ て 言っ て きた か ら 、 演出 側 も キャ ラ 
クタ ー を 作り や すか っ た ん じゃ な いで し ょ うか 。 私 の いい と こ 
ろ は 素直 な と ころ な ん で す よ ( 笑 )。 だ か ら エ イケ ン の 村田 
英憲 さん (当時 の 社長 ) も 、「 み どり ちゃ ん 」 っ て 呼ん で 
か わい が っ て くれ た の か し ら ね 。 


アナ ログ 時 代 な ら で は の 
繋 張 感 が あっ た 


ー 放送 開始 当時 の アフ レコ 現場 の 様子 は どう で し た か ? 
初期 の メン バー は 、 そ うそ うた る 顔ぶれ 。 ペ コ (初代 カ 
ツ オ ・ 大 山 の ぶ 代 さん ) は すぐ 交代 し て し まい まし た が 、 和 
枝 さ ん (2 代目 カッ オ - 高 橋 和 枝 さ ん )。 そ れ か ら 近 ちゃ ん ( 初 
代 マス オ ・ 近 石 真介 さん ) 、 お よし (初代 ワカ メ ・ 山 本 高 
子 さん )、 美代子 (初代 フネ 麻生 美代子 さん ) 、 貴家 ちゃ ん 
(タラ オ ・ 貴 家 営 子 さん )。 当時 、 主 役 を や っ て いた 私 が 
いち ば ん 年 下 で 、 いち ば ん キャ リア が 浅かっ た の は 、 じ つ 
は 波平 役 の 永井 ちゃ ん (初代 波平 ・ 永 井 一 郎 さ ん ) だ っ た 
の 。 そん な 超一流 の 先輩 方 に 引っ 張っ て いた だ いて いた 
の で 、 私 は 何 も 考 え ず 、 た だ つい て いけ ば よかっ た ん で す 。 
ーー 当時 と 現在 の 現場 で 、 変 わっ た と 思う こと は ? 

昔 は 今 み た い に デ ジタル じゃ な く テ ー プ を 使っ て 録音 を し 
て いた か ら 、 場 面 ど と に 区 切っ て 録 っ た り 、 抜 き 録 り を する 
と いう こと は 考え られ ませ ん で し た 。 当時 は ラス テス よ 番 * 
と いっ て 、 テ スト を 1 回 し た ら 次 は すぐ 本 番 だ っ た ん で す 。 い 
ちば ん 早い と き は 、11 時 か ら 打ち 合わ せ を 始め て 12 時 に は 
解散 、 と いう こと も あり まし た ね 。 
ーー それ は 、 本番 が 1 回 の み の 収録 で 終わ っ た と いう こ 
と で し ょ うか ? 

そう いう こと で す 。 一 度 も フィ ルム を 止め ず に 1 本 分 を す 
べ て 終え た の 。 さ す が に いつ も そう は いか な か っ た けど 、 昔 
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は と に か く 早 く 収録 が 走 わっ て いま し た ね 。 だ か ら こ そ 、 現 
場 は すご い 緊 張 感 だ っ た し 、 集中 力 が 必要 で し た 。 で も 、 
緊張 感 が ある ほう が か えっ て 疲れ を 感じ ませ ん で し た ね 。 
ー_ 1985 (昭和 60) 年 に プロ デュ ー サ ー が フジ テレ ビ の 
久保 田 某 一 さん (p.42) に 変わ り ま し た が 、 現場 に 変化 
は あり まし た か ? 

代わ られ て か ら す ぐ 久 保田 さん が 現場 に 来 た と き の 第 一 
志 が 、「 全 部 今 ま で どおり に や っ て くだ さい 」 だ っ た ん で す 。 
これ は な か な か 言え る こと じゃ な いで す よ ね 。 ひと 言 も 何 も 
注文 せ す に 、「 ど ん な こと が あっ て も 、 今 ま で どおり に 、 お 
好き な よう に や っ て ほし い 」 と 言わ れ ま し た 。 

も し あの 大 き な 転 換 期 に お いて 、 何 か 新 し いこ と を や ろう 
と し た り 、 注文 を つけ られ た り し た ら 、 番組 は 終わ っ て いた 
ん じゃ な いか と 思い ます 。 


ほか の 作品 を すべ て 降り 
サザ エー 本 に 
ーー そこ か ら さ ら に 30 年 以上 番組 は 続き 、50 年 を 迎え よ 
うと し て いま す 。 

初代 プロ デュ ー サ ー の 松本 さん は 、「 サ ザ エ さん 】 は 設 
定 や キャ ラク ター な どの 基本 が きち ん と し て いる か ら 長 く 純 
けら れる と 思わ れ て いた よう で 、「 家庭 が 区 台 の 話 で すか ら 、 
いく < ら で も お 話 は あり ます 」 と 言っ て いま し た 。 通常 、 ア ニ 
メー ショ ン 作 品 の 放送 は 1 クー ル 3 か 月 で 終わ り ます が 、 
最初 の 頃 か ら [10 年 続け まし ょ う 」 と 。 その と き 私 は 、 正 
赴 そ こま で 続か みな く て も いい か な と 思っ て いま し た が 、 と りあ 
え げ [は い 一 」 と 返事 を し て 。 そし て 「 も う 10 年 続き ます 
よ | と 言わ れ た ら 、 ま た 「 は い 一 | っ て ( 笑 )。 そ うし て 
気づけ ば 50 年 まで 来 て し まい まし た 。 

サザ エ さ ん に 関わ っ て いる 人 は 、 みな さん 作品 に 対し て 
雄 い 少 情 を 持っ て いて 、 そ の 中 に 自分 が いる ん だ と 思う と 、 
す ど < や る き し い 気持 ち に な る ん で す 。 そう いう 空気 は 、 フ ジ 
テレ ビ ぁ ん や エイ ケン さん を は じ め と し た 制作 陣 の みな さん 
ゲ 、 並 々 な ら め 努 力 で 創り 上 げ て きた 賜物 だ と 思い ます 。 
秒 は サザ エ 役 に 決ま っ た と き 、「 ほ か の 作品 は すべ て 降り 
ィ て サザエ ー 夫 に 絞り な さい 。 あな た に と っ て どの 100 本 に 


も 勝る 大 切な 一 本 に し て あげ ます か ら 」 と 言わ れ 、 そ れ を 
守っ て きま し た 。 で も それ が で きた の は 、 制作 陣 や スポ ン サ 
ー の みな さん の し っ か り と し た 後ろ 盾 が あっ た か ら こ そ 。 ここ 
まで 守っ て くれ る 番組 は ほか に は な いで す よ ね 。 

あと は 、 何 が あっ て も 夕方 6 時 半 か ら の 放送 時 間 を 変え 
な か っ た と ころ も 、 こ の 作品 が 視聴 者 の 中 に 根づい た 大 き 
な 要因 の ひと つ で は な いで し ょ うか 。 
ーー これ か ら の 抱負 を お 聞か せく だ さい 。 

ひと つの こと を これ ほど 長く 続け る の は 並 大 抵 の こと で は 
あり ませ ん で し た が 、 それで も 私 は [50 周年 まで は 責任 を 
持っ て や り ま す 」| と 話し て いま し た 。 それ か ら 先 の こと は そ 
の と き に な ら な いと わか ら な いと 思っ て いま し た が 、 今 は いく 
ら で も 続く よう な 気 が し て いま すね ( 笑 )。 

私 は 後ろ を 振り 向く の が 嫌 な ん で す 。 あの と き は ああ だ っ 
た 、 こ うだ っ た っ て 言っ て も 、 そ こ か ら は 何 に も 生ま れ な いで 
し ょ 。 だ か ら ず っ と 、 前 へ 前 へ と いう 思い で 未来 を 向い て 
歩ん で きま し た 。 「 サ ザ エ さん | に も 、 常 に 未来 が あり ます 
よね 。 今 は 最初 か の ら 子ども に 失敗 させ な いよ うに 導 こ うと す 
る 親御 さん も 多い と 思い ます が 、「 サ ザ エ さん 」 で は カツ オ 
や ワカ メ が 失敗 し た ら 家 族 や 周り の 大 人 が 教え て 正 し て い 
く 。 た と え 失 敗 し て も そこ か ら 何 か を 学ん で 前 へ 進む と いう 
姿 を と お し て 、 常に 子ども た ちの 未来 を 描い て いる ん で す 。 
そう いう 姿勢 が 作品 の 中 に ある と いう こと は 、 す ご く 大 きい 
と 思う ん で す 。 

そう そう 、 51 年 目 か ら は 、 今 まで や っ て いな か っ た 新しい 
こと に 挑戦 する の も 、 作品 に 刺激 が 出 て いい の で は な いで 
し ょ うか 。 た と えば 、 カ ツ オ の 憧れ の お 姉さん 的 存在 を 新 キャ 
ラク ター と し て 登場 させ て 、 ア イド ル の 子 た ち に 声優 を や っ 
て も ら っ た り と か ね ( 笑 )。 


Profile 

か と う ・ み と り 1939 年 東京 生ま れ 。NHK 俳 優 佐 
成 所 を 経て 、 ア ニメーション 声優 の 道 へ 。69 年 に 
始ま っ た アニ メ 「 サ ザ エ さん 」 で は 、 主 人 公 ィ フグ 田 
サザ エ 役 を 放送 開始 か 550 年 間 季 め て いる 。 そ 
の 他 の 代表 作 に 「 大 改造 | 劇 的 ビフォー アフ 
ター」 (テレ ビ 萌 日 系 ) の ナレ ーション な ど 
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『 サ ザ エ さん 」 
制作 の 提 側 


50 年 の 歴史 を も つ ア ニ メ 「 サ ザ エ さん 」 は 
これ まで た くさ ん の 人 の 手 に よっ て 大 事 に 描か れ て きま し た 。 

長い 歴史 の 中 で アニ メ の 世界 観 は どう 守ら れ 、 

毎週 の 放送 は どの よう な 人 た ちの 手 に よっ て 作ら れ て いる の で し ょ うか ? 
ここ か ら は 、 ア ニメーション 制作 の 裏側 に 迫り ます 。 
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生活 の 細部 の 動き に 
こだわ っ て 描い て いま す 


{サザ エ さ ん 』 と いう 作品 は 、 1 話 の シナ リオ に 約 7 分 と 
えな いく らい の 要 委 が ふん だ ん に 取り 込ま れ て いま す 。 だ か ら 
出 と し て は 、 会話 劇 と し て の スピ ー デ ィ な テン ポ を 常に 出せ 
に 心がけ て いま す 。 良い 動き 、 良 い 音楽 、 良 い 声 が すべ て 
合わ を っ て ほ はじめて 。 長 質 な 作品 が 生ま れる の で す 。 

日 掌 の シー ン で は 、 絵柄 や 動作 に 中 の な いよ う 、 現実 の 生活 
に 実 に 擬 い て いま す 。 た と えば 、 婁 の 敷き 方 は 実際 の 日 本 家 
屋 に な ら っ て いま すし 、 サ ザ エ さん た ち が 掲 際 機 を か ける と き は 、 ち 
ァ ん と 胃 の 目 に 沿っ つて か け て いま す 。 みな さん が 普段 観 て いる と き 
に は な か な か 気づか な いか も し れ ま せん が 、 逆 に 往 和 感 な く 観 ら れ 
る の は 、 そ うい っ た 配 席 に よる も の だ と 思い ます 。 

た 、 現 代 の 家庭 で は な か な か 珍し いこ と か も し れ ま せん が 、 ア 
ニ メ 【 サ ザ エ さん 】 で は , お 父さん た ちの 帰宅 の 際 に は 例外 を 際 
いて 家族 の 話 か が 出迎え た り 、 食事 の と き は 子ども た ち が 足 を くず 
る ず 正 褒 を し て いま す 。 そう いう 日 本 人 らし い 礼儀 の 心 も 大 切 に し 
な が ら 反 い て いま す 。 


作画 (次 ペー ジ ) か 5 上 
が っ て きた レイ アウ ト を 
チェ ッ ク し 、 修 正 を 加え 
た り も し ます 。 


橋 コ ン テ は 、 交 草 で 書 
か れ た シナ リオ を 、 ど の よ 
うな 咲 像 に する か を 演出 
家 が 考え 、 絵 で それ を 表 
現 じ た 設計 図 の よう な も 
6 1 話 分 (6 分 47 
移 ) で 、 約 100 カ ッ ト も の 
絵 コ ン テ を 描い て いる の 
だ そ 

て の 絵 コジ テ は 作画 か 
ら 編 集 を で の すべ て の 市 
作 作業 の 中 心 に な っ て い 
くも の 。 その た め 、 キ ャ ラ 
クタ ー の 演技 や コマ 割り 、 
セリ フ の 秒 数 まで を 細か く 
指定 し て いき ます 。 


ナー ブフ: デイ レク グー 


森田 浩光 きん 


コ ン テ の イメ ー ジ を 演出 と 打ち 合わ せ を じ て 、 ア ニ メ の 画 に 描 
き 起こ す 部 署 で す 。 

まず は じ め に _ [レイ アウ ト ]_ と いっ て 、、 キャ ラク ター や 背景 を 実 
際 の アニ メ の 設定 に 当て は め て 、 ど の より に 芝居 させ る か を 決め る 
た め の 画 を 描き ます 。 こ れ が 最終 的 な 画面 設計 図 に な り 、 美術 
で は これ を も と に し て 背景 を 描き ます 。 

次 に レイア ウト ] を も と に じ て [原画 ]- を 描き ます 。 [原画 ] 
と は 、_- キャ ラク ター に 芝居 を させ る た め の 動 き の 基点 と な る 部 分 の 
画 の こと で 、 動き の スピ ー ド や タイ ミン グ も 計算 し て 描き ます 。 

最後 は [動画] で 、 原 画 と 原画 の 間 に 指定 され た 枚数 分 の 
画 を スム ー ズ に 動く よう に 描き ます 。 | この 時 点 で キャ ラク ター の 線 


を 整え る クリ ー ン アッ プ も 行なっ て いま す ぉ -1 話 で 使用 する 動画 は 、 


約 1300 枚 程度 に な り ま す 。 


動画 課 い 
小池 達也 きん 


レイ アウ ト や 線 の 美 し さ に 
と こだわり を 持っ て 

アニ メ 「 サ ザ エ さん ] は 日 常 の 芝居 な の で 、 生 活 
感 の ある 動き に な る よう 心がけ て いま す 。 完成 し た 作 
品 が 「 こ う 動 いて ほし い ! ] と 思い 描い た イメ ー ジ ど お 
り に 表現 され て いる と 、 と て も うれ し いで すね 。 

作業 の 中 で いち ば ん 重き を 置い て いる の は 、 レ イア 
ウト 。 そこ が ちゃ ん と で き て いれ は 制作 途中 で ブ プレ が あ 
り ま せん 。 絵 の 中 で どこ を 見 て ほし いか を 誘導 で きる 構 
図 作り に 気 を 配っ て いま す 。 ま た 、 セ ル に 1 枚 1 枚 ト レ 
ー ス し て いた 頃 に 比べ る と 、 デ ジタル で は 動画 担当 が 
描い た 線 が ダイ レク ト に 仕上 が り に 反映 され る た め 、 起 
の 美 し さ も 求め られ て いま す 。 


066 


絵 コ ン テ の イメ ー ジ を 演出 と 打ち 合わ せ を し て 、 ア ニ メ の 画 に 描 
き 起 こす 部 署 で す : 

まず は じ め に [レイ アウ ト 」_ と いっ て 、、| キャ ラク ター や 背景 を 実 
承 の アニ メ の 設定 に 当て は めで て で 、 ど の よう に 芝居 させ る か を 決め る 
た め の 画 を 描き ます 。 これ が 最終 的 な 画面 設計 図 に な り 、 美術 
で は これ を も と に し て 背景 を 描き ます 。 

次 に 「 レ イア ウト | を も と に じ て ~ [原画 ] を 描き ます 。 [原画 ] 
と は 、 キャ ラク ター に 芝居 を させ る た め の 動 き の 基点 と な る 部 分 の 
画 の こと で 、 動き の スピ ー ド や タイ ミン グ も 計算 し て 描き ます 。 

最後 は 「 動 画 ] で 、 原 画 と 原画 の 間 に 指 定 さ れ た 枚数 分 の 

画 を スム ー ズ に 動く よう に 描き ます 。 | この 時 点 で キャ ラク ター の 線 


を 整え る クリ ー ン アッ プ も 行なっ て いま す 。-~ 1 話 で 使用 する 動画 は 、 


約 1300 枚 程 度 に な り ま す 。 
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動画 
小池 達 了 sg ん 


レイ アウ ト や 線 の 美 し さ に 
こだわ り を 持っ て 
アニ メ 「 サ ザ エ さん ] は 日 常 の 芝居 な 
感 の あ HELDS 3 
品 が 「 いて ほし い ! 」 1 ジン とお 
時 と て も うれ し いで 
人 レイ アテ 
ら ゃ ん と で き て いれ は 制作 途中 で フ 
0 
r 記 っ て いま す 。 また 、 セル に 1 枚 1 
頃 ( 0 デジ タル で は 
メイ レク ト に 仕上 が り に 反映 され る た め 、 半 
さも 求め られ て いま す 。 


erca 


と / ル / 盛 / 砂 //6/ な /…/ 


アニ メ 「 サ ザ エ さん 」 の 制作 が セル 両 か ら デ ジタル 化 に 
完全 移行 し た の が 2013 年 。 セ ル 画 時 代 で は 今 と 人 角 い 、 
この よう な 作業 工程 が あり まし た 。 


セル どい われ る 須田 を シート を 動画 の 上 に 重ね て 、 一 枚 ず つ バ ン で な ぞ っ て いき ます 
人 真 左 )。 ト レー ス が 終わ っ て イン ク が 乾い た ら セ ル を 裏返し 、 ベ イン ト を し ます (写真 
。 弥 の 具 で 1 枚 ずつ 、 手 作業 で 揃っ て いま し た 。 


INTERVIEW 


仕上 課 


千代 間 山 佳 きん 


と れ か ら の 時 代 に 合っ た 
『 サ ザ エ さん 』 の 世界 に 

デジ タル 化 に 伴っ て パソ コン 上 の 作業 に な り ま し た 
が 、 セル 画 の ニュ アン ス は その まま に 、 と いう 意向 の も 
と 、 ト レー ス 線 な ども で きる だ け 和 柔らか み を 残し て いま す 。 
着色 作業 自体 は だ いぶ 楽に な り ま し た が 、 パ ソコ ン で 
の 色 設 定 は 、 観る テレ ビ の 機種 に よっ て 色 味 に か な り 
の 開き が あっ た り と 、 当 初 と て も 苦労 し まし た 。 今 は 試 
行 錯誤 を 繰り 返し て 安定 し て いま す 。 

時 代 は 少し ずつ 移り 変わ っ て いき ます が 、 アニ メ 「 サ ザ エ 
さん 」 に 流れ る 時 間 は "現代 "と い 2 設定 。 作 品 も 私 た 
ち 作 業 の 現場 も 、 最 先端 で は な く と も 、 そ の 時 代 に の D 
沿っ て 和 柔軟 に 変化 し て いけ れ ば いい と 思っ て いま す 。 「 


068 


美術 は 、 キ ャ ラク ター の 後ろ 
に ある 動か な い 背 景 を 描く 部 箸 
で す 。 セル 画 時 代 は ポス ター カ 
ラー を 使っ て 1 枚 ず つ 手 描き LC 
いま し た が 、 今 は 家具 や 背景 な 
ど を パー ツ ご と に デー タ 化 し 、 構 
凶 に 合わ せ て パソ コン 上 で 配置 

する と いう 加 王 作業 が メイ シ 。 

スト ニー リー に よっ て 新しい 場所 な ど が 出 て くる 
場合 の み 、 以 前 と 同じ よう に 手 作 業 で 描き 起こ 
し 、 ワ ァ イ リ ング し ます 』 

作画 担当 者 が ら レ イア ウト が 上 が っ て きた ら ま 
ず そ れ を 整理 。 その あと 、- レ イア ウト の 中 に 背 
景 と し て 足り な い 部 分 を 描き 足す と いう 作業 を 、 
2 日 くら いか け て 行い ます 。) そこ か ら パ ソコ ン で 
の 加工 作業 に 入り 、 1 週間 か ら 10 日 ほど で 完 
成す る と いう ペー ス で す 。 


共和 | 
8 佐藤 層 き ん 


世界 観 を 保ち つつ 
新た な チャ レン ジ も 

デジ タル 化し た こと で 、 背景 を 1 枚 1 枚 手 描 し 
て いた 時 代 に 比べ て 美術 の 作業 は 大 きく 変化 し まし た 
それ で も 放送 当初 か ら 描 いて いる スタ ッ フ は 今 で も す 
べ て を 手描き し て いま す 。 「 サ ザ エ さん 』 を 知り 抜い て 
いる ベテラン スタ ッ フ が 変わ ら ず 描い て くれ で いる こと 
で 、 デ ジタル 化 の 中 で も サザ エ さ ん の 世界 観 が 保 た 
れ て いる の だ と 思い ます 。 

その 一 方 で 、 最 近 は 若い スタ ッ フ も どん どん 増え て い 
ます 。 これ まで の 良さ を 残し な が ら 、 今 まで や っ て いな 
か っ た 新しい こと に も チャ レン ジ し て いけ た らい いな と 忌 
っ て いま す 。 


お な じみ 」- 坦 野 記 の お 茶の間 の 背 明 画 。 究 か ら 見 える 
花 は 季節 ご と に 遊 う の で 、 そ の 池島 に 合わ せ て パソ コン 
上 で 入れ 替え て いき ます 。 


TUNE 


「 ア ニ メ ス クシ ド ] 
の 1 秒 ) つ 提 影 し て いま し た 


ジ 楓 想 を 使い , 


指示 に 従っ て セル 画 を 重ね て 1 コマ (24 分 


仕上 げ や 美術 の らち 上 が っ て きた 素材 を パソ コン の 中 で 合成 し て 
ーー つの 映像 に する の が 撮影 の 作業 で す 。 撮影 と いう と カメ ラ を 使 
つた 作業 を 想像 する と 思い ます が 、 こ の 呼び 方 は 昔 、 セ ル 画 を 1 
コマ ずつ カメ ラ で 撮っ て いた と き の 流 れ 。 現在 は すべ て パソ コン 
上 で の 作業 と な っ てい ます 。 

カメ ラ で 撮影 し て いた 頃 は 、 現像 所 か ら 現像 され た フィ ルム が 
上 が つて チェ ッ ク す る まで は 、| 何 が 撮影 され て いる か わか ら な い 状 
態 で し た 。| し か し 今 ( で は 、 いち ば ん 最初 に 完成 画 を 見 る 部 署 と な 
り ま す 。 

社内 サエ バー に 各部 署 か ら の デー タ が 集約 され る の で 、 そ こ か 

必要 な 素材 を ピックアップ 。 提 影 ソフ ト を 使っ て 、 タ イム シー ト ( コ 
5 た 絵柄 に な る か が 指定 され た 表 ) に 合わ せ て 構 
成 を し て いき ます 。 1 話 を 撮影 する の に 4 日 程度 か か り ます 。 


京 具 や 登場 人 物 が レイ ヤー 分 
| いる も の を | タイ ムシ ー ト の クイ 
わせ て 構成 し ます 


提 間 還 


正 膝 一 更 き ん 


| 体力 か ら 神 経 を 使う 作業 に 
180 度 転換 

デジ タル 化 の 影響 を いち ば ん 受け た 部 軸 と いっ て も 
過言 で は な い ほ ど 、 撮影 の 作 葉 内容 は 180 度 変わ り 


まし た 。 以前 は 大 き な 機械 で 1 コマ ずつ 揚 影 し て お り 、 


重い 機材 を 持ち 上 げた り と 、 か な り の 力 仕 事 で し た 
( 笑 )。 今 で は その 労力 は な く な り ま し た が 、 パ ソコ ン で 
の 打ち 込み は な か な か 神経 を 使う 作 菓 。 打 ち 間 違い が 
な いよ うに 慣 重 に や っ て いま す 。 

デジ タル 化 で 作業 自体 が 非常 に スム ー ズ に な り 、 と 
て も 仕事 が し や すく な っ た の は た し か で す 。 デジ 
タル 化 以 前 の 経験 も 生か し つつ 、 こ れ か ら も 作 和 輪 六 
品 づ くり を じ で いき た いと 思い ます 。 


アニ メ 「 サ ザ エ さん } は 千 還 、8 分 47 
徐 の スト ー リ ー を 獲 放 送 。 直利 の 時 上 
で 少し 長め に で き 上 が だ っ て いる 陸 像 で 1 
話 分 の タイ ム に 合わ せ て いく の が | 騙 業 
の 作 功 で す 。 演出 訪 と や り と を し な ザ 
ら 、 世界 感 が 保 た れる よう に 。 タ イミ ング 
や テン ポ の 計 整 を し て いま す 。 

映 側 を 見 な が ら キ ャ ラク ター に な りき っ 
て セリフ を 先 み 上 げ 。t セ リフ 
の 取り 方 を 調 束 し て いき ます 。 そう す $ こ 
と で 口 の 界 さ と セリ ワウ の 長き を 合わ せら 
れ 、 アフ レコ 現場 で の 修正 が 少な く 苦 
む の で す 。 

1 話 の 主 集 に か か る 所 要 時 間 は 
4 時 介 ほ ど で す が 、 
加 の 修正 作 村 が ある こと も 。 

て の ほか 、 次 周子 吉 を 作る の も 編集 
の 仕事 で す 。 


ぐ デ 


きこ て 6 
の > 


次 週 の 放送 が な い 項 合 の た め に 
[次 回 予告 の 
パー ジョ ン も ある ん で す ! 


INTERVIEW 


画 UI 


牧 岡 栄 若き ん 


会 話 劇 と し て の 間 の 取り 方 や 
テン ポ を 大 切 に し て いま す 

サザエ さん ] の よう に 長く 続い て いる 作品 に は 、 も 
中 で 作り 上 げ ら れ て きた 狗 特 の 世界 側が あり ます 
か し 、 と き に 演出 家 に よっ て 感光 や カラ ー が 若 十 韻 う こ 
と が ある の で 、 編集 作 炉 で は その パラ ンス を 遇 え る こと 
に 重点 を 置い て いま す 。 

と くに 原作 の 4 コマ を 使っ た 部 分 で は 、 間 し 
ン ポ で 原作 の 持ち 味 を より 面白 見 せら う 
の 部 分 を 長め に 見 せる 工夫 を する な ど 。 内 
と 伝え られ る よう に 心がけ 

また 「 サ ザ エ さん 」 は 会 話 劇 な 


完成 し た 映像 は 、 外 部 の アフ レコ スタ ジオ バム 。 声優 さん た ち が モ ニタ ー 
に 流れ る 映像 を 見 な が ら 。 | マイ ク に 向かっ て セリ フ を 入れ ます 。 ペ テ ラ ン 
の 声優 さん ぞろい の 「 サ ザ エ さん 】 の アフ レコ は 、 毎回 と て も スム ー ズ に 
放 了 。 写真 右側 の ガラ ス の 身 は ミキ サー 室 で 、 音 の 調整 な ど を し て いま す 。 
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いつ の 時 代 も 変わ ら 6 ず 
SS 人選 GO らん の 


作 還 うう くり を 続け た い 


エイ ケン [サザ エ さ ん ] 担当 プロ デュ ー サ ー 
田中 洋一 きん 


現代 と し て 使用 する 場合 に は 不 自然 に な る こと も ある の 
で 、 そ の と き は 作品 の 面白 さや ニュ アン ス を 変え な い 程 度 
道具 な ど を 変更 し た り も し て 調整 し ます 。 
、 こ の 20 一 30 年 で 急激 に 技術 が 進歩 し て き 
て 、 アニメ [サザエ さん 』 が 現代 の お 話 だ と いう の が 名 じ 
い 環 境 に 置か れ て いる の も 事実 で は あり ます 。 

電話 も 固定 電話 か ら 携帯 ・ ス マ て ホ へ と 、 テ レビ も 家具 
調 か ら ワイ ド 画 面 ・ 液 晶 へ と 変わ っ て いく 中 で 、 磯野 家 の 
黒 電話 や 家具 調 テ レビ に 違和感 を 覚え る 方 も いる か も し れ 
ませ ん 。 

[サザ エ さ ん は 家族 を 中 心 と し た 人 間 ド ラマ な の で 、 電 
話 や テレ ビ な どの アイ テム が 変わ っ て も 問題 は な いか な と 思 
っ た と き は あり まし た 。 た だ 、 ある 日 間違い 探し の 企画 で 画 
を 作る と き に テレ ビ を 液晶 に 変え た こと が あり まし た 。 する と 、 
いき な り 画 面 が 殺風景 に な り 、 温 か み が 失 せ て し まっ た よう 
に 感じ まし た 。 いつの間に か 【『 サ ザ エ さん 】 に 登場 する ア 
イ テ ム ひと つ ひ と つが 、 サ ザ エ さん の 世界 観 や 家族 の 温か 
み を 出す の に 必要 な も の に な っ て いた よう で す 。 

で す の で 、 こ の 先 そ れ ら が 観 て いる 人 た ち に 完全 に 受け 
入れ られ な く な っ た と き に は 、 変更 を 検討 し よう か な と 思っ て 
いま す 。 

50 周 年 の 区 切り は 「 サ ザ エ さん 』 の 1 回 目 の 折り 返し 
地点 と 考え て 、 ま た 次 の 50 年 を 目指 し て 進ん で いき た いで 
すね 。 その た め に 私 た ち が で きる の は 、 サ ザ エ さん 一 家 の 
楽し い 日 常 を 変わ ら ず 届け て いく こと だ と 思っ て いま す 。 


財 社 が 手掛け て きた アニ メ [サザ エ さ ん 』 も 、 今年 で 
つい に 50 周 年 を 迎え ます 。 今 の 「 サ ザ エ さん 』】 に 慣れ 親 
し ん だ 方 は 、 放送 開始 当初 の ドタバタ コメ ディ タッ チ の 作 
品 を ご 覧 に な る と びっ くり され る か も し れ ま せん 。 そこ か ら 当 
時 の プロ デュ ー サ ー が 、 こ れ か ら 先 も 長く 放送 を 続け て いく 
た め に も っ と 落ち つい た ファ ミリ ー ド ラマ に し よう と 考え 、 今 
の よう な 形 に な り ま し た 。 

アニ メ で 放送 当初 か ら 買 いて いる の が 、 約 7 分 の 3 本 
立て と いう スタ イル で す 。 原作 の 4 コマ 漫画 を 生か し た テ 
ン ポ の ある 受 居 を 表現 する に は 、 こ れ が いち は ば ん いい 長 さ 


で あり 、 自然 な 形 だ と 思っ て いま す 。 


サザ エ さ ん で 描い て いる の は 
常に "現代 の 世界 


アニ メ [サザ エ さ ん 】 は 「 昭 和 の 家族 の 話 ] と 思わ れ 
る 方 が 多い の で す が 、 じつは 「 現 代 〕」 を 描い て いる ん で す 。 
と は いっ て も 現代 の 最 先 遂 で は な く 、 そ の 後ろ 端 に ギリ ギリ 
し が みつ いて いる < くらい の 現代 な ん で すけ ど ね ( 笑 )。 

私 は 勝子 に 「 サ ザ エ さん ワー ルド 」 と 呼ん で いま す が 、 
昭和 的 な 雰囲気 の サザ エ さ ん 一 家 や ご 近所 さん た ち が こ 
の 現代 に いて 、 そ こ で 生ま れる ドラ マ を 描く と いう 認識 で 話 
を 作っ て いま す 。 
原作 の 「 サ ザ エ さん 』 は 新聞 に 掲載 され て いた た め 
常に 時 代 の 流れ を 反映 し た 内 容 に な っ て いま し た 。 な の で 、 
アニ メ で も その 究 囲 気 は 残し た いと いう 思い で も あり ます 。 
と は いえ 、 原 作 が 新聞 に 掲載 され て いた の は 昭和 20 
年 代 一 40 年 代 。 


Profile 

た な か ・ よ うい ち 196 年 生ま れ 。8 年 エイ ケ ニ 
に 入社 。 員 作 遂行 を 軽 て 2004 年 三 2009 年 に 
【 サ ザ エ さん 】 プ ロ デ ュ ー サ ー を 区 め 、 その後 2016 
よ り 再度 プロ デュ ー サ ー に 就任 


エイ ケン 利 談 役 


制作 会 社 エ イケ ン の 前 社長 で あり 、 ア ニ メ の 元 プ ロ デ 
ュー サー と し て サザ エ さ ん 一 家 を 支え て きた 毛 内 節夫 さん 。 
サザ エ さ ん へ の あふ れる 愛情 と 作品 へ の こだわ り を 、 エ イ 
ケン 50 年 の 歩み と と も に うか が いま し た 。 

ーー アニ メ 「 サ ザ エ さん 」 が スタ ー ト し た 経 紳 を 教え て く 
だ さい 。 

企画 が 持ち 上 が っ た の は まだ エイ ケン に な る 前 の TCJ 

の 頃 で すね 。「 サ ザ エ さん ]」 の 前 は 同じ 時 間 帯 で 「 忍 風 
カム イ 外 伝 』」 と いう アニ メ を や っ て いて 、 私 は 作画 監督 
し た 。 し か し 、 ア クシ ョ ン シ ー ン で 血 が 流れ た り と 役 伐 と し 
た シー ン が 多く 、 ス ポン サー の 意向 も あり 、 家 族 で 観 ら れ 
る ファ ミリ ー 路 線 の アニ メ に 変え た と いう 経 綴 だ っ た と 記憶 
し て いま す 。 ほか に も た くさ ん の 企画 が あっ た 中 か ら 、 見 事 
「 サ ザ エ さん ]」 が 選ば れ ま し た 。 

一 放送 当初 の コメ ディ タッ チ か ら 今 の 形 に 変わ っ て いく 
中 で の ご 苦労 は あり まし た か ? 

「 サ ザ エ さん 」 で も 私 は 引き 続き 作画 監督 を し て いま し た が 、 
当時 の プロ デュ ー サ ー の 松本 美 悦 さ ん は 、 作画 に つい て 
は こち ら に 一 任 し て くれ て いた ん で す 。 | 忍 風 カ ムイ 外伝 」 
も 松本 さん が 担当 プロ デュ ー サ ー で し た が 、 そ うい う 方 針 
の 方 を な の で 、 ほ と ん ど お 会 いし た こと が な か っ た ん で す よ ね 。 

た だ 「 忍 風 カム イ 外伝 』 は 原作 が スト ー リ ー も の の 漫画 
だ っ た の で 問題 あり ませ ん で し た が 、4 コマ 漫画 が 原作 の 
「 サ ザ エ さん 』 を アニ メ に する の は まっ た く 別 物 で し た 。 

だ か ら 第 1 話 が で き 上 が っ た と き の 給 を 見 て 、 松 本 さん は 
「 こ れ は ちょ っ と 信 う ] と 思っ た ん じゃ な いで すか ね 。 オン エ 
舌 が 来 て 、 作 業 が 間に合う 3 周 目 以降 の 
作品 か ら は コミ カル な 動き を 抑え る な ど 絵 の 修正 を 加え て い 
きま し た 。 ま た 、 当時 は 上 が っ て くる 原画 が 描き 手 に よっ 
て パラ バラ だ っ た り し た の で 、 放 が 描い て も 同じ 原 に な る よ 
う 徹 底 し て 直し 、 同 時 に キャ ラク ター 設定 や 美術 設定 も 作 
る こと に な っ た ん で す 。 
動き を 少な くし て し まっ た ぶん 、 音 が 入 つ て いな い ラ 
ッシュ (関係 者 向け の 試 写 ) で は あまり 面白 さがわ か り ま 
せん で し た 。 する と 松本 さん か ら 「 絵 コン テ だ け を 見 て 描く 
の で は な く 、 シ ナリ オ を ちゃ ん と 読む よう に 」 と 言わ れ た ん 
で す 。 


所 内 節夫 さん 


絵 コン テ と シナ リオ の 両方 を 読む こと で 、 そ の 世界 を より 
理 丁 で きる よう に な っ て 、 劇 的 き が よく な り ま し た ね 、 
ー 一 1985 (昭和 60) 年 に プロ デュ ー サ ー に な られ た と き 
は 、 相当 ご 苦労 され た そう で すね 。 

まあ 、 と ん で も な いこ と に な り ま し た ( 笑 )。 新 体制 に な 
っ て 脚本 家 も 全員 代わ り 、 み ん な サザ エ さ ん の 世界 を 初め 
て 書く 人 た ち で し た 。 な か な か シナ リオ が 上 が ら ず 、 直し も 
膨大 で 、 チェ ッ ク 待ち の シナ リオ だ けが どん どん 堪え て いき 
まし た 。 そこ か ら な ん と か 軌道 に 果 る まで に 10 年 は か か り ) 
その 間 に 演 出 の 村山 修 さ ん が シナ リオ を い て くれ 
る よう に な っ た り 、 初 期 に 書い て いた 細 室 先生 や 成山 先 
生 が 戻っ つて くだ さっ た の で 、 だ いぶ ぷよ く な り ま し た ね , 


原作 を 理解 し て いな いと 
絶対 に 面白 く な ら な い 


ーー シナ リオ 作り で 難し か っ た ボイン ト は ? 

4 コマ 漫画 を アニ メ に し た 作品 は それ まで あり ませ ん で し 
た か ら ね 。 また 新聞 連 虐 だ っ た の で 、 子ども で も も ちろ ん 実 
し め は し ます が 、 子ども 向け に 描か れ た も の で は な いん で す 。 
紙 に 印刷 され た 漫画 な ら わ か ら な い 細 m 所 を 読み 返せ ば いい 
の で す が 、 アニメ だ と それ が で き な い の で 、 ど うし て も いろ 
いろ と 説明 し た く な っ て し まい まし た 。 原作 の 持 力 を 生か し 
て 描け て いれ ば 説明 を 加え な く て も ちゃ ん と わか る の で す が 
その ぶん 原作 を し っ か り 理 解 し て 表現 で き な い と 面白 く な ら 
な い の で 、 非常 に 難し い 作業 で し た 。 1 話 7 分 の 中 に 、 
1 時 間 も の の 要素 を 詰め る ぐら い の 労力 を か け て 作っ て いま 
し た ね 。 
ーー 「 サ ザ エ さん は 3 本 立て の 構成 で す が 、 そ こ て 気 
を つけ て いた こと は あり ます か ? 

3 本 の 色 を どん な ふう に する か と いう の を 大 事 に し て いま 
し た 。「 サ ザ エ さん 」 は ご < く 普通 の 日 常 を 描い て いる の で 、 
3 本 の シチュ エー ショ ン が 似 て いる と 全部 同じ 話 の よう に 見 
えて 、 印 象 が 清く な っ て し まう ん で す 。 な の で 、 似 た よう な 
話 に な ら な いよ う 気 を 配り まし た ね 。 

音 は 雪 室 先生 、 城 山 先生 、 直 先生 の 3 人 が 互い に け 
ん 制 し な が ら 書 いて いた 部 分 も あっ た と 思い ます 。 そ れ に よ 


7 2 の 刷 の ジマ ツ の 吊 だ 


1 時間 $ も の の 有 要素 
詰め 込ん で いま す 


つて 、 同じ サザ エ さ ん で も まっ た く カラ ー の 違う 話 が 生ま れ 
て 、 メ リハ リ が あり まし た 。 寺宝 先生 が トッ プ バ ッ タ ー で 、 
その 邊 に 芝 先 生 、 城山 先生 が ラス ト で 総 め る と いう 放送 
央 が 多かっ た と 思い ます 。 

ーー [サザ エ さ ん ] は 本 編 以 外 に 、 オ ー プ ニン グ の 旅 や 
エン ディ ング の 4 コマ 漫画 も と て も 印象 的 で すね 。 

1974 (昭和 49) 年 か ら 5、 オー プ ニ ン グ で サザ エ さ ん が 
全国 各地 を 旅 す る よう に な り ま し た 。 旅 店 に な る 前 は スタ 
イル が 確立 され て お ら ず 、 作画 の ほう で 自由 に 江 いて い 
た ん で す 。 

で す が 、 あ る と き 演 出 と 美術 の 担当 者 が 、 サ ザ エ さん が 
旅 を し て 地方 を 追 る と いう 企画 を 持っ て きた の で 、 試 し に エ 
ン デ ィング で 放送 し て みた と ころ 、 こ ご れ が すご く 評判 が 良 か 
= た た で す 。 それ で オー プ ニ ング で 旅 の シリ ー ズ と し て 放送 
する こと に な り まし た 。 最初 は 今 の よう に 1 県 ずつ で は な く 
地方 ご と に 回 っ て ちり 、 場所 も 自分 た ち で 決め て いた ん で 
す が 、 最初 に 北 に 行っ た の な ら 次 は 南 、 と いう よう に 作り 

過 っ て いき まし た 。 

エン ディ ング は いつ か ら 今 の よう な 4 コマ つなぎ の 形 に な 
つた か は 見 えて いな いん で す が ( 笑 )、 や は り 原 作 の 面白 
で が より 伝わる と 思い ます 。 あま り セ リフ の 多く な いも の や 
引 を 見 か ば 状況 が わか る も の 、 オ チ が し っ か り し て いる も の 
な ど 、 本 編 で は うま く 生か せな く て も エン ディ ング な ら 使え る 
むい うこ と も あり ます 。 あと は や は リ 最 後に 原作 を 見 せる こ 
と で 、 サザ エ さ ん は こう いう 世界 で す よ と いう こと が 、 よ り 伝 
わる ん じゃ な いか と 思っ て いま す 。 


『 サ ザ エ さん 』 は 
さら な る 可能 性 を 秘め て いる 


ーー 一 長谷 川町 子 先生 と の 思い 出 は あり ます か ?. 

新 体 握 の と あい さ つ に 伺っ た と き の 会 食 で 初め て お 会 い 
し まし た 。 それ まで は 写真 で し か 拝見 し た こと が な か っ た の 
で す が 。、 非 窓 に 品 の ある 素 喘 な 方 で し た 。 その と き に 町 


子 先生 か ら [あな た は ノリ スケ さん に 似 て る わ ね ] と 言わ れ 、 


大 宴 光栄 で し た 。 
その 次 に お 会 いし た 会 食 の と き は 叙 夜 続き まで と て も 匠 く 、 


中 


部 屋 に スト ー プ が 状 い て あっ た こと も あっ て つい ウト ウト と し 
て し まっ た ん で す 。 周り の 人 は 大 候 て で 、 フ ジテ レビ の 久 
保田 さん (p.42) に テー ブル の 下 で 足 を バン バン 違 ら れ て 
起こ され た と いう こと が あり まし た ( 笑 )。 

ーー 「 サ ザ エ さん ] が 50 年 間 続い た 理由 は どこ に ある と 
思わ れ ま すか ? 

ます は 当然 、 原 作 の すばらし さ で すね 。 た だ 面白 い だ け 
で は な く 、 ど こ か ら 見 て も 繰り 返し 読ん で も 楽し め る テン ボ 
の 良さ 。 そし て 、 見 る も の を 引き つけ る 強烈 な 銃 力 が あり 
ます 。 

また 、 放送 を 開始 し た 頃 の アニ メ は SF や ファ ンタ ジー が 
多かっ た の で す が 、「 サ ザ エ さん 』 が 捨 く 日 常 は 視聴 者 に も 
非常 に な じみ の ある 世界 。 こち ら も 日 本 の 其 ら し を きち ん と 
理解 し て 工 ま な けれ ば な り ま せん 。 そう し た 日 常 を 描き 続け 
て きた こと 、 作品 の 中 で 四季 や 風物 詩 を 自然 な 流れ で 表 
現 で きた こと も 大 きか っ た と 思い ます 。 こ ん な アニ メ は な か 
な か な いで す よ ね 。 
ーー これ か ら の 「 サ ザ エ さん 」 に 期待 する こと は ? 

「 サ ザ エ さん 』 は 、 さ ら な る 面白 さ を 出 せる 可能 性 を 秘め て 
いま す 。 昔 は 動作 や 表情 の 変化 に も いろ いろ な 制約 が あ 
り ま し た が 、 作品 の 品格 を 衣 さ な いと いう こと を 大 前 提 に 、 
も っ と 動き の ある の び の びと し た 、 原 作 に 近い 形 の 動き が 
で きる と 思う ん で す 。 

時 代 が 進む に つれ 、 ア ニ メ に 登場 する 小道 具 な ども 変 
わら ざる を 得 な く な っ て くる か も し れ ま せん 。 で も 、 サ ザ エ 
さん の 持つ 柄 神 と キャ ラク ター の 人 間 性 が 変わ ら な けれ 

、 今 ま で や っ て いな か っ た 新しい 試み を し て いけ た らい 
いで すね 。 


Proflle 

も うな い ・ せ つ お 19341 年 生ま れ 。63 年 に エイ ケ 
ン の M 和 、 日 ま テ レビ ジョ ン 栓 式 会 社 (TCJ) に 
な 。『 エ イト マン 』「 サ スケ キャ ブテン 】 6 どの 
創作 に 固 わ り 、 2007 年 に エイ ケン 代 融 取 線 伴 
社長 に 試作 。 列 信 相 民 符 
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アニメ 」 
「 サザエ さん 」 の 


設定 資料 大 公開 ! 


アニ メ は 、 登場 する 人 物 や 背景 、 小 物 に 至る あま で の すべ て を た くさ ん の ス 
タッ フ が 手がけ て いま す 。 大 勢 で ひと つの 作品 を 描く た め 、 描き 手 に よっ 
て 違い が 生じ な いよ うに する た め に ガイ ド が 必要 に な り ま す 。 それ を 「 設 
定 資料 〕 と 呼ん で いま す 。 

アニ メ 「 サ ザ エ さん 」 の さま さま な 要素 が 詰まっ た 、 貴重 な 設定 資料 の 一 
部 を ご 紹介 し ます 。 
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だ ん だ ん と 現在 の 設定 に 近づい て いま す 。 


タマ も 加わ り ま し た 。 


放送 中 其 
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や ロロ の 大 き さ 。、 ス タイ ル な ど 今 


と は 違っ て いる の が わか り ま す 。 


の 番号 を 指定 し た も の で す = 


赤本 で 因 か れ て いる 数 字 は 


サザ エ さ ん の 歴 の ふくらみ 、 目 
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この よう に 、 線上 に キャ ラク ター が 

並び に な っ て いる 資料 を 対比 表 と い 
。 登場 人 物 の 背丈 や 等 身 の 

目安 を わか りや すく し た も の で す 。 
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表情 や 線 の 細分 に 至る まで 、 ス タ 
」 ッ フ 同士 で 注意 点 を 共有 じ て い ます 


サザ エ さ ん 5 し い 、 委 か 5 表情 の 
| 政 々 が 描か れ て いま すね 。 キャブ 
クタ ー 設 定 で は この よう に 、 それ そ 
れ の 性 格 が 反映 され た 東 情 や ボー 
ズ の 例 が 示さ れ て いま す 。 
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お わり に 


みな さま 、 
私 た ち 一 家 の 50 年 間 の 歩み は 
0 ぐし 値 で し が も 
この 50 年 を 振り 返っ て みる と 、 
GSYZ6K の KGIS7 SG の の 0JE35 旋 
そし て た くさ ん の 方 々 に 支え られ て きた こと に 、 

改め て 感謝 の 気持 ち で いっ ぱい で す 。 
これ か ら も 、 み な さま の ご 声援 を 力 に 、 


私 た ち 一 家 は 走り 続け て いき ます ! 
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